ワフクジ ノ ジナオシ ショリ ニ カンスル ケンキュウ by 阿部, 栄子
• 
づ
し
平成 3年度
阿部栄平
l章緒 三ムi岡 -・・・・・・・・・・・・. . . . . . . . 1
目 次
1-1 研究目的
1-2 研究対象および和服地の地直し処理について • • • • • 
1 
2 
• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
1-2-1 研究対象 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 
1-2-2 布の地直し処理の方法
? 、
???
????????
• • • • • • • • • • • • • • 
(1) 
(2) 
絹和服地の地直し処理
木綿和服地の地直し処理
1-3 従来の研究 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
( 1 ) 
(2) 
(3) 
絹織布の場合
木綿織布の場合
羊毛織布の場合
1-4 本研究の目的および研究 ・・・・・・・・・・・・・・ 6 
1-5 本論文の構成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 
文献 11 
第2章 、H~ にあたえる影響 13 
第 l節 地直し処理による縮緬の外観特性の変化 13 
2-1 緒言 13 
2-2 試料および実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 
2-2-1 試料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 
2-2-2 実験方法 13 
(1) 地直し処理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 
(2) 外観特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 
1 ) 布の収縮率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 
2) 布の厚さ 14 
目次 1
第 2節 地直し処理による木綿ゆかた地の外観特性の変化 22 
‘ 
3) 布の目付
4) 布の密度
14 ， 
15 
5) 布の斜行度および弧形度 ー. . . . . . . . . . . 15 
布のワープ曲がり 15 ' • • • • • • • • • • • • • • • • 
布の光沢度 ーーーー. . . . . . .ーー・ーーー・・ 15 
布の表面特性 ー・・・ーー・・・・・ーー・・ーーーー 16 
2-3 実験結果および考察 • • • • • • • • • • • • • • • • 16 
2-3-1 布寸法 16 . .1. . . . . . . . . . . . . . . . . .ーーー ー
2-3-2 布の厚さ、目付および密度 18 
2-3-3 布目曲がり • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 18 
2-3-4 布の光沢 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 19 
2-3-5 布の表面特性 • • • • • • • • • • • • • • • • • • 21 
2-4 緒言 22 
2-5 試料および実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 
2-5-1 試料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 
2-5-2 実験方法 22 
( 1 ) 地直し処理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 
(2 ) 外観特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 22 
1) 布の収縮率、厚さ、目付および密度 22 
2) 布の糊の付着量 22 
3) 布の斜行度および弧形度 22 
4) 布のタテ糸曲がり ・・・・・・・・・・・・・・・・ 23 
5) 布の光沢度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23 
6) 布の表面特性 ー. . . . . . . . . . .ーーー. . . 23 
2-6 実験結果および考察 ー. . . . . . .ーー・ーーーー・ 23 
2-6-1 布寸法、厚さ、目付、密度および布の糊の付着 • • 23 
2-6-2 布目曲がり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 
2-6-3 布の表面特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 
2-6-4 布の光沢 27 
2-7 
? ??? ?
28 
目次 2
文 献 29 
3章 、pt;i待性にあたえる影響 30 
第 1節 地直し処理による縮緬の力学的特性の変化 30 
3-1 緒言 30 
3-2 試料および実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 
3-2-1 試料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 30 
3-2-2 実験方法
(1) 
(2) 
地直し処理
力学的特性
3-3 実験結果および考察
30 
30 
31 
31 
3-3-1 布のせん断変形特性 ・・・・・・・・・・・・・・・ 31 
3-3-2 布の曲げ変形特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 33 
3-3-3 布の圧縮特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 
3-3-4 布の引張り特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35 
第 2節 地直し処理による木綿ゆかた地の力学的特性の変化
3-4 緒言
3-5 
3-5-1 
3-5-2 
(1) 
(2) 
試料および実験方法 • • • • • • • • • • • • • • • • 
試料 ー・ーーーー・・・・・・・・・・・ーーー. . 
実験方法
地直し処理
力学的特性
-ー・ー・・・・・・・・・・・ーー・・・
3-6 実験結果および考察
37 
37 
37 
37 
37 
37 
37 
37 
3-6-1 布のせん断変形特性 ・・・・・・・・・・・・・・・ 37 
3-6-2 布の曲げ変形特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 38 
3-6-3 布の圧縮特性 39 
3-6-4 布の引張り特性 40 
3-7 結言 42 
目次 3
• • 
???????
?
?
? ? ? ?
' 
文献 43 
第4章 44 
第 1節 地直し処理による縮緬和服の着用性能の変化 44 
且
• 
4-1 緒言 44 
4-2 試料および実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 
4-2-1 試料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 44 
4-2-2 実験方法 46 
(1) 地直し処理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 
(2) 着用実験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 
1) 着装 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 
2) 着用者の行動様式 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 46 
3) 着用により生じる長着各部(瞥部、ひざ、すそ、肩
およびそで)のひずみの計測 ーー・・・・・ーー・・ 47 
着用により生じる長着の布目曲がりの計測 • • • • • 47 
5) 長着の型くずれの写真撮影 ー・・ーー・・・・・ー・ 47 
(3) 物性の計測 ー・. . . . . . . . . . . . . .ー・・ 48 
(1) 
(2) 
実験結果および考察
着用実験をとおしてみられる布の地直し処理効果
• • • 
着用により生じる長着各部のひずみ • • • • • • • • 
着用により長着に生じるひずみの地直し処理効果 • • 
(3) 着用により長着に生じる布目曲がり ・・・・・・・・ 50 
4-3-2 着用実験にみられた布の地直し処理効果と布の物性
との関係 51 
第 2節 地直し処理による木綿ゆかた和服の着用性能の変化 55 
4-4 緒言 55 
4-5 試料および実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 
4-5-1 試料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 
4-5-2 実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 
目次 4
( 1 ) 地直し処理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 
(2) 着用実験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 
1) 着装 56 
2) 着用者の行動様式 • • • • • • • • • • • • • • • • 56 
3) 着用により生じるゆかた各部(腎部、ひざ、すそ、肩
およびそで)のひずみの計測 ーー・・・・・・・・・ 56 
着用により生じるゆかたの布目曲がりの計測 • • • • 56 
ゆかたの型くずれの写真撮影 ー. . . . . . . . . . 57
(3) 物性の計測 ーー・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57 
4-6 実験結果および考察 57 
4-6-1 着用実験をとおしてみられる布の地直し処理効果 57 
(1) 着用により生じるゆかた各部のひずみ ・・・・・・・ 57 
(2) ゆかたの瞥部の布面に生じるひずみ ・・・・・・・・ 58 
(3) ゆかたを構成する布に生じる布目曲がり ・・・・・・ 59 
4-6-2 着用実験にみられた布の地直し処理効果と布の物性
との関係 61 
4-7 主士号号 a a _ _ _ _ 、口C::J 63 
文献 65 
5章
の地直し処理効果 • • • • • • • • • • • • • • • • • 66 
第 1節 地直し処理された縮緬の運針時の糸しごき力 66 
5-1 緒言 66 
5-2 試料および実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 66 
5-2-1 試料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 66 
(1) 
(2) 
(3) 
試料布
縫糸
縫針
5-2-2 実験方法
66 
67 
67 
67 
目次 5
目次 6
70 
(1 ) 地直し処理 67 
(2) 糸しごき力の計測 ーー・・・ーーー. . 1 • • • • • 67 
縫い担当者 ー. . . . . . . . . . . . . .ーー・・ 67 
運針の条件 ー・ーーー・・・・ーー. . . . . . . . 68 
3) 糸しごき力の計測 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 69 
(3) 布の力学的特性の計測 ・・・・・・・・・・・・・・ 69 
5-3 実験結果および考察
5-3-1 糸しごき力に影響する要因 ・・・・・・・・・・・・ 70 
(1) 糸しごき力線図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 70 
(2) 針の太さおよび縫目の大きさと糸しごき力 ・・・・・ 70 
5-3-2 布の物性と糸しごき力 ・・・・・・・・・・・・・・ 72 
， (1) 
(2 ) 
(3) 
布が針を締めつけるという観点からの検討 ・・・・・ 72 
波打つ布を平らに引き伸ばすという観点からの検討 ・ 74 
地直し処理による布の糸しごき力の変化 ・・・・・・ 75 
第 2節 地直し処理された縮緬の運針時の針の布通し力 77 
5-4 
5-5 
緒言 77 
試料および実験方法 77 
5-5-1 試料布および縫針 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 77 
5-5-2 実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78 
( 1 ) 地直し処理 78 
(2) 針の布通し力の測定 ・・・・・・・・・・・・・・・ 78 
(3) 布の力学的特性の計測 ・・・・・・・・・・・・・・ 79 
5-6 実験結果および考察 79 
5-6-1 針の布通り力Pについて ーー・・・ー・・・・・ー・ 79 
5-6-2 kに対応する布物性について ー・・・・・・・・・ー 81 
5-6-3 布の地直し処理によるPの変化について -ーー. . . 82 
5-6-4 布の糸しごき力Fパ2) とPとの関係 ー・・ー・・・・ 84 
5-7 
?
85 
文 献 86 
6章 87 
6-1 緒言 87 
6-2 試料および実験方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 87 
6-2-1 試料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 87 
6-2-2 実験方法 88 
(1) 
(2) 
地直し処理
力学的特性
88 
88 
1) 布のドレープ係数の測定 88 
2) 布の曲げかたさの測定 ・・・・・・・・・・・・・・ 89 
6-3 実験結果および考察 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 90 
6-3-1 平面ドレープ係数D.Cと側面ドレープ係数D.Csとの
関係 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 90 
6-3-2 布のトータルな曲げかたさ Btの導入と平面ドレープ
係数D.C ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 91 
6-3-3 地直し処理による布のドレープ特性の変化 ・・・・・ 94 
6-4 結言 95 
文献 95 
7章 96 
7-1 
7-2 
7-2-1 
緒言 ・ • • • 
??????
試料および実験方法 ・
試料
• • • 
• • • 
7-2-2 実験方法 97 
(1) 布の地直し処理の方法、布の地直し処理における布
伸長率の計測および布のヨコ糸方向の伸長量の設定 ・・ 97 
(2 ) 布の目付、密度および布目曲がり(布の斜行度、弧
形度) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98 
(3) 布の厚さ 98 
目次 7
(4) 
7-3 
7-3-1 
7-3-2 
7-3-3 
7-3-4 
7-4 
布の空隙率 98 
実験結果および考察 99 
地直し処理により受ける布の伸長 99 
地直し処理による布の厚さ、目付および糸密度の変化 100 
布目曲がり(布の斜行度および弧形度) 102 
布の空隙の変化 103 
? ? ? ???? ?
文
8章
106 
献 107 
ミム
i冊 108 
8-1 本研究の概要 108 
8-2 本研究における成果 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 110 
8-3 今後の方向と課題 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 114 
目次 8
1-1 研究目的
ミム
i間
被服構成学は、平面状の編織布を人体への適合性の良い形態に設計・製作し
着装することを考究するが、現在では体型学、立体幾何学およびデザイン学、
色彩学つまり被服の人体適合性および装飾性などに力点がおかれた研究が主流
となっている。これらの研究はいずれ結実し、ごの分野に大きな成果をもたら
すものと思われる。
しかし、別な見方に立つ重要な問題として、被服構成学(平面構成)の範ち
ゅうで避けて通れない地直し処理が被服を構成する布物性に如何なる影響をあ
たえるか、またこの処理に基づく布物性の変化が被服構成の主体である設計・
製作・着装に如何に関与するかの問題があろう。つまり、
(1 )地直し処理により、被構成布は如何なる構造上、形態上および物性上の
変化がもたらされるか。
(2) その結果、構成された被服の性能はどうか。
(3) また、ごの処理によって被服構成の際の可縫性はどうなるのか。
などに具体的には要約される。しかし、この観点に立つ研究例はほとんどなく、
ただ単に地直し処理により布に付加される性能が主観的に捉えられている程度
で、科学的解明はいまだに十分とはいえないのが現状である。
本研究では、和服地を取り上げるが、和服地では被服構成に先立ち概して地
直し処理が施されるのが通例である。したがって、上記の (1)"-' (3) に関して
の知見を系統的に熟知して始めて、布の地直し処理とは何かがトータルに論じ
られたことになり、この処理を施された布に対する被服の製作上の問題点への
対応、適切な性能を備え目的に応じた被服の設計・製作および被服の適正な着
用などが可能になるものと考えられる。すなわち、被服構成学の基礎固めのた
めにも (1)"v (3) は必須の要件ともいえよう。
以上、本論文では、和服地の構成に不可避の「地直し処理」の効果について、
布の外観特性、布構造、布物性、着用性能および可縫性などの観点から総合的
に検討し、被服設計・製作上不可欠の要因についての基礎的知見を得ょうとす
るものである。
1 
つぎに、さきの (1)"""(3) について人間一被服一環境系のなかで捉えてみる。
環境は、物理・化学的環境、生物学的環境および社会的環境に大きく分けられ
る。このうち、物理・化学的環境および生物学的環境、つまり快適なる衣服気
候を保持し有害物質および生物を近づけるごとを阻止する仲介因子としての被
服では、被服の形態がある程度関与するであろうが、まず、布の構造上、形態
上および物性上の問題がかかわる。つぎに、社会的環境に関する因子としての
被服は、もちろんその一部として被服の型くずれおよび着くずれなども関係す
る。また、被服とりわけ和服の場合、これが環境内での人間の労働(縫製に従
事する作業者)の対象となっていることも留意する必要がある。
ごのように、 (1)~ (3) は人間一被服一環境系のすべてではないが、との系の
なかで重要な位置を占めるものと考えられる。
1-2 研究対象および和服地の地直し処理について
1-2-1 研究対象
和服地の地直し処理についての技法に関する解説は、和裁関係の成書 1)__川
に数多くみられ、この処理の効果はできるだげ狂いの少ない和服の仕立てを可
能にすることにあるとされる。つまり、布地を織り上げる際に糊を使ったり、
無理に糸を引張っているごとに起因する布のひずみを除き、布を安定した状態
にするごとにある。和服地の地直し処理の方法は、ごれを構成する素材ごとに
成書 1).， 4)に細かく述べられるが、大別して 2つの方法に分けられる。すなわ
ち、まず① 布に蒸気下で何らかの張力を加えて処理する方法、および② 布
に霧吹きないしは水に浸漬させた後にアイロニングを施し処理する方法 とが
ある。前者は湯のし法引、引と呼ばれ、概して絹和服地に施される。後者は霧
吹き(ないしは浸漬)ーアイロニング法 1)ともいえるもので、木綿・麻和服地
および羊毛和服地に施される場合が和裁の成書 1).._..引には紹介されている。し
かし、① 木綿和服地も麻和服地も、素材は同じセルロース繊維であること、
② 麻和服地は、仕立てる前に霧を吹く程度でこの布のもつ持味を損わないた
め実際にはアイロニングを避ける 2) J 川とと のために、本論文では霧吹き(
浸漬)ーアイロニング法としては、セルロース繊維の場合では木綿和服地で検
討を行った。また、現今では羊毛和服地については、すでに地直し処理を施さ
れて庖頭に並んでいるものがほとんどである別、引ので、和服構成に際しては
手を加えずそのまま縫いに供されるか、あるいは簡単なアイロニングが施され
る程度のようである。なお、和服地のなかには素材が合成繊維のものも存在す
2 
‘ 
世
るが、和服地の本流は素材が天然繊維のものであるので、本研究では合成繊維
の和服地は検討の外においた。
したがって、本論文では、絹和服地に施される湯のし法による地直し処理、
および木綿和服地に施される霧吹きーアイロニング法による地直し処理を取り
上げ検討した。
縮緬の呼称は、組織、糸の撚り、しぼ立ちなどによって、大ざっぱに分類さ
れるが、その詳細な名称は、もちろん定義があって規定されたものではないの
で、その織物にふさわしい名称が必要であるが、千差万別な織物に適した命名
法はない。そこで、原産地名、原料名、外観や手触りおよび創製者の名を適当
にとって命名している 9)。
本研究で用いる絹縮緬は、たて・よこ生糸で、よこ糸に強撚の片撚りをかげ
搬りどめした、いわゆる縮緬ょこ糸を用い、なお、ょこの撚りの方向は sz方
向のものを普通 2本おきに交互に織り込み、織り上げてから脱糊、精線してし
ぼを表した組織が平、紹、紋織りの生織物の総称である。これが、上記の要因
により命名され、その種類は数多い。
本論文では、丹後縮緬のうち組織が平織りの無地縮緬(一越縮緬および変り
無地縮緬)、組織が紋織りの紋縮緬(無地意匠縮緬、銀無地縮緬、論子縮緬)
また、浜縮緬の組織が平織りの無地縮緬(一越縮緬)を用いた。
なお、無地縮緬および紋縮緬は、絹和服地としては、長い歴史のなかで重用
され続け I0) 、現在需要の多い主要製品 11 )、 I2) とされている。また、上記の
縮緬の種類のうち( )内のものが織物に付された命名である。
木綿和服地としては、生活に潤いをあたえる衣服として日本人の生活に最も
密着した 13 )、 14 )ゆかた地を取り上げた。
1-2-2 布の地直し処理の方法
(1 ) 絹和服地の地直し処理 6) 
一般に織元で作られた原反は、染色後整理屋で幅出し、糊付けされ、問屋を
経て小売活から消費者に売られる。この問屋一小売広一消費者の経路の反物は、
糊が大量に含まれ、しっかりした風合いがあたえられている。しかし、その後
に地直し処理がなされ、縫いー着用に供されるものは、概して脱糊され安定し
た布を形成するとされる。つまり、前者は問屋風合い(以下、一次風合いと呼
ぶ)、後者は消費者風合い(以下、二次風合いと呼ぶ)とも呼ばれるもので、
その布の特性は大きく異なる。もちろん、絹織布の場合、一次風合いは整理
で、二次風合いは湯のし屋でそれぞれ専門家によって作られる。このように、
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布の地直し処理は、消費者の扱う被服に関することのうち、布の風合い、被服
の製作の難易および着用感などの関係をもつものと考えられる。
本論文では、この湯のしによる地直し処理を湯のし専門家に依頼して行った
が、図1-1は、その手順を示している。つまり、まず最初に常温水で振り洗い
を行い、反物に付着している糊を落とす。続いて遠心分離機で脱水をし、自然
乾燥させる。乾燥後、反物は湯のし機にかけられ、地直し処理は終了する。
図1-2は、湯のしの原理を示したものである。図のように、振り洗い・乾燥
燥を経て湯のしに回された布は、専門家の足および干の操作によってひずみを
開放され、蒸気 (1000C:t 2 OC) によって蒸され、ピンテンターで幅出しを受け、
ヒート・ドラム(表面温度目OC:t20C) を経て熱セットされる。図1-3は、こ
のようすを写真で示している。本図下の写真は足の操作を表し、上のそれは、
手の操作を受けた布がスチーム・セットされる様子を表している。
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(2) 木綿和服地の地直し処理引、 7) 
概して庖頭で購入され、縫いに供される前の布のタテ糸、ヨコ糸は木綿和服
地の場合でも必ずしも直交せず安定していない。これを正すのが地直し処理で
あるが、前項で述べる絹和服地の地直し処理は主として湯のし専門家の手によ
るが、木綿和服地の地直し処理は霧吹きーアイロニング法 7)として専門家以外
でも簡単に行え重用されている。
本論文における木綿和服地の地直し処理の手順は、従来法 1)___ ..)に従い、つ
ぎの①~④のとおりである。① 布目曲がりを観察する。② 斜行、弧形を正
す方向に、あるいはこれとは反対方向に交互にせん断変形を繰り返して、タテ
糸、ヨコ糸を動かしつつ布目を正す。③ 布全体に霧を吹きかけ地詰めをする
(霧吹きによる布の吸湿は、布重量に対し 50'"'"'60%の水分含有を目安にした)。
④ アイロン底面が約180ocに保たれるように調節された乾熱アイロンを布の
裏からかける。地直し処理の仕上がりの程度により必要に応じてこの①~④の
手順を操り返すが、最終的に斜行度、弧形度とも0.3%以下になるように調整
し、地直し処理を終了としている。
? ?
?
??
?
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1-3 従来の研究
布の地直し処理の方法は、概して布の素材により異なるので、従来の研究を
素材別に分類する。
(1 ) 絹織布の場合
絹織布の場合の地直し処理は、すべて専門家による湯のし法1;)によって必ず
施される。この布の地直しの技は、親方から弟子への代々の秘伝として伝承さ
れてきたので、科学の光りを浴びる機会に恵まれず、それだけ研究報告も潤沢
ではないようである。都築ら 11; )および呑山ら E引は、絹和服地の地直し処理
効果を被験者の官能量を主体に収縮率、剛軟度、ドレープ性、可縫性など幅広
く検討しているが、結論を急ぐあまり主観的判断を多用しすぎているようであ
る。また、寺内 17 )、 18 )は、一越縮緬、結城などを用いて地直し処理による効
果を剛軟度、 ドレープ性、摩擦係数、可縫性、布の風合い、防しわ度および白
色度などの観点から調べたが、可縫性および布の風合いについてはやはりさき
に掲げた都築ら 11; )、および呑山ら 16 )の研究と同様、官能判断に委ねられてい
るし、他の物性項目に対してもデータの羅列で終止している。
とのように、とりわけ絹織布に関しては、古くから必ず湯のし法1;)による地
直し処理が施され、その効果が業界をはじめ和服製作者および消費者に認めら
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， 
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れながら、それに関する技法のみが先定るあまりいまだ明確に科学的根拠があ
たえられていない状態にある。
また、絹織布以外の木綿織布についてもこれに関する研究例は十分でない。
この ζ とは、地直し処理は、繊維および布に対するその他の加工が科学的根拠
が解明され、それらに高付加価値を賦与し、人間に多くのメリットをあたえて
いるのに比べれば、科学的立ち遅れは否定し難い。
(2) 木綿織布の場合
木綿織布の地直し処理は、一般的には霧吹きーアイロニング法 7)によってな
される。との方法は布にスプレイするごとにより吸湿させ、布を両手で局所的
な伸長をあたえながら布をアイロン固定する方法であるが、概してとれに属す
る報告は数少ない。たとえば、岡田ら 19) は、厚手木綿布の洗濯による収縮に
対する地直し処理の効果を述べ、洗濯による布の寸法安定性への効果を示した。
つぎに、小沢ら 20)........ 22)は、主として木綿織布のヨコ糸斜行と布の風合いにあ
たえる影響を詳細に観察したが、結局それが何に基づくのか議論されないまま
に終っている。しかし、論文の最後の反省で、 ζの処理の効果を解明するには
布の構造、つまり布を構成する繊維相互の関係などミクロの立場からの検討の
必要性があるごとを示唆した。また、都築ら 23】は、布の地直し処理にスチー
ム・アイロンを用いこれの効果を知ろうとしたが、さきの(1)で掲げた報告 1町、
1 6) と同様、その結果の判定があまりにも主観的すぎること、また試料も 1点
だけであるなどその実験の判断に疑義を残す結果となっている。
(3) 羊毛織布の場合
羊毛織布の地直し処理は、羊毛織布の仕上げ工程で施される煮誠2川、 26) 、
蒸誠 26)、27) と原理的には同様な処理である 28) ので、これに関する報告例の
ほとんどは工業的見地からのものであるが比較的数多くみられ 2引.......3 ")、スポ
ンジング=ロンドンシュランクと呼ばれている。これらの研究は煮紙、蒸紙の
処理条件と布の寸法安定性 29).......31)、日}、布の通気抵抗 82 )およびしわ特性88) 
との関係などを報告したものであるが、さきの1-2-1で述べたように、乙の素
材の織布では和服地でも製造者側でごの処理が施されるのが通例であるので、
この研究は工業レベルの技術に関するものが主流となっている。しかし、いず
れも単に実験的かつ現象的に捉えたものであって、たとえば布構造との関係で
論じられたものではない。
1-4 本研究の目的および研究
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本論文は、和服地を対象として取り上げ、これの和服構成に先立って必ず行
われる地直し処理の効果を、まず布構造の変化との関連で布の外観特性および
布の基本的力学特性について明らかにし、つぎにごれをもとに被服製作および
被服着用をとおしての和服性能について言及することにより、布の地直し処理
効果を総合的に解明することを目的としている。
しかしながら、概して被服学の分野では、本論文で問題とする糸しごき、針
の布通しおよび着用性などについての指標が見当らない。そこで、これらを適
確に代表し得る指標についての検討を該当する章の前半でまず議論し、その後
に本論に入るというプロセスを取らざるを得ない。つまり、逆にこれらの指標
の提案を行うことも本研究の別な目的ともなっている。
本論文では、大別してつぎの 6項目を取り上げている。すなわち、
( 1 )地直し処理が和服地の外観特性にあたえる影響
(I )地直し処理が和服地の力学的特性にあたえる影響
(il )地直し処理を施された和服の着用性能
(IV )運針時の糸しごき力および針の布通し力にあたえる布の地直し処理効果
(V)地直し処理による和服地のドレープ特性の変化
(VI )地直し処理による和服地の構造変化
であるが、項目別概要はつぎのとおりである。
( 1 ) . 地直し処理された布は、その処理中に張力などの力学的作用を受け
固定されるから、まず外観的変化つまり布の収縮ないしは伸長、布の光沢、布
の厚さ、布を構成する繊維の表面およびそれの変形などが布構造の変化との関
連でどうなのかを知ることが、この処理による布および被服にあたえる影響を
知る端緒となるものと考えた。
( I) . 地直し処理による布構造の変化により布の力学的特性が如何に変化
するか。構成された和服の性能は、それをつくる布そのものの性能が表われる
場合が多いので、布の基本的力学特性(引張り、圧縮、せん断、曲げの各特性)
の地直し処理による変化について述べた。
(皿). ( 1)および(I )では、地直し処理が布の外観特性および基本的
力学特性にあたえる影響について述べたが、地直し処理効果は、地直しの処理
布および未処理布で和服がそれぞれ構成されて実際に着用された際にみられる
この両和服の着用性能の比較から、具体的に確認されなければならない。
本章では、着用性能として着用によって和服に生じる残留ひずみ、つまり長
着の型くずれを取り上げ、布の地直し処理効果を着用実験をとおして検討して
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いる。そして、この実験によって認められる地直し処理効果を(1 )および(
I )の知見から説明を試みている。
以上(1 )、 ( I)および(皿)では、前の1-2-1のように地直し処理の対
象には、縮緬と木綿ゆかた地を選んでいるが、絹織布と木綿織布とでは地直し
処理の方法が異なる。 一般的には、絹織布には湯のし法、木綿織布には霧吹き
ーアイロニング法による地直し処理が施されるが、この両地直し法により、布
には如何なる基本的特性の変化が生じたのかを(1 )、 ( I)で論じ、同じく
着用性能の相違を(I1 )で述べている。
以降の(IV )以下では、縮緬にのみ焦点を絞って地直し処理効果を述べるが、
さきの(1 )、 ( I)および(皿)の検討で一応湯のし法による地直し処理と
霧吹き一アイロニング法による地直し処理の基本的性能の相違が明確に捉えら
れたと思われるので、後は縮緬でその他の実用的性能を検討しておけば、木綿
ゆかたの、それも同じ線上で把握されると考えられたからである。
(IV) . 和服裁縫の場合、運針には、① 縫糸を通された針が被縫布に突き
刺さること、② すでに針を通され、作業者の掌にたくし込まれた被縫布を縫
目に沿ってしごいて引きつれのない縫目をつくること の2段階がある。①に
要する力が針の布貫通力であり、②のものが運針の糸しごき力であるが、いず
れもその値が大きすぎると縫製不能となるので、ごれらは可縫性を示す指標に
なり得ると考えた。ここでは、これらの針の布貫通力および運針の糸しごき力
を計測する装置を提案している。そして、ごの指標をもとに地直しの処理効果
を論じている。
( v ) . 和服着用の場合、すそまわり、帯上の部分で布はドレープし、和服
の優美な曲線を形成すること、また和服地の用途の開拓およびファッションの
多様化などの波を受付和服用織布が洋服用に供される 35) など、和服地でもド
レープ特性は重視されるに至っている。ここでは、縮緬布のドレープ特性にあ
たえる地直し処理効果について述べた。
(VI) • 湯のし専門家の行う布の地直し処理の各種条件を布の構造変化から
論じるごとは、最終的に湯のし専門家の技を解明する上で欠かせない。とこで
は、湯のし専門家の最適であると考える湯のし処理を中心にその前後の条件で
地直し処理を行わしめ、最適に地直し処理された布の構造変化を把握しようと
した。
本研究は、上記 (1) ，"，-，. (VI) について検討するが、その内容から(1) ~ 
(皿)、 (IV) ~ (v) および(VI )に分けられる。 (1) ~ (I1I)が湯のし
8 
• 
法による地直し処理と霧吹きーアイロニング法による地直し処理の布にあたえ
る基本的性能の相違を、 (IV) "v (v) は湯のし法による縮緬の地直し処理に
よる布の縫製および布のドレープ特性にあたえる影響を、また(羽)では地直
し処理された布の構造変化について論じ、本論文のまとめとしている。
1-5 本論文の構成
前節で述べた本研究の目的および概要にしたがって、本論文は以下のように
8章からなる。
第 1章は、緒論であり、本研究の位置付けをまず述べ、従来の研究成果を紹
介し、本研究の目的および概要を明らかにした。
第 2章以下第 7章までは、前節1-4で述べた諸項目 (1) "-' (羽)をつぎの
ように割り当てた。
第 2章 ;1-4 (1) 
第 3章 ;1-4 (II) 
第4章 ;1-4 (m) 
第 5章;1-4 (IV) 
第 6章;1-4 (V) 
第 7章;1-4 (VI) 
第8章は、本研究の成果を略記して結論とした。
以上、 8章にわたって和服地の地直し処理の効果を布の構造との関連におい
て考察し、従来注目されるととろのなかった観点から各種の問題点を解明した。
本研究の概要は前記のとおりであるが、これに関してはすでに著者が発表した
研究論文について、その題名、発表機関および発表時期を列挙すればつぎのと
おりである。
L絹和服地の地直しに関する研究(第 1報)
縮緬の外観特性にあたえる影響
阿部栄子、大村寧
2.ゆかた地の地直しに関する研究(第 2報)
地直しによる布の外観特性の変化
阿部栄子、大村寧
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3.絹和服地の地直しに関する研究(第 2報)
縮緬の力学的特性にあたえる影響
阿部栄子、大村寧
4.ゆかた地の地直しに関する研究(第 1報)
地直しによる布の基本的力学特性の変化
阿部栄子、大村寧
5.絹和服地の地直しに関する研究(第 3報)
着用実験による縮緬の地直し処理効果の検討
阿部栄子、大村寧
6.絹縮緬和服着用により生じる布の残留ひずみ
の計測法に関する一考察
阿部栄子、大村寧
7.ゆかた地の地直しに関する研究(第 3報)
着用によりゆかたの布面に見られる残留ひず
みの地直し処理効果
阿部栄子
8.絹和服地の地直しに関する研究(第4報)
縮緬の地直し処理が運針の糸しごき力にあた
える影響
阿部栄子、大村寧
9.絹和服地の地直しに関する研究(第5報)
縮緬の地直し処理が和針の布通し力にあたえ
る影響
大村寧‘阿部栄子
1 0 
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日本家政学会誌 38，73.3(1987) 
(旧家政学雑誌)
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日本衣服学会誌 30，59 (1987) 
[刀第4章.第 1節]
日本衣服学会誌 31，83(1988)
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日本家政学会誌 40，609(1989) 
[ JJ 第 5章.第 1節]
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10.縮緬の地直し処理が布のドレープ特性にあた
える影響
阿部栄子、大村寧
11.地直し処理による絹縮緬地の構造変化
阿部栄子、大村寧、弓削治
[追記]
日本衣服学会誌 32，84 (1989) 
[グ第 6章]
日本織維製品消費科学会誌
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1) 本研究における各布の特性を示すデータは、各試料の種類ごとに準備した
布地それぞれについての特性値 (n=10) を計測し、それらの平均的量を表し
ている。
2) また、本研究での実験はすべて標準状態 (20:1 20C、65:12 % RH) の環境
下で行ったものである。
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が和地の j昨 ~l こえる影響
第1節 地直し処理による縮緬の外観特性の変化
2-1 緒言
縮緬地のような絹和服地の場合、さきの 1-2-2で述べたように湯のし法によ
る地直し処理が施される。この処理は、 1-2-2.(1)のように一度常温水による
振り洗いにより脱糊され、布は極限まで収縮するが、これをスチーミング中に
適当に幅出しする段階で湯のし専門家の手・足の操作により布に局部的な伸長
があたえられる。以上の湯のしの各プロセスは布の外観形態、構造を変化させ
る要因となるので、まずとごでは地直し処理が布の外観特性にあたえる影響を
検討した。
2-2 試料および実験方法
2-2-1 試料
試料には、絹和服地のうち銀無地Aから変り無地Fにわたる各縮緬地を、そ
れぞれ 4""""7点ずつ計32点を用いた。試料の諸元は、表2-1のとおりである。
2-2-2 実験方法
(1 ) 地直し処理
1-2-2. (1) で述べたような湯のしによる地直し処理を湯のし専門家(男性、
56議、経験40年)に依頼して行った。
Sample 
恥1ark Fabric 
A Ginllluji 
B Kawari・mUJI
C Rinzu 
D Hi lokoshi 
E MUJトisho
F Kawari-muji 
Ta b 1 e 2 -1 Dclails of samplcs 
Thickncss 
(mm) 
O. 330 
O. 334 
O. 398 
O. 407 
O. 333 
O. 292 
Dcnsily本
(l/cm) 
106. 1 
44. 9 
57.7 
23. 1 
102.7 
13. 1 
68.4 
21. 6 
105.0 
22.8 
52.4 
24.5 
*W・warpdircclion， F: filling dircclion. 
1 3 
Wcight 
(gfn‘2) 
130.4 
136.2 
131. 1 
142.0 
135.3 
134. 1 
Number of 
samples 
5 
6 
5 
7 
4 
5 
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持 Arrangemento( the width of fabrics on steaming 
検事 Thcmarks in ( ) show the check sample in the process of shrinking 
F i g.2 -1 Proccss o[ shrinking 
本実験で用いた試料の場合では、湯のし工程がいずれも 2回繰り返されてい
る。このことは、 1-2-2.(1) で述べた通常の一連の地直し処理では、専門家が
仕上がりに納得せず、湯のしの工程を繰り返し再度行うことによって、仕上が
りに満足したととを意味している。
したがって、本節では地直し処理の各工程ごとのサンプリングのタイミング
を図2-1のように表示する。つまり、 H0 :一次風合いをもっ地直し処理前、
W:振り洗い・乾燥後、 H 1 : Wに続く 1回目湯のし後、 H2 : H 1 に続く 2
回目湯のし後 である。ごの H。、 W、HlおよびH2でサンプリングした試
料布について、後の(2 )で述べる物性を測定し、各工程ごとの布にあたえる影
響を検討した。
(2) 外観特性
1) 布の収縮率
試料布の中央に、正方形の四辺が布のタテ糸、ヨコ糸に平行になるように 1
辺200mmの正方形の線引きをし、との正方形の辺の長さを地直し処理の進行に
伴う各プロセスごとに計測し、次式により地直し処理の各プロセスごとの布の
収縮率を算出した。この正方形を布面の 3箇所に付し、とれらの平均的収縮率
を求めた 1)。
1-/1 
収縮率〈%〉 =-7J×100
ごこに、 7:処理前の正方形の辺の長さの平均、
スにおける同長さの平均
2) 布の厚さ
ダイヤルゲージ式厚さ測定機を用いて、 50g/cm2 荷重時の布の厚さを加圧後
/1 :各地直し処理のプロセ
10秒後に測定した 2)。測定は、布面に均一にパラつくように10箇所で行った。
3) 布の目付
各試料布について200mmx 200mmの試験片を 3枚採取し、それぞれ標準状態
で水分平衡した際の重さ (g) をはかり、その平均値を単位面積当り (g/m2)に換
算した 3)。
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the cloths 
4) 布の密度
布のタテ糸、ヨコ糸についてそれぞれ 2cm当りの糸本数を計数し、その平均
値をl/cmに換算した 4)。測定は、布のタテ糸方向、ヨコ糸方向それぞれ 3箇所
で行:っている。
5) 布の斜行度および弧形度
図2-2に示す諸量を測定し、次式によってそれぞれ布の斜行度および弧形度
を算出した 5)。
斜行度(%) = (c/a) xlOO 
弧形度(%)= (b/a) xlOO 
図の aは布幅を表し、反物や地直し処理の有無により異なるが、本節の場合352
..，376mmである。
6) 布のワープ曲がり
編地のタテ糸方向の網目曲がりは通常「ウエール曲がり J6)というが、織布
の場合もこれに習って、 ζ ごではタテ糸の曲がりを「ワープ曲がり」と表現す
る。とのワープ曲がりは、図2-3に示す諸量を測定し、次式によって算出した。
なお、図中に示す Lは、本節では L=200mmである。
ワープ曲がり(%) = (d / 1) x 100 
7) 布の光沢度
スガ試験機製のデジタル変角光沢計 UGト 5D型{(光源:6日V、， 1 
フプ.、関き角:光源0.92γ。、受光器6.1凶80 (受光角850 )、 11.650 (同750 )、
11.76 0 (同600 )、 11.50 0 (同450 )、 3.500 (同200 )、照射面積:45 
mmφ 、光沢標準板:黒色光学研磨ガラス(1次)、白セラミックタイル(2次)、
受光器:シリコン光電池)を用いて、布表面の反射特性を測定した。さらに、
地直し処理前後の試料布について正反射光沢度 G.7) および拡散光沢度 Dn 7 ) 
をつぎのように求め、地直し処理後におけるこれらの増加率を算出した。
Gs =入射角 60。のときの正反射率
D n = 1/B ( e 1) • 2: B 1 • 6 e 
1 5 
のとき:入射角 60。Bi への反射率、θs) :正反射方向 (60。B ( ここに、
となる。したがって Aθ=10。における反射率。の受光角 5、15、・・・・・、 75、85。
バイヤス方向における反射特性本実験では布のヨコ糸方向および45。なお、
たとえばG.また、地直し処理前後で顕著な差が認められなかったとと、には、
官能値と良い相関を示すことが認められている 71 値は布のタテ糸方向について、
布表面のタテ糸方向についてのみ反射特性を測定した。ことなどから、
布の表面特性8) 
を用いて、(加藤鉄工製)KES-FBシステムの測定には、布の表面特性別、 91
同係数の偏差MMDおよび表面粗さ SMDを測定したが、擦係数MIU、布の表面
圧する力1Og (SMD)、試料張力20g/cm、この際の測定条件は強制荷重50g(MIU)、
との際の試料の大きさは、とした。試料移動速度O.lcm/sec2cm、有効測定距
ヨコ糸本試料の場合いずれの布もタテ糸方向、なお、である。x 200mm 200mm 
手触りで感じる布の表面特性はタテ方向とではほとんど差を認めにくいこと、
• の 2つの理として捉えられるごとヨコ糸方向を含めたトータルな糸方向、
ヨコ糸方向の特性値の平均で表ここでは各表面特性はタテ糸方向、由により、
している。
実験結果および考察
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D 掻り洗いによって落とされた糊は、
その際に布は著しく収縮する。るが、
その後の湯のし時におけごの布は、
収る専門家のハンドワークにより、
8 した縮状態から適当に伸長される。
4 ごの間の布の収縮-伸長のがって、
湯のしによる布の最終的二程度が、 。
次風合いを支配する重要な要因にな
H， Hl ¥v H2 W Hl 
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図中の実線は布のタ各試料の織物の種類別に示している。
Fig.2-5 
縮率の変化曲線を、
また破線は布のヨコ糸方向のそれを示している。本図によテ糸方向の収縮を、
糊を落とすための振り洗いによって布はとりわけタテ糸方向に著しく収れば、
試料 Dのヨコシボを特徴とする一越を除いてヨコ糸方向はそれほど縮するが、
引き続いての湯のしお各方向とも、しかし、顕著に収縮しないことがわかる。
• 
%の伸長に収まって--4.0 2. 0 よび仕上げによって最終的には逆に伸長され、
Dを除けば湯のしとはこの場合布のヨコ糸方向このことは、くるようである。
，J 
布のタテ糸方向に布を引き伸ばすような処理であるとはほとんどそのままで、
園
専門家は湯のしに際して布をタテ糸方向に引張る力およおそらく、もいえる。
タテ糸方向およびヨコ糸方向の布目曲がりび伸長を加える場所を加減しつつ、
振り洗いおよび乾燥この Dの場合は、しかし、を取り除いているのであろう。
この方向にも湯のし機の熱ドによる布のヨコ糸方向の収縮が大きすぎるので、
ヨコ糸両方向に布を引き伸ばしタテ糸、ラム上で相当ピンテンターで伸長し、
. 
専ヨコ糸方向の伸長は機械的に固定のものであるから、ていることになるが、
やはり布のタテ糸方向に加え門家によるアクションは他の布におけると同様、
地直し処理を行っているものと考えられる。る引張り具合の調整によって、
の布の収縮率のプロセスWおよびH2つまり、湯のし処理前後、は、図2-5
のもののほつまりプロセス H2( B ) ヒストグラムを示している。本図から、
曲線は全体にマイナスの収縮側につまりプロセスWのものより、( A ) うが、
さらにバラツキは小さくなっていることがわかる。以上のことから、移動し、
布の伸長率を僅かに寸法変化という点からは、地直し処理のうち湯のしとは、
これを一定範囲に収める効果をもたせる処理であるともいえる。
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2-3-2 布の厚さ、目付および密度 31- A B C 
2-3-1で述べたように、
直し処理では、まず、①
布の地
一次風
2 
-0-Bias fllling 
-企・Bow
合いをもっ糊が付着した布から、
振り洗いによって脱糊され、つい
で、② 湯のしおよび仕上げによ
って、最終的に布はタテ糸、ヨコ
糸両方向に伸長されることになる。
ごのことから、布の厚さ、目付お
よび密度は、地直し処理前の布に
比して、いずれも小さくなること
が容易に推測される。図2-6は、
さ l卜aJ，A¥
2|¥ 
∞ ‘。凶
さ 2~ D 
‘・4
'" '" 
凶 1
..A‘、
tz'，、、¥、
E L F 
' 
。???? ?
、、、氏、、、
主
..L. 
II Il2 
。
。
6，._ 『旬、L¥、
Y 
?，??????????????????
Proccss 
F ig. 2 -7 Varialions in thc bias filling and thc bow of thc clolhs 
with the progress of shrinking 
それぞれプロセス H。、 Hzにおける各試料の布の厚さ、目付および密度の変
化を示しているが、いずれも地直し処理によって、その量を減じていることが
実証される。
2-3-3 布目曲がり
一次風合いをもっ布地においては、タテ糸方向およびヨコ糸方向の布目曲が
りが糊によって固定されているので、そのままでは回復し得ない。そごで、布
に付着している糊を振り洗いによって落とし、湯のし処理が施される。つまり、
布の伸長具合の調整によって潜在してた布のひずみ、および布構成糸の斜行、
弧形を回復させることになる。
図2-7は、各プロセスごとの各試料の斜行度、弧形度の変化曲線を示してい
る。図中、実線は布の斜行度を、破線は布の弧形度の変化を示している。本図
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によれば、実線および破線は概して Ho におけるよりも Hl のほうが高く、地
直し処理を行うことによってむしろ斜行度、弧形度はともに増加することがわ
かる。このことから、さきの2-2-2.(1)で述べたように、 1回目の湯のし処理
だけでは、仕上げの効果という点で専門家を納得させ得なかった乙とが理解さ
れる。しかし、 Hl に引き続く 2回目の湯のし処理つまり H 2 によって、斜行
度、弧形度ともに著しく減少し、 0.3%以下に収まり布目曲がりのない安定し
た布となっている。
また、図2-8は、地直し処理前後のワープ曲がりの変化曲線を示している。
ワープ曲がり、つまりタテ糸方向の布目曲がりは、地直し処理前の Ho の状態
においても、さきに述べたヨコ糸方向における斜行度および弧形度のような大
きな曲がりはみられない。また、図から、もっとも地直し処理効果のみられた
と考えられる試料Cでも結局0.04%程度ワープ曲がりが正されたと読めるが、
2-2-2. (2).6)から、図2-3の L= 200mmの測定であることを考えれば、これは
測定誤差の範囲といえる程度の効果であるので、地直し処理によってワープ曲
がりが正されたとは決めつけられないようである。とれらのことがつまり、従
来絹織布の地直し処理ではタテ糸曲がりがほとんど問題にされなかった所以で
あると考えられる。
2-3-4 布の光沢
地直し処理のうち、と勺わけ湯のし工程を経た布には視覚的に若干の光沢の
増加が認められる。この効果の程度を知るために、以下に反射率および光沢度
を測定した。
図2-9は、一例として試料 Bに入射角 600 で光を入射させた際の各受光角に
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図のムは地直し処理前の試料についての
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おける反射率の大きさを示している 。
Fig.2-10 
あ0は地直し処理後のものを示 している 。地直し処理後の布は、ものであり、
ちなみに、かなり反射率は増大していることがわかる。らゆる受光角にわたり 、
0.5%程度の反射率の増にな地直し処理前の布のそれに比して平均本図では、
っている。
織物の種類別の地直し処理による光沢度の増加率を Ho図2-10には、つぎに、
(A) 図のの試料のそれの増加率として表している。の試料の光沢に対する H2
司"ー 弔ー，.
に_l...は拡散光沢度のそれを示している。(B) は正反射光沢度の増加率であり、
光沢に関する各種の表現 7)の乙の両光沢度で布の光沢を代表させたが、では、
人間の主観的評価といずれがよく対応するのかはいまだ明らかでないが、うち、
との両者を一応併記しておいた。本図によれば、試料のなかに僅かに光沢の逆
概してほとんどは地直し処理によって光沢を増に悪くなるものもみられるが、
大させていることがわかる。
試料Aの地直し処理前後の布の表面の電子顕微鏡写真を図2-11は、さらに、
( b )は処理後である。地直し処理( a )は処理前であり、図の示している。
明らかに布を構成する繊維表面が平滑な状態になっていることがわによって、
地直し処理の際の振り洗いによって繊維表面に付このことはおそらく、かる。
およびその後の緊張状着していた糊およびその他の爽雑物が除去されたこと、
の2点に維が平滑化 したドラムを通過すること によって若干
。2 
態でヒート・
← 
る。
， 
起因するものと考えられる。 ζ のことが、
地直し処理によって、 2-3-2で述べたよ
うに布密度が減少し反射に携わる糸本数
が減じながらも、図2-9および図2-10の
ような結果が得られたことの原因と考え
られる。また、との場合、地直し処理の
各プロセスにおける布の伸縮の繰り返し
による糸を構成する繊維束の乱れと、ご
れに起因する布表面の光の反射の増大も
考慮しなければならないかもしれないが、
強撚糸で構成されている縮緬の場合には、
ごれの影響はほとんどないものと判断さ
れる。
また、絹織物の光沢は内部反射光の大
きさに関係があるともいわれる 10) が、
との観点に立てば、 H。の布は絹繊維の
表面が図2-11のように平滑でないごと、さらにごの表面が糊でカバーされてい
るごとなどのために内部反射光が少ないが、 Hzの布では、地直し処理によっ
て絹繊維の表面の平滑化および脱糊のため、内部反射光が増し、光沢が増大す
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F i g.2 -12 lncreasing rate of coe伍cientof 
friction MIU， its mean deviation 
MMD and surface roughness SMD 
of cloths due to shrinking 
， 
るとの見方も可能である。
2-3-5 布の表面特性
図2-12(a)、(b) および (c) は、布の表面摩擦係数MIU、表面摩擦係数の平均
偏差MMDおよび表面粗さ SM.Dの地直し処理による増減率を示しているが、ごの
増減率表現には後掲のたとえば図2-15以下のように、それぞれの特性値の記号
の前に Aを付して表した。とれらの図から、地直し処理後の布のMIUおよびMMD
はともに若干減少するようであるが、このごとはさきの 2-3-4で述べたように、
布は地直し処理によって脱糊され、しかも布を構成する繊維表面が平滑な状態
になったことに起因しているものと考えられる。また、布のSMDについては、
脱糊が表面組さを増大させる要因であり、布を構成する繊維表面の爽雑物の除
去およびヒート・ドラムを通過する際の布を構成する繊維の平滑化は表面の粗
さを減じる要因となるが、ごの両要因が互いにその効果を相殺し合っているた
め、地直し処理による明確な傾向を示さなかった結果となったものと考えられ
?，?
2 1 
← 
第2節 地直し処理による木綿ゆかた地の外観特性の変化
2-4 緒言
1-2-2. (2) で述べたように木綿和服地の場合、縮緬地のような絹和服地の場
合の湯のし法による地直し処理とは違って、一般に霧吹きーアイロニング法に
よる地直し処理が施される。この方法では、布目曲がりを正すため、布に交互
に作業者の手によって左右にせん断変形があたえられたり、適度に吸湿された
布にアイロニングを施したりするなどの処理がなされるが、これに伴って布に
はもちろん布構造および外観特性の変化が起こる。ここでは、この地直し処理
により布の外観特性などにあたえる影響について検討した。
2-5 試料および実験方法
2-5-1 試料
試料には、表2-2に示すような諸元をもっ木綿ゆかた地10点を用いた。
2-5-2 実験方法
( 1 )地直し処理
霧吹きーアイロニング法による地直し処理を行ったが、その詳細は1-2-2.(2) 
に述べたとおりである。
(2) 外観特性
1) 布の収縮率、厚さ、目付および密度
布の収縮率、厚さ、目付およ Table 2-2 Details of samples 
ぴ密度の測定は、 2-2-2. (2)の
とおりであるが、本節では木綿
織布を用いているので、布の厚
さは 240g/cm2 荷重時の厚さで
表した。
2) 布の糊の付着量
アミラーゼ処理による糊の除
去 11 )を行い、試料のこの処理
前後の重量の変化から算出した。
3) 布の斜行度および弧形度
Sampl. Thickne個 Denslηt日y・(mm) {nlc 
w 32.0 
A 0.280 
F 25.6 
w 31.7 
B 0.272 
F 25.8 
w 31.9 
C 0.287 
F 25.4 
W 32.0 
D 0.287 
ド 25.9 
w 32.2 
E 0.284 
F 25.6 
w 32.2 
F 0.264 
F 24.8 
G 0.282 
w 
F 
32.0 
25.4 
W 32.0 
H 0.277 
F 25.7 
W 25.9 
0.336 
F 26.3 
W 31.7 
0.283 
F 24.9 
• W . Warp dlrecllon， F: Fllhni dlrection 
2 2 
Welzh') t Counl. 
(21m (S) 
W 39.3 
100.74 
F 30.8 
w 43. 1 
96.70 
F 30.Q 
W 41.5 
101. 71 
F 28.6 
100 0‘ ‘0.5 29.5 
w 40.6 
106.25 
F 28.4 
w 39.5 
106.40 
F 27.9 
w 39.5 
102.48 
F 28.5 
w 0.9 
99.44 
F 30.7 
w 31.6 
109∞ 
F 26.8 
W 40.2 
100.23 
F 27.6 
SUck 
past~ 
PVA 
PVA 
PVA 
PVA 
PVA 
PVA 
Starch 
PVA 
PVA 
Slarch 
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T 
司
およびタテ糸を付して、ヨコ糸曲がり(ヨ
コ糸の斜行度、ヨコ糸の弧形度)、タテ糸曲がり(タテ糸の斜行度、タテ糸の
D 
2-2-2. (2) .5)に述べたとおりである。
なお、もともと斜行度および弧形度とは
一般に布地を構成するヨコ糸曲がりの程度
を表す表現であるが、本節の場合、つぎの
4)で述べる布のタテ糸方向の布目曲がりが
無視し得ないので、とれを区別してそれぞ
れ布目曲がり(斜行度、弧形度)にヨコ糸
1 
Warp 
direcli叩
E F 
枠一:-'1・z
F i g.2 -13 Model scheme of curved 
warp in cloths 
弧形度)と表現し区別した(このような布のタテ糸曲がりのうちタテ糸の斜行
度は、 2-2-2.(2) .6)で述べた「ワープ曲がり」と同義である)。
4) 布のタテ糸曲がり
図2-13は、布のタテ糸曲がりのモデル図を示している。本図に示す諸量の測
定から、 3)のヨコ糸曲がりの場合に習って、次式のようにタテ糸の斜行度およ
びタテ糸の弧形度を算出した。
タテ糸の斜行度(%) =e/L x100 
タテ糸の弧形度(%) =d/L x100 
ここに、 L :反物のタテ糸方向に沿うある長さ(mm) であるが、ごとでは L= 
200mmとした。 e:タテ糸の斜行距離 (mm)、d=タテ糸の弧形距離 (mm)。
5) 布の光沢度
2-2-2. (2).7)に述べたとおりである。
6) 布の表面特性
2-2-2. (2).8)に述べたとおりである。
なお、本節では図2-14を除いて未処
理布の特性値に対する処理布のそれの
‘ 
E 
， 
4 . 
増減率表現を用いているが、この増減
率はそれぞれの特性値の記号にムを付
して表した。
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2-6 実験結果および考察
2-6-1 布寸法、厚さ、目付、密度およ
び布の糊の付着量
図2-14は、各試料の地直し処理によ
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Fig.2-14 Variations in the shrinkage of 
c10ths due to shrinking 
o : Warp direction，・:Filling directioD 
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Increasing rate of the thickness T and 
the weight W of c10ths due to shrinking 
ほとんどんどの試料は布のタテ糸方向にもヨコ
Fig.2-16 Fig:2・17 Increasing rate in quantity Sp of the 
stick paste of c10ths due to shrinking 
る布の収縮率を示しているが、
1-2-2. (2)で述べた地直し処理ごれは、糸方向にも収縮しているようである。
つまり霧吹きーアイロニング法による布の吸湿によるものであるが、の方法、
目付および密度地直し処理により布の厚さ、本図のような布の収縮によって、
はともに増大するものと考えられる。
a さら各試料の地直し処理による密度の変化を Aで表示している。図2-15は、
同じく各試料の地直し処理による布の厚さおよびは、および (b)に図2-16(a) 
さき布の厚さのみは地直し処理によって薄くなり、布の目付の変化を示すが、
地直し処理の霧吹き後の乾熱アイロン仕上げのこのごとは、の予想に反する。
アイロンによって布が上から相当強く加圧されたためであると考えられ
布の糊の付着量を地直し処理前に対する後のムで表示したもので図2-17は、
際に、
る。
若干脱糊されたこは減少し、地直し処理によって糊の付着本図から、ある。
とがわかる。
布目曲がり2-6-2 
布に湿潤下で外力を作用させ布目を正すことであるか
4 2 
布の地直し処理とは、
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Fig.2-18 Variations in bias五llihg，bow， bias warp and bow of filling of cloths due 
to shrinking 
o : Before shrinking， 
まず布目曲がりという面から地直し処理効果を検討することが必要になる。
• : After shrinking 
ら、
各試料の地直し処理布および未処理は、および (a' )、 (b' ) 図2-18(a)、(b)
弧形度を示してい弧形度および同じくタテ糸の斜行度、布のヨコ糸の斜行度、
-は処理布のそれを表している。0は未処理布の布目曲がりであり、図中、る。
弧形度は地直し処理によって相当布のヨコ糸の斜行度、から、(a)、(b)本図、
またこれに対し、最終的にはいずれも 0.25%以下に収まっている。大きく減じ、
弧形度は地直し処理により布のタテ糸の斜行度、によれば、本図 (a' )、 (b' ) 
若干増大をみているととがわかる。絹縮緬地の湯のし処理を施した際のワープ
2-3-3のようにほとんど地直しつまり本章でいうタテ糸の斜行度は、曲がり、
木綿ゆかた地に霧吹きーアイロニン処理によりその変化はみられなかったが、
弧形度とも変化し、布のタテ糸の斜行度、グ法による地直し処理を施した場合、
布のヨコ糸のそれらとは逆に大きくなる。
本つまり、一応つぎのように考えられる。図2-18にみられる上述の傾向は、
弧形度で表現されるヨコ糸曲がりは相未処理布ではヨコ糸の斜行度、図から、
布構成糸はヨコ糸方向にのみ結局、当大きいがタテ糸曲がりは極めて小さく、
タテ糸曲がこのような布に施される地直し処理は、乱れをもつことがわかる。
ヨコ糸曲りはそのままでヨコ糸曲がりの矯正のみが行えれば効果的であるが、
若干タテ糸の曲がりを正すために布に湿潤下で加えられる外力の作用により、
布の地直し処理とがりに影響が及んでしまうものと考えられる。換言すれば、
?
?2 
園面ーー~.
牲にして布の大きなヨコ糸曲がりを0.25%以下布のタテ糸曲がりを多少は、
に収めるような処理であるともいえる。
布のヨコ糸曲がりを正す際にみられるタテ糸曲がりの乱れは、このように、
また地地直し処理の際の布の脱糊のため布構成糸は動き易くなっているとと、
ヨタテ糸、直し処理の過程で布に繰り返しせん断変形があたえられたために、
の2つの要因が原因で特に起こり易コ糸の交差角を変え易くなっていること
くなっているものと考えられる。
布の表面特性2-6-3 
1-2-2. (1) 木綿ゆかた地に霧吹きーアイロニング法の地直し処理を施す場合、
絹和服地のそれのように地直し処理に先立ってあらかじのように、および (2)
布に糊をもったまま霧吹きを行いその後に布め掻り洗いによる脱糊を行わず、
ζの際に糊の布からの一部剥に左右方向に交互にせん断変形が繰り返される。
その状態でアイロニングが施されるがこれは布表面落などが起こるいっぽう、
乙のよをスムーズにする働きをする。
(a) 
40 布表面を荒らす要因この場合、うに、
1:>. 
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島
ι 
h 
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????
?
と布表面を平滑にする要因が同じプロ
セスで働くごとになるので、地直し処
-40 理により布表面が如何に変化するのか
は特に興味のあるところである。 ???
80 は、布の(a)、(b)および(c) 図2-19
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表面摩擦係数の平表面摩擦係数MIU、
均偏差MMDおよび表面粗さ SMDの地直
。し処理による増減を示している。本図
-40 布表面地直し処理により、から、(c) 
のSMDはほとんど変化をみないものも
国(c) 
40 
、. 
L. 概して若干増加している。あるが、
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霧吹き一アイロニング法の地直れは、
し処理による布表面の糊の剥落および
-40 布の糸密度の増大などに起因するもの
1 ド区() C H A の増大きなSMDまた、と考えられる。
Samplc 
F i g.2 -19 lncreasing rate of coe伍cientof 
friction MIU， its mean deviation 
MMD and surface roughness SMD 
of cloths due to shrinking 
地直し処理による加を伴わないのは、
布の糸密度の増大に原因する布厚の増
6 
加を押え込むほど強く糊のおj落した布
2 
• 
布表面がある程度スムーズに保たれると表面をアイロンでプレスするために、
また、試料BのSMDは地直し処理によって逆に小とによるものと考えられる。
ごれはごの試料が地直し処理によって脱糊せず糊の剥落をみないさくなるが、
との傾アイロンによって布表面が強く加圧されることから理解される。まま、
同じく地直し処理によって脱糊をみない試料CおよびGなどにおいても向は、
同様である。
から地直しの処理布と未処理布とではMIUの変化をほとん図2-19(a) また、
霧吹きーアイロこれはさきにも述べたように、どみていないことがわかるが、
ニング法の地直し処理による脱糊もそれほど大きくはなく、布の表面は地直し
また、糊の剥落後に行うア処理前後で変わらず同じく糊で覆われているとと、
の 2つが考えイロニングによって布のSMDはある程度小さくなっていること
布表面の摩擦係数のバラツキの大きさの地直し処理によは、同図 (b)られる。
試料によっては地直し処理により布表面のMMDの大きる増減を表しているが、
とりわけ試料AおよびEさに布の部位による違いが生じていることがわかる。
Aおよび Eともにいずれも地直し処理による脱糊はこの傾向が顕著であるが、
かつまた同処理による布の糸密度の割り合い大きい増大なが比較的大きく、
また、布の糸密も多く、布表面の糊の剥落の部位もそのどをみているので、
度の増大によって布表面の糊に不規則な小じわの発生をみているものと考えら
地直し処理後の布の表面は比較的むら状に荒れているものと推れることから、
測される。
(a) 布の光沢2-6-4 
& 
20 
A 
ι 
???
?
布の正反は、および (b)図2-20(a) 。の射光沢度csおよび拡散光沢度Dn
これら地直し処理による増減を示す。 -20 
はともに地および DnGs の図から、
(b) 直し処理による増減はほとんどみられ
20 絹縮緬地に湯のし法による地直しず、
企
A & A 
? ?
???
-20 
以上のような地直し処理による布の
J 
Sample 
Fig.2・20 Increasing rate of regular reflection 
G， and diffuse reflection Dn of c10ths 
due to shrinking 
A 
ι 
O 
A 
処理を施した際にみられたような光沢
の増加は認められない。
H G F E D C B A 
主として2-6-3
7 
で述べたような同処理による布の表面
地
2 
すなわち、特性の変化が関係する。
光沢についての傾向は、
直し処理により、① 布表面の糊が剥落する ② その後のアイロニングの際
に布表面は相当強くプレスされ、布表面はある程度スムーズに保たれる ③ 
①のような布表面の糊の剥落はそれほど多量なものではなく、剥落後も布表面
は地直し処理前と同様に糊で覆われている ④ 布の糸密度は増大する また、
主観的な視覚判断では、⑤ 布表面の識維の配列が若干乱れていること など
の変化が布表面に起こっているものと考えられるが、このうち①および⑤は布
の光沢を減少させ、②および④はそれを増大させる。さきのように、地直し処
理によって布の光沢はほとんど差が認められないのは、①および⑤と②および
④の効果がバランスしているからであろうが、③の効果が布の光沢を変化させ
ない大きな要因のひとつになっているものと考えられる。
2-7 結言
第 1節では、絹和服地のうちの縮緬地を対象に布の外観特性にあたえる地直
し処理の効果という観点から検討し、ウぎの結果を得た。
一連の地直し処理効果は大別して、① 糊の付着によって、比較的かたく厚
みを感じさせる一次風合いをもっ布から、振り洗いによって糊を落とし布が収
縮する過程と、乙れに続いて、② 蒸気で蒸しながら布をタテ糸方向に伸長さ
せ、潜在していた布のひずみ、ならびに布構成糸の斜行および弧形を正す の
2つに分けられる。
これに伴い、上の処理工程の②により布の厚さ、目付および密度はそれぞれ
小さくなり、また、同じく①により布を構成する繊維表面の平滑化および脱糊
によって、布の光沢を増大させることになる。また、地直し処理による布の脱
糊および布を構成する繊維表面の平滑化によって、布の表面摩擦係数MIUおよ
び表面摩擦係数の平均偏差MMDは、ともに若干減少する。しかし、この処理に
よる布の表面粗さ SMDの変化については明確な傾向を示さない。
以上のことは、すべて専門家の熟締された技術に負うことになるが、これら
を満足させ得ることが湯のしによる地直し処理といえる。
第 2節では、絹織布の地直し処理の場合に施される湯のし法とは異なる木綿
ゆかた地に施される霧吹きーアイロニング法による地直し処理が、布の外観特
性にあたえる影響について検討し、つぎの結果を得た。
地直し処理による布の収縮によって、布の厚さ、目付および密度はともに増
大する。
布のヨコ糸の斜行度、弧形度は相当大きく減じ、最終的にはいずれも0.25%
2 8 
• 
J 
同
以下に収まるようであるが、若干布のタテ糸の斜行度、弧形度は大きくなる。
地直し処理時の布からの糊の局部的な剥落および糸密度の増大などが原因で、
表面粗さは概して若干増加するようであるが、また、との布からの脱糊もそれ
ほど大きいものでないため地直し処理前後で布の表面は糊で同じく覆われてい
るので、表面摩擦係数の変化はほとんど認められない。また、布表面の摩擦係
数のバラツキは大きくなる。つまり、地直し処理により布表面は比較的むら状
に荒れているものと考えられる。
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第l節地直し処理による縮緬の力学的特性の変化
3-1 緒言
従来から、布の地直し処理効果は、とりわけ和服の型くずれおよびしわの発
• 
生などを防止し、布の針通しを容易にするといわれている 1)--4)。また、 1-2-
2. (1)のように絹織布は、地直し処理により一次風合いから二次風合いをもっ
布に変わるが、とのことはとの布の力学的特性に明らかに変化が生じているこ
とでもある。これらのごとを明らかにするためには、この処理の布の基本的力
学特性にあたえる影響をまず把握しておく必要がある。ごとでは、布の基本的
力学量として布のせん断、曲げ、圧縮および引張りの各特性を取り上げ、縮緬
のこれらの特性にあたえる地直し処理の影響を検討した。
試料および実験方法
3-2-1 試料
2-2-1の共試試料と同様である。
実験方法
3-2 
(1) 地直し処理
湯のしによる地直し処理は、 2-2-2.(1) と同様に行った。
Table 3・1 Marks and their details of mechanical properties 
恥:fark Detail Unit Note 
Shear本
?
?
?
??
?
???
Shear stiffness 
Hysteresis at o =0.5 degree 
Hysteresis at o =5 degree 
gj(cm・degree)Pre-temion: 10 g/cm 
g/cm l.1aximum shear angle: :t 80 
g/cm Shear rate: 0.50/sec 
Bending" 
B 
2HB 
Bending rigidity 
Hysteresis of bending moment 
g. cm2/cm 
g.cm/cm 
Maximum curvaturc:土2.5cm-1 
Rate of"bending dcformation: 0.5 cm-1/sec 
Compression" 
?
?
?
?
% 
g・cm/cm2
% 
gj(cm・%)
g・cm/cm2 Tensile strain rale: 40 mm/min 
% Maximum tensile slrain 15 % 
.. measured with TENSILON UTM・n(Toyo Baldwin). 
Compressibil i ty
Compressive energy 
Resilience (compressio吋
Maximum compression load: 50 g/cm2 
Comprcssion plate: circle of 2 cm2 
Compression rale: 0.02 mm/sec 
?
?
?
??
? ? ?
? ??
??
?
?
? ?
?
?
????
?
???
?
?
??
?
?
??
?????
，?
?
?????
??
??
?
? ?? ?，??
?
?
??? ??、?
，?
?
?
3 0 
力学的特性(2) 
(加藤鉄工システムは、 KES-FB曲げおよび圧縮の各特性 5)、 6) 布のせん断、
一テンシロンUTM布の引張り特性の測定には、また、を用いて測定した。製)
? ?? ? ?
本実験で問題にした各特性項目、E型(東洋ボールドウィン製)を用いた。
表中の引張り特性の Eなお、に示すとおりである。号およびその内容は表3-1
引張り・荷重一伸長曲線の原点の立ち上がり部分の勾配として求めたものは、
である 7)。
?
の試料を、x 200mm 200mm 曲げおよび圧縮特性測定用には、布のせん断、
布のタテ糸方向、長さ 60mmの試料を用いたが、た引張り特性測定には幅20mm、
せん断なお、した。それぞれ試料を準ヨコ糸方向の特性が得られるように、
および引張り特性測定時のつかみ間隔は 50mmおよび40mmである。
実験結果および考察3-3 
布のせん断変形特性3-3-1 
各試料の地直し処理前後におけるせん断剛性G、は、図3-1(a)、(b)および (c)
および同じく 2HG5(せん断角0.5。(せん断角せん断ヒステリシス 2HG
-は処理後の測定値である。また、0は地直し処理前、図中、を示している。
(Shear) 
• 。
(c) 
o : Before shrinking ・:After shrinking 
1.6 
• 1.2 。
0 
• 
。。
(b) (a) 
0.8 8 
??
???
??
Warp 
8 
8 。
e 
• 。e 。。Q 。8 
g 
~ 0.4 
.;;:1 I 0 
0 
。
8 0 
• 
• 。
??
?
???
。
Filling 
0.8 
。Q 0.4 
F E D C 臼A F E 
a 
D A 
。
F 
0 
• 
E 
Q 
D 
。
C B 
。。
。
A 
Sample 
Fig. 3 -1 Comparisons of shear stiffness G， hysteresis 2HG and hysteresi.s 2HG5 of 
cloths between before and after shrink.ing 
3 
-・ー 一ー
????
ム :Warp clirectio1¥ 
. : Fdlil1g clirection 
(Shear) 
60 
(c) 
企
h 
(a) 
40 
a 
a‘ 
色
A 
4‘ ???
?
??
??
d‘ 
d‘ 
。
b 
4 
4‘ 
4‘ 
ι 
???
???
‘ 
ι 
色
ま
4‘ 
h 
a‘ 
20 
。
? ?
??
A 
4‘ 
F 
前図の
F ig. 3 -2 Increasing rate of shear stiffness G， hysteresis 2HG and hystere，is 2HG5 
of c10ths due to shrinking 
前章たとえば図2-12などと同様、
4‘ 
-20 
E D C 13 A F 
は、図3-2(a)、(b)および(c) さらに、
E 
Sample 
D C B A F E D C B A 
-40 
関係を地直し処理前に対する地直し処理後の特性値の増減率(特性値の記号に
企は図中ムは布のタテ糸方向の特性を、として表している。Aを付して表現)
概して地直し処理によって Gから、ヨコ糸方向のそれを示している。本図 (a)
タテ糸方さらに詳細にみれば、ヨコ糸方向ともに増大するが、はタテ糸方向、
から、および(c) 同図 (b)向の Gの増大がヨコ糸方向のそれよりも若干大きい。
ヨコ地直し処理によって布の2HGおよび2HG5はいずれも Gと同様タテ糸方向、
とれも Gと同様若干タテ糸方向にその傾向は顕著で糸方向ともに増大するが、
あることがわかる。
地直し処理まず、①つぎの 3つの要因が考えられる。これらのことには、
ヨコ糸とも自由布を構成するタテ糸、の際の振り洗いによる布の脱糊のため、
地直し処理のうち湯のし工程において2-3-2のように、② に動き易くなる
布はタテ糸方向、熱ドラム上で湿潤状態の布が張力下で熱固定を受ける結果、
ヨコ糸方向ともに糸密度が減布のタテ糸、ヨコ糸方向に若干伸長されるので、
タテ糸、熱ドラム上における湿潤布の張力下での熱固定により、③ 少する ??
?①おであるが、ヨコ糸の交錯点における両糸の接触面積と交差圧が増大する
③は布の Gを増大させる要因であるよぴ②は布のGを減少させる要因であり、
③の効果が①おのような結果が得られるのは、といえる。結局実験的に図3-2
そのなかで2-3-1のように、よぴ②のそれを上回っているごとを意味している。
地直し処理による布の伸長はヨコ糸方向よりもタテ糸方向が大きいために、布
それだけの単位長当りのヨコ糸本数がタテ糸のそれを上回って減少するので、
2 3 
4 
ι 
A 
A 
F 
企
E 
品
D 
A 
C B 
(b) 
??
? ?
? ?
-40 
.0. 
F A B 
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∞ 
41A 
-20 
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Sample 
lncreasing rate of bending rigidity B and 
moment hysteresis 2HB of cloths due to 
shrinking 
ヨコ糸方向の Gの減少よりタテ糸方向の Gのそれが大きく表れるものと考えら
ヒの試料が地直し処理によりせん断特性のうち剛性G、一越(D) 
れる。
.， 、.， ・司，三
ι-<- ¥.:、
ステリシス 2HGおよび2HG5のいずれも減少し、全体的傾向から著しく外れてい
2-3-1のように地直し処理によりこの試料は、ることについて考察しておく。
この布の場合、地直つまり、きめ細かいシボを発現させる 8)。著しく収縮し、
し処理の最終のスチーム・セットの段階で布を伸ばし切らず若干の収縮を残す
これに伴う布地を構成するタテ糸とヨコ糸の交錯点における糸ことになるが、
ヒステリシスをさきに述べた③の効果を減じるごとになり、間間隙の増大が、
このごとが同じくさきの①および②の効また、減少させることになっている。
果とあいまって Gも減少させるごとになるものと考えられる。
以上のように、地直し処理前の布に対する処理後の特性値の変化を見る場合、
の増減率表現がわかり易い図3-1のような測定値そのものの表示よりも図3-2
ので、以下ではとの増減率表現を用いるごとにする。
布の曲げ変形特性3-3-2 
曲げヒステリシス2HBをそれぞれ布の曲げ剛性B、は、図3-3(a)および (b)
t:. 2 HBで表してみた。本図3-3(a)から、地直し処理によって Bは減少すt:.B、
可
2HBが減少し弾性に富んでくることを示している。は、
???
ることがわかるが、
Fig.3-3 
さきの3-3-1でみてきたように、ごの地直し処理による Bの減少については、
地直し処理の際になされる振り洗いによる布の脱糊のために、容易に曲げ変形
および地直し処理後の布はタテ糸方向にもを受け易い状態になっていること、
曲げに対する抵抗はそれだけヨコ糸方向にも糸密度の減少をみているために、
3 3 
減っていることなどが考えられる。
(Compression) 
(a) 
話ぞ 。
品
A 4 
.0 
， (b) 4 。
' .0 A 
( (c) 旨ぞ 品 A A 
( 。
話ぞ .0 ι t込 LEJ  
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E司υ国ー20ト
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Sample 
Fig.3-4 lncreasing rate of compressibility EMC， 
compressive energy WC and resilience RC 
of cIoths due to shrinking 
また、同じく 2HBの減少については、つぎのように考えられる。地直し処理
前の布の場合、布を構成する糸および繊維はそれぞれ互いに布のもつ糊のため
動きを封じられ、布の曲げ変形に際し自由に位置をずらすととが妨げられるの
で、その分大きな変形を受けるごとが余儀なくされるが、脱糊された布では布
を構成する糸および繊維は布の曲げ変形に際し、比較的自由に動き得るが故に、
実際に受ける変形はそれだけ小さくなるととが考えられる。そのために、地直
し処理によって脱糊された布の場合、曲げからの回復に際して布を構成する糸
および繊維は大きい回復性を示し、未回復量は少なくなるといえる。とのよう
な現象が起こっていることが、地直し処理後の布の2HBが小さくなるととの原
因となっている。
3-3-3 布の圧縮特性
図3-4(a)、 (b) および (c) は、圧縮率EMC、圧縮仕事量WCおよび圧縮レジリ
エンスRCをそれぞれAで表している。本図 (a) および (b) から、地直し処理に
よってEMCおよびWCともにその値を減ずるが、とれは地直し処理に際してタテ
糸、ヨコ糸両方向に布は伸長され固定されるので、布の糸密度を減じるととも
に、布を構成するタテ糸とヨコ糸の交錯点における糸間間隙ならびにとれら両
糸の繊維間間隙が減少するごとになるが、結局、後者によって布のEMCは減じ、
前者および地直し処理による布からの脱糊に起因する布構成糸の圧縮変形(布
構成糸の楕円化)のされ易さなどにより、 WCを減じるものと考えられる。
また、との図3-4(c)からは地直し処理によって若干布のRCは少なくなってい
るのをみれば、布の回復性も損うことになっているといえるが、 ζれはすでに
述べた地直し処理によってWCを減じるとしたと同様に、この地直し処理による
3 4 
• 
• 
• 
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F i g.3 -6 Comparison of the cross sections of 
c10ths (sample C) perpendicular to 
filling direction between before and 
after shrinking 
回復に寄与する糸本数が減ヨコ糸両方向の密度の減少によって、
Sample 
Fig.3-5 Increasing rate of tensile ener罰'Eof 
cloths due to shrinking 
布のタテ糸、
少したごとによると考えられる。
布の引張り特性3-3-4 
ヨコ糸方向別のヤング率EをAで示して各試料布のタテ糸方向、は、図3-5
ヨコ糸方向とも E概してタテ糸方向、地直し処理によって、本図から、いる。
しかもタテ糸方向の Eの増加がヨコ糸方向のものより大きいとは大きくなり、
とがわかる。
つぎの 2つに大別される。布が引張り力を受けた際の布構造の変化の過程は、
および布を構成するタテ糸とヨコ糸の交錯点における糸間間隙、① つまり、
①の空隙がなく② 糸を構成する繊維間間隙などの空隙を減少していく過程
とれらの相互摩ヨコ糸および糸を構成する繊維相互が接触し、タテ糸、なり、
もちろん、である。繊維そのものが伸長を受ける過程擦力が働くと同時に糸、
②の過程の変形は①による変形をあたえるよりも大きな引張り力を必要とする。
写真に顕微試料Cの布をタテ糸方向に平行に裁断した際の、には、図3-6
による地直し処理前後の横断面を示している。地直し処理前の布の横断面 (a)
は明らかに糸相互間の空隙つまり糸のパルキネスを処理後のそれ (b)対して、
さらに糸そのものが圧縮変形(布構成糸の楕円化)を受けている状態が減じ、
認められる。
布は地直し処理によって最終的にはタで述べたように、すでにさきの3-3-1
地直テ糸方向にもヨコ糸方向にも伸長を受りその状態で固定されているので、
引張り力による布の変形はただち①の空隙がなくなり、
5 3 
し処理後の布の場合、
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概して Eは図3-5のように大となる。
E 
2-3-1 
D C B 
また、
A 
Fig.3・8
Elongation (%) 
Fig.3-7 Comparison of load-elongation印 rvcs o[ 
warp yarn composed of thc cloths (samplc 
C) bctween bcfore and aftcr shrinking 
に②に入るものと考えられ、
のように地直し処理の際に受ける布の伸長はタテ糸方向のほうがヨコ糸方向の
ζの場合でとの傾向はタテ糸方向に顕著に表れる。それよりも大きいために、
• 布の Eを地直し処理による布の脱糊および布の密度の低下による効果は、も、
このような布の引張りの際における①の過程を飛ぴ低下させるごとになるが、
ごの効果を相当ただちに②の過程に入るごとによる布の Eの増大が、越して、
地直し処理前後の同じ布を構成ちなみに、に上回っているものと考えられる。
糸の場合でも明らかに地直に示すが、する糸の荷重一伸長曲線の一例を図3-7
???
? ，し処理後のほうが地直し処理前の荷重一伸長曲線の立ち上がりより大きく、
つまり糸を構成する繊維間間隙が減少する過程さきの①、直し処理によって、
糸の伸長に際しごれの構成繊維そのものが伸長を受ける②の過程がなくなり、
これに加えてさらに図3-布の場合には、にただちに入るごとを示唆している。
糸に6 (b)のように地直し処理後の布を構成する糸相互間の空隙は減少するが、
この分きらに大きな Eの増大をみるものと考えられる。おける Eの増大よりも、
地直し処理後の Eは地直し処理前のそれに比して Eが大きくなっごのように、
回復仕事量ともに増大するととが予想さ当然引張り仕事量、ているごとから、
れる。
と布に 15%引張りをあたえた際の引張り仕事量ALは、図3-8(a)および (b)
から明本図 (a)の増減を求めた結果であるが、同じく引張りレジリエンス RE
の増減をみれば弾性はそれほど増したと
6 
のRE
3 
???
は増加するが、
はいえない。
らかに AL
第2節 地直し処理による木綿ゆかた地の力学的特性の変化
3-4 緒言
本節では、和服地としての木綿ゆかた地を取り上げ、ごれに一般に良く使わ
れる霧吹きーアイロニング法の地直し処理を施した際に期待される効果のうち、
布の基本的力学特性にあたえる影響について検討した。
3-5 試料および実験方法
3-5-1 試料
試料は、 2-5-1で用いた木綿ゆかた地10点を用いた。
3-5-2 実験方法
(1) 地直し処理
霧吹きーアイロニング法による地直し処理は、 1-2-2.(2) に述べたとおりで
ある。
(2 ) 力学的特性
3-2-2. (2) に述べたとおりである。
3-6 実験結果および考察
3-6-1 布のせん断変形特性
図3-9は、各試料の地直し処理前後のせん断剛性Gの増減を示している。本
図から、 Gは地直し処理により概して減少していることがわかる。とれはおそ
らく、未処理布の場合、布の着糊が原因でせん断変形に際してタテ糸、ヨコ糸
の交差点で両糸の位置を自由にずらすこ
40 とが妨げられているために、布がせん断
変形を起こしにくくなっているのに対し
て、処理布では、① さきの図2-17にみ
られるように、地直し処理により若干脱
糊されているため、また、② 地直し処
理の過程で布に繰り返しせん断変形があ
たえられたために、タテ糸、ヨコ糸の交
差角を変え易くなったこと などが関係
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Sample 
F i g.3 -9 Increasing rate of shear sriffness G 
of cloths due to shrinkin'g 
3 1 
， 
②の効果が図2-15でみてきたような地直し処理ごの①、しているであろうが、
また、による糸密度の増大による Gの増大効果を上回ったためと考えられる。
およO. 5。(せん断角せん断ヒステリシス2HGには、および (b)図3-10(a) 
処理後の地直し処理による増減を示している。5。ぴ同じく 2HG5(せん断角
つま処理前の布に比してヒステリシスが相当減少しているといえる。の布は、
弾性的になっ布はせん断変形からの回復性が増大し、地直し処理により、り、
さきの Gの考察でみてきたように地直し処理によっこれは、たと考えられる。
せん断変形からの回復を妨げられていた着糊に起因する要因がなくな① て、
布の脱糊により布のせん断② せん断変形を起ごし易くなっていること、り、
密度の増大によって回③ および、変形からの回復もし易くなっているとと、
の3つに起因すると考えられる。復に参与する糸本数が増加していること
(a) 布の曲げ変形特性3-6-2 
200 地直し処理による曲げは、図3-11(a)
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160 本図剛性 Bの変化を Aで表現している。
120 
!a) 
RO 
4‘ 
40 
? ?
? ?
h 
40 
A 
ι 
。
. 4‘A 4‘ 4‘ 
ι 
1> ι 
次
tコヱヨ-40
1> 
1> ι 4‘a‘ Il 
ι 
1> 1> 
A 一日O 色
A -~O 
A 
(b) (b) 
120 40 
4‘ 
ι 
d‘ 
a‘ 
4‘ 
80 
40 
4‘ 4‘ 
4‘ 
? ? ? ?
??
ι 
ι 
ι t与
ι 
ι 
ι 
。~ 
.." 
0 
Z 
3-40 
ι 
Z与。-80 
A 色ι 
A 
a‘企t与4‘ J H G F E D C B A 
ι 
L 一」
D E 
Sample 
Increasing rate of bending rigidity B 
and hysteresis of bending moment 
2HB of cloths due to shrinking 
A : Filling direction 
J H G F 
ι 
C B 
???????
?
Fig.3-11 
Sample 
Increasing rate of shear hysteres'is 2HG 
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Fig.3-10 
ム:Warp direction， 
8 3 
• 
ヨコ糸方向のそれは逆に増大してい布のタテ糸方向の Bは減少するが、から、
図2-14に示したように地直し処理にごのヨコ糸方向の傾向は、るものが多い。
布はヨコ糸方向よりタテ糸方向に大きく収縮するために、布のヨコ糸よって、
方向の曲げ変形に抵抗するヨコ糸密度の増加の布の Bにあたえる効果が、地直
し処理による脱糊の布の Bにあたえる効果を上回ったことに起因すると考えら
ヨコ糸のそれほど顕地直し処理による布のタテ糸密度の増加は、また、れる。
さきに述べた地直し処理による脱糊の効果が主要因となり、著ではないために、
布のタテ糸方向の Bはいくらか減少したことになると考えられる。
曲げヒステリシス 2HBの地直し処理による増減を示には、図3-11(b) また、
ヨコ糸方向では増加することがわタテ糸方向では概して減少し、しているが、
のように、布のタ本図 (a)の減少には、①この布のタテ糸方向の2HBかる。
地直し処理による布のヨコ糸② テ糸方向の Bは地直し処理により減少する
の2点曲げからの回復に参与するタテ糸数が増加する方向の収縮によって、
から、地直し本図 (a)乙れに対して、①が原因しているものと考えられる。
地直し処理によるヨコ② 処理によって布のヨコ糸方向の Bは増大している
ャ，.
しー曲げ変形からの回復性は増大するが、反面、糸密度の著しい増大によって、
(a) のヨコ糸密度の増大によって布の構
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Sample 
F i g. 3 -12 Increasing rate of compressibility 
EMC， thickness TO and resilience 
RC of cloths due to shrinking 
9 
自由に布の曲げに際して、成糸は、
布のヨわれるの 2つの理由により、
れを考察するには地直し処理により、
ア③ いくらかの脱糊がみられる
3 
の要因を考える必要がある。
地直し処理によには、図3-12(b)
a‘ 
(a) 
自日るO.5g/cm2荷重時の布の厚さTOのAを
各試料開の dTOの変化示しているが、
4‘ ~O のそれと良く一致しの傾向は本図 (a)
4‘ 
A 6 d‘ 
d‘ 
• 
6 TOの変の変化は、処理による布のEMC 4主 主
6 A 
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-~ O r 6 
さきの要因の化そのものともいえる。
-RIl ②おさを増大させ、①は布のうち、
よぴ③は減少させる。②および③は、
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Sample 
F i g.3 -13 Increasing rate of tensile energy E 
and tensile resilience RB of cloths 
due to shrinking 
ム:Warp direction， .A : Filling direction 
J H G 
③の要因がこれの決定因子を構成して
いるものと考えられる。
地直し処理による圧縮レジリエンスRCをAで示したものでには、図3-12(c) 
地直し処理によりそこれは、RCは概して増大の傾向にあるといえる。あるが、
布の変形に際し布を構成する繊維が比較の表面を固めていた糊が一部脱落し、
かっ布の密度が増加しているた互いに位置をずらし易くなり、的自由に滑り、
同じ圧縮力が加わっても布を構成する繊維 1本の受ける力はそれだけ少なめ、
さらに圧縮からの回復に際して圧縮力に反発する糸ひずみも小さく、いので、
本数が増加しているごとによるためと考えられる。
布の引張り特性3-6-4 
地直し処理による布の引張り剛性 Eの増減を表している。本は、図3-13(a)
布のヨコ糸方向の Eは概して地直し処理によって増加する傾向を示し図から、
これは地直し処理による布のタテ糸方向への著しい収縮によって生ているが、
布からの地直し処理による脱糊の布の Eにあたえるじるヨコ糸密度の増大が、
布のタテ糸方向では Eしかし、効果を上回ったことに起因すると考えられる。
これは地直し処理によって図2-15のようにタテは減少の傾向を示しているが、
布からの脱糊の効果のほうがとの密度効果糸密度はヨコ糸密度ほど増大せず、
を上回っているためと考えられる。
これは試料A"""'Dについては布のヨコ糸方向の Eも減少しているが、
。4 
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?地直しつまり、ている ζ とがわかる。
理の仕様など比較的作業者の主観的判
本図 (a)断に左右される要因であるが、
F ε D C B A が増大するものと減少するものとが相
ごの②および
また、
半ばしてみられるのは、
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地直し処理にょっこれらの試料の場合、 。
布にせん断て布目曲がりを除きにくく、
力を作用させる操作を相当回数にわたり
布が手で探み柔げらり返したために、
このれたことによるものと考えられる。
(b) FIilmg dlrection さきの Bの増減を示す図3-11のごとは、
A 80 
A 
4‘ A ‘ 主
40 
品
4‘ a‘ ι ?
?
? ?
品
金
-40 
? ?
???
? ?
? ?
?〈?
試料A"-'Dにも Bの減少として若干認め
られるごとと呼応している。
地直し処理による引張は、図3-13(b)
のAを示している。りレジリエンス RE
は増大本図から概してタテ糸方向の RE
j H G F E 。C 日A はいくらか減ヨコ糸方向の REするが、
Sample 
F i g. 3 -14 Increasing rate of tensile energy 
AL and recovery energy Au of 
cloths due to shrinking 
ム:.1 AL， A: .1Au 
これを考察す
の計算の因子となる引張り
少していることがわかる。
RE るには、
仕事量と引張り回復仕事量の地直し処理
による変化についての検討が必要と思われる。
およびは、地直し処理による布のタテ糸方向の引張り仕事量AL図3-14(a) 
地直し処理により両特性のAを示している。本図から、引張り回復仕事量Au
ζのよりも減少が大きいことがわかる。が Auとりわけ ALとも減少するが‘
地直し処理により布のタテ糸方向の REは増大したものと解釈ごとが原因で、
にみられたような地直し処理による布のの減少は図3-13(a) ごのALできる。
の減少はAu また、タテ糸方向の Eの減少に起因しているものと考えられる。
地直し処理による布のヨコ糸密度の増大によって引き起ごされる布の構成繊維
実際に繊維にかかる引張り変形が増大し回復性が自由に位置をずらしにくく、
タテ糸密度の増大による引張り変形からの回復性にあたえる効を損う効果が、
果を上回ったものと推測することができる。
の増Au ヨコ糸方向の引張り仕事量AL および回復仕には、図3-14(b)
ごの試料A"-'Dを除いて両特性とも増加しているごとがわかる。減を示すが、
もちろん図3-13の布のが地直し処理により増加するごとは、ヨコ糸方向の A L
脱糊による布を構成する繊については、Au ヨコ糸方向の Eの増大によるが、
布収縮によるヨコ糸密度が増え維が位置を自由にずらし易くなっている乙と、
布のるごとによる布変形からの回復を担当する糸本数の増加の 2つの効果が、
‘ 
タテ糸密度の増加によるごれの構成繊維のずれに対する自由度を減少させるご
4 
とに起因する Auを減少させる効果をしのいだと考えられる。
3-7 結言
第 1節では、縮緬を対象に地直し処理の布の力学的特性にあたえる影響を検
討した。その結果、地直し処理による縮緬の力学的特性の変化は、つぎのよう
にまとめられる。
① 布の引張り特性では、ヤング率 Eが相当大となり、引張りかたさがそれ
だけ増大する。また、引張り仕事量AL は、その量を増すが引張りレジリエン
スRE はほとんど変化しない。
② せん断特性では、せん断剛性G、ヒステリシス2HGおよび2HG5ともに大
となり、せん断変形およびそれからの回復のしにくさを表している。
③ 曲げ変形特性では、曲げ剛性 Bおよびヒステリシス2HB ともに減少する。
つまり、曲げ易くなるとともにそれからの回復量も大きくなる。
④ 圧縮特性では、圧縮率EMC、圧縮仕事量WCおよび圧縮レジリエンスRCと
もに小となる。つまり、圧縮しにくく、また若干それからの回復も悪くなると
を表している。
上記の①および②から、地直し処理後の布は布の引張りおよびせん断変形を
起としにくいが、とれは着用時に受ける各種の作用力に対して変形しにくく、
布の寸法はそれだけ安定していることを意味している。また、③から布が曲げ
易く、かつ曲げからの回復が優れていることになるが、ごれは布に「しなやか
さ」をあたえていることを表している。以上のことから、地直し処理は布に着
用時における寸法安定性と「しなやかさ」を賦与し、ひいては型くずれ、しわ
の発生を少なくしているものと考えられる。
第 2節では、木綿ゆかた地に霧吹きーアイロニング法による地直し処理を施
した際に、地直し処理が布の基本的力学特性にあたえる効果を、同処理が布構
造にあたえる変化との関連で検討した。その結果はつぎのようにまとめられる。
① せん断特性では、剛性およびヒステリシスはタテ糸、ヨコ糸方向ともに
減少する。
② 曲げ剛性では、剛性およびヒステリシスはタテ糸方向は減少するが、ヨ
コ糸方向は増大する。
③ 布の圧縮性の変化はみられない。これらは布の厚さの変化に依存してい
るようである。しかし、布のレジリエンスは増大する。
④ 引張り特性では、ヤング率はタテ糸方向では減少するが、ヨコ糸方向で
4 2 
• 
は増大する。レジリエンスはヤング率の変化とは逆になる。
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された和服の着用性能
第1節 地直し処理による縮緬和服の着用性能の変化
4-1 緒言
前 2章では、和服地の地直し処理効果を布の外観特性および力学的特性の両
面から検討したが、との地直し処理効果を述べ切るには、つぎにはどうしても
その布で和服が構成されてごれが実際に着用された際にみられる着用性能から
具体的には検証されなければならない。しかし、概して和服の着用実験につい
ての研究例は数少なく、木野内ら 1)の長着の縫目強度の着用による変化に注目
した報告、笹本 2)の長着の着装歩行時の下腿筋の筋活動を測定したもの、金谷 3) 
による、右上肢側上挙の動作を伴った際の長着の布ずれをそでつけ寸法との関
連で述べたものなどがある程度である。ごれは、おそらく被服の着用実験がそ
の着用条件の設定、実際の着用およびその解析などに多くのむつかしさを残し
ているからであろうと思われる。また、本章のように、着用実験をとおして布
のたとえば地直し処理のような加工が長着を構成する布の着用時の型くずれに
あたえる効果を知ろうとする報告は、ほとんど見当らないようであるが、ごの
ことは、さきの被服の着用実験の困難さに加えて、着用時に受ける長着を構成
する布の変形そのものの把握が煩雑を極めるごとに起因しているものと考えら
れる。
そこで、ごの第 1節では、着用性能として着用によって縮緬和服地に生じる
残留ひずみ(以下、単にひずみと呼ぶ)、つまり、あわせ長着(以下、単に長
着と呼ぶ)の型くずれ(局所的な塑性変形)川、引を取り上げ、布の地直し処
理効果を着用実験をとおして検討した。またさらに、ごの着用実験によって認
められる地直し処理効果を第 3章第 1節で述べたようなとの処理による縮緬地
の物性変化から説明を試みた。
4-2 試料および実験方法
4-2-1 試料
表地には、密度および目付のほぼ段階的に異なる変り無地縮緬B1 、B2 、
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Ta b 1 e 4 -1 Det:lls of samplピS
l¥lark BI B2 FI F2 Okuuri¥** Susomaw:l，hi** Properties 
Fabric Kawari-阻止jiKawari-圃uji Kawari-.uji Kawari-.uji Habutae Kawari-.uji 
??
?????
?
?
?
?
?
?
???
?ゅ「
??
? 、
?
O. 395 
60か2
23. 2 
145.0 
???
?
??
???
。
?
??
? ?
?，?
???
?
?
? ， ?
???
???
??
?
?
?
? ?
??
?
?
? ? ?
0.330 0.301 
56.0 55. 7 
23.0 26.0 
138. 4 125. 3 
O. 304 O. 262 
O. 252 0.243 
0.033 0.033 
0.033 0.036 
14.839 13.358 
1. 772 1. 872 
5.侃8 4.000 
O. 126 
58. 7 
36. 0 
54.4 
0.229 
53.5 
30.0 
97.2 
O. 260 
0.220 
0.018 
0.021 
13.833 
1. 458 
3.219 
Shear sti仔I1ess*G rw 
(g/cm・degree) 1 F
Bending rigidity* B rw 
(g・cm2jcm) lF 
Compressibility El¥1C (%) 
Young's modulus (tensile)事Erw 
(g/cm. %) 1 F
?????『???
?
ゥ???
?
?
????
??
?
?
???
???
? ?
O. 205 
O. 195 
0.012 
O. 020 
15.043 
1. 563 
7.313 
. 、へ1:warp direction， F: filling direction. 準本 Liningcloths・
Fl および Fzの4点を用いた。いずれも
代表的無地縮緬であるが、試料 BはFに比
べて2-3-1のように地直し処理による収縮
が相当に大きく、 Bで地直し処理効果を受
け易いもの、 Fで同処理効果の少ないもの
を代表させている。また、裏地には、各長
着とも通常良く使われる絹 100%の羽二重
???? ?? 。
1.6 。。
?? ??
~ 1.21 。
u) 
• 
0.4 
. 0 • 
• 
。
• o • 
0 . .。
の奥裏、および同じく絹 100%の変り無地
縮緬のすそまわしを用いた。各表地および
裏地の諸元は、表4-1に示すとおりである。
なお、本節では着用実験による地直し処
理効果を検討するが、そのために ζ の処理
前後の布で同一寸法の長着を構成する必要
O 
A B C D E F 
• .J. 
B， B. F1 F. 
Sample 
Fig.4-1 Quantity Sp of the stick paste of after 
shrinking cloths and before shrinking 
cloths 
(a) On the samples used at section 1 in 
previous chapters 2 and 3.and (b) on the 
samples used at present section 
() before shrinking， 4t after shrinking 
がある。との地直し処理は 1-2で述べたよ
うに、縫いに入るすぐ前の段階で施されるのが一般的である。しかし、製造工
程における布の仕上げに際し 1-2-2.(1)のように一次風合いを付加するために
相当多量に着糊された布の場合、そのままでは布がかたすぎて縫製時に針が通
りにくく長着の構成は著しく困難であるので、地直し処理前の布での長着は得
にくい。そごで、本節では試料として糊の付着が 1%以下程度の縫製可能な布
を選んでいる。図4-1には、参考のために第2章第 1節、第 3章第 1節および
本節で用いた各試料の地直し処理前後の着糊量 Spを示している。本図の (a)
のA--Fの 6種の試料は前 2章で用いた一次風合いをもたせた試料についての
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ものであり、 (b) のBl、B2 、Flおよび F2 は本節で用いた試料である。
本節の地直し処理を施していない布が前 2章第 1節のものに比べて相当着糊量
が少ないことがわかる。
4-2-2 実験方法
(1) 地直し処理
2-2-2. (1)と同様、湯のし法による地直し処理を湯のし専門家に依頼して行
った。
(2) 着用実験
4-2-1で述べた 4種類の表地を同一ロットのもの各 2反ずつ準備した。各表
地の 2反のうち 1反には地直し処理を施したが、とれと地直し処理を施してい
ないもうひとつの反物について、同ーす法の長着 2枚を経験約15年の同一の専
門家によってそれぞれ縫い上げ、その表地の地直し処理の有無別の対の長着と
し、とれを着用に供した。そして、との対の長着をそれぞれ同一の着用者に着
用させ、同一の動作を行わしめた際に生じる両長着の各部のひずみに注目し、
その比較から地直し処理効果を検討した。
なお、裏地はそれぞれ各長着とも同ーす法に裁断して用い、長着における裏
地の条件を統ーした。
1) 着装
着用者は、いずれも20'"'-'30歳の健康な普通体型引の和服に着慣れた女性4名
としたが、とれら着用者間の体型のバラツキは、身長正(平均値)= 158. Ocm、
s (標準偏差)= 2.4cm、胸囲y=84. 8cm、s= 2.9cm、腰囲 z=88. 5cm、s
= O. 5 cmである。
着装は、第 7頚椎点より 2.0cm下に長着のでき上がり背縫い上端を合わせて
着装させる岡 7)の方法に基づき、外出着としての着付け 8)を行った。各長着着
用時ともそれぞれの長着の着装誤差をできるだけ少なくするため、長着の頚寓
点における左右衿山の打ち合わせ、両脇でとる襲の位置、すそ線の位置、腰紐
および帯の合わせ目には合い印を付けた。なお、着装はすべて経験約15年の専
門家(着つけコンサルタント)
2) 着用者の行動様式
図4-2は、本節で採用した
長着着用の際における着用者
の行動様式を示している。本
図のような歩行、正座および
1名が担当した。
(Onc cyclc for wearing) 
Wall<ing 
(35min) 
This c}'clc was rcpcatcd conlinuously four limcs a day in lhc ¥"caring tcst. 
Fig.4-2 Patterns ofwearer's action in the wearing tロt
4 6 
• 
階段昇降を取り入れたサイクルを 1
日4回繰り返し、ごれを 11日間継続
着用した。
ごのような行動様式と時間の設定
を取り入れたのは、和服を着用した
20歳代の若干名の女性の日常行動を
追跡調査した結果に基づいているが、
ごれに関しては本節で採用するのと
時間配分は異なるが、との行動様式
はすでに木野内ら I)の報告にもみら
れる。
3) 着用により生じる長着各部(
瞥部、ひざ、すそ、肩および
そで)のひずみの計測
')0 
炉4
5011田|田 IIJOO
Left front 
¥ 
田
50 
50 
ト~
(mm) 
ぷ士て)..
ト4
.;0 
130 
止|庄田
4 ト
50 30 
Left back 
F i g.4 -3 Poin ts for measuring the strain of rhe cloths 
of Kimono in wearing 
Thick lines are出epoints to measure bias filling 
and bow of the cloths. 
Strain (克)= (X，-Xo)/Xo x 100 
Xo: pre-wearing length of the measure marked on 
出eclo山内 X，:after-wearing length of the measure 
marked on the cloths 
図4-3は、着用により長着を構成する布に生 じるひずみの計測点を示してい
る。本図のように、しつけ糸によって加印された各計測点における各マス目(
1辺50mmの正方形)のタテ、ヨコおよび左右のバイアス方向の布のひずみを 1
日の着用実験前後で各部ごとにすべて計測し、それぞれの平均値を求め、その
部位の方向別の布のひずみとした。なお、バイアス方向については、左右バイ
アスの平均値をもってひずみを表現した。
また、長着を構成する布のひずみの計測は、 ① 衣服の型くずれは着用状態
で確認されるものである ② 本節で供試する縮緬は外力の作用により容易に
変形する という 2点を考慮し、脱衣せず着用状態のまま立位正常姿勢で計測
を行った 9)。しかしこの場合、下前の身ごろは上前の身ごろに隠れているので
長着のひざ部におけるこの部分の計測は、左前身ごろおよび左前おくみに限定
して行っている。
なお、着用状態では長着を構成する布は曲面を形成するので、布の変形量の
計測には曲面状の測定対象物に沿って自由に計測可能なマルチン式人体計測用
のスチールメジャーを用いている。
4) 着用により生じる長着の布目曲がりの計測
布の斜行度および弧形度の測定は、脱衣された長着について 2-2-2.(2) . 5)
に従った。この測定はさきの図4-3の太線の箇所で行っている。
5) 長着の型くずれの写真撮影
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着用による長着の型くずれを視覚的に捉えるために、毎日の着用実験前後の
着用の状態を立位正常姿勢の前後左右からそれぞれ写真に収めた。
(3) 物性の計測
布のせん断、 曲げ、 圧縮および引張りの諸物性の計測は 3-2-2. (2)のとおり
である。
本節での実験はすべて標準状態の環境下で行ったが、 この環境を保つ実験室
内に着用実験用の階段を設置するなど、着用実験もすべて終始同一の環境下で
行えるようにし、着用実験の実施時期(昭和60年 7""""8月) にかかわらない実
験効果が期待できるようにした。
なお、布の地直し処理効果を表現するに際しては、 前2章に習って、地直し
処理を施していない布の特性値に対する向処理を施した布のそれの増減率を用
いているが、 この場合この増減率はそれぞれの特性値の記号に Aを付して表し
ている。
4-3 実験結果および考察
4-3-1 着用実験をとおしてみられる布の地直し処理効果
(1) 着用により生じる長着各部のひずみ
まず初めに、長着着用時に生じる長着各部のひずみを知っておくことは、 本
節のような着用実験に関する検討を行う上で重要である。
図4-4は、試料 F2 の地直し処理後の布を用いて構成した長着を着用した際
に、長着各部に生じるひずみ
の布のタテ糸方向、 ヨコ糸方
向およびバイアス方向別の着
用日数依存性を示している。
ζ こでは、着用によりとりわ
け大きなひずみを生じると考
えられる長着の瞥部、 ひざ、
すそ、 およびそでの各部を
取り上げている。本図から、
着用に供した長着では布のパ
イアス方向のひずみがタテ糸
方向およびヨコ糸方向のそれ
に比して一段と大きく、 しか
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F i g . 4-5 Yariations of the strain by directions of the cloths 
at the hip of Ki1TU)TI()S wi白血epぉsageofwom 
days 
Fig. 4-6 Variations ofthe strain ofthe cloths at the 
knees of Kimonos with the pぉsageofwom 
days 
o beforeぬrinking，. after shrinlcing o before shri平king-，・ aftershrinking 
もこの量は瞥部およびひざ部において特に顕著で、順次すそ部および肩部と続
ぐととがわかる。したがって、以下では着用により長着に生じるひずみは、と
りわけその量の大きい長着の腎部およびひざ部を取り上げ検討することにする。
(2) 着用により長着に生じるひずみの地直し処理効果
図4-5および図4-6は、着用により長着の瞥部およびひざ部に生じるひずみ
の着用日数による変化を布の方向別に示している。ごれらの図から、布のバイ
アス方向では概して地直し処理後の布のほうが、着用によって生じる布のひず
みは小さく、また布のタテ糸方向、ヨコ糸方向ではそれほど明確ではないが、
F1 の試料を除けば地直し処理後の布で構成したもののほうが、僅かに布のひ
ずみは小さいといえる。ごのようにみてみると、着用によって生じる長着のひ
ずみという面からみれば、布の地直し処理効果は割り合いはっきりと認められ
る。
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At the end of 
、.eanngtest on 
白e11th day. 
Photographs of出epro創eson the lower part of wearer's body m Klmono at the ~tart 
and the end of wearing test 
(a) KlmOnO constructed wi出 thebefore shrinking clolhs， and (b) Kirrwn.o constructed with the 
品ftershrinkmg cloths. 
、， 、τp -ヲ弓.
L L 1. 
(b) Sample F 2 (After shrinking) 
At the start of At the end of 
wearing test. wearing test on 
the 1出 day.
以上のような地直し処理効果を
At the slart of 
W白 ringtest. 
Fig.4-7 
1.0 
12 s 4 
o ; 
10 
1 :; 
。
?
?
?
???試は、図4-7視覚的に捉えた結果を示す。
??
? ? ? ?
? ?
【
の地直し未処理の布および同試料で
地直し処理を施した布を用いてそれぞれ構
つまり、
る前を、
0は長着を着用し着用実験にかか
11は着用11日終了後を意味してい
成した長着の着用実験前後の写真である。
着用日数を表している。図下方の数字は、
料 F2 
Day円S
Sample : F2(After shrinkinω 
地直し未処理の布で構成さ明らかに、る。
Fig.4-8 Variations of biぉ fillingand bow of 
the cloths at each part of KirrwM with 
the passage of worn days 
. knees， o bottom， . shoulders， 
れた長着のほうがこの処理を施した布で構
成された長着に比して啓部およびひざ部に
• o hip，sleeve 
大きな型くずれが認められる。
着用により長着に生じる布目曲がり(3 ) 
の地直し処理後の布を用いて構成した長着各部の布の斜試料 F2 は、図4-8
着用により特に長本図から、行度および弧形度の着用日数による変化を示す。
弧形度がともに比較的大きいよう着の磐部およびひざ部における布の斜行度、
これらの着用日数による増加の傾向は啓部を除いて明確には認めに
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Fig.4-10 Variation.s ofbow of the cloths at the hip 
of Kimonos con.structed with the before 
shrinking cloths and the after shrinking 
cloths with the passage of worn days 
o before shrinking， . after shrinking 
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それぞれ地直し処理前後の布で構成した長着の磐部
12 0 
Days 
F i g.4 -9 Varia tiOIU of bia" filling of the clo出sat也c
hip of Kimono5 con.structed wi出 thebefore 
shrinking cloths and the after shrink.ing 
cloth3 wi也 thepωsageof wom days 
o before必rinking，・aftershrink.ing 
ー
4 
および図4-10は、
8 4 
図4-9
。
図中Oおよにおける布の斜行度および弧形度の着用日数依存性を示している。
地直し処理前の布および同処理後の布で構成した長着についてのものぴ・は、
ともに着いずれの長着においても斜行度および弧形度は、本図から、である。
地直し処理前の布のほうが処理後の布より用日数の進行につれて漸増するが、
もその値が相当大きいことがわかる。
で述べたような着用により地直し処理前の布で構本項 (2)以上のことから、
処成される長着に生じるひずみの地直し処理後のそれに比して大きいことは、
噌，
(._ 理前の布の布目曲がりの起こり易さに主に起因しているものと考えられる。
ヨコ糸方向に地直し処理の際に布はタテ糸方向、で述べるように、れは3-3-1
ヨこの際に湿潤状態で布のタテ糸、卜されるが、張力を受けてスチーム・セッ
長着着用点における両糸の接触面積と交差圧が増大するがために、コ糸の交
また、時の布の変形においてはタテ糸およびヨコ糸の交錯点の位置のズレも、
布は大きな変形を両糸の交差角を変えるようなズレ変位も起こりにくくなり、
伴わなくなるからであろうと考えられる。
着用実験にみられた布の地直し処理効果と布の物性との関係4-3-2 
以降で述べてきたことを布の物性との関連で考察するが、4-3-1 ここでは、
の参考のために本節で用いた各試料の地直し処理による布物性の変化を
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F i g. 4 -15 The directions of forces worked at出e
hip of Kimono when sitting upright 曲げヒステは曲げ剛性B、(b) 図4-12(a)、
図4-13(a)、A表現を、の同じくリシス2HB
はヤング率図4-14(a)、(b)圧縮レジリエンスRCのそれを、、は圧縮率EMC(b) 
のそれを表す。レジリエンス RE引張りEB¥ 
一例として着用者の正座時における長着の瞥部に作用する力の方図4-15は、
あらか着用者が長着を着用して正座した際の、これは、向の観察結果を示す。
じめ長着を構成する布に付したマス目および着用者の皮膚にマークした同じく
長着の瞥部の背中心の左右および転マス目の変形状態などから観察されるが、
これらの線を作用する力の方向はそれぞれ異なり、子点を通る腰囲の上下で、
長着の嘗部では① 本図が示すように、
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5 
20 
。
， ， ??F， lおH， ?，?
Sample 
? ?
?
? ?
Z与
主込
4‘ 
企~ O 
。
???
?
?》?(・，)
20 
?， ?????
Fig.4-13 
~ 
布に対してタテ糸方向、ヨコ糸方向の曲げおよびバイアス方向の引張り力が同
時に作用するとと また、 ② 布のバイアス方向は、タ テ糸方向およ びヨコ糸
方向に比べて概して変形し易いごと のために、布のタテ糸方向、ヨコ糸方向
よりもとりわけバイアス方向に着用による大きな伸長ひずみを生じるものと考
えられる。ごれは、本項 4-3-1.(1)で述べた着用により長着を構成する布の方
向別のひずみの大きさと良く 一致する。
また、長着のひざ部は長着の丈方向が布のタテ糸方向と一致するように構成
されるのが一般的であるので、着用者の正座時には長着のひざ部では主として
布はタテ糸方向の屈曲・伸長を受けるごとになるが、との方向では布のヤング
率 E10) および曲げ剛性 Bは、布のバイアス方向のそれに比べて一般に大きい
ので、力の作用に対して変形しにくい。また、長着のえり下は拘束を受けない
自由端であるので、ごの部分の布にはそれほど大きな力は加わらないこと、啓
部と違ってひざ部では長着とからだとの聞に大きなゆとり量をもっていること
などから、ひざ部に加わる力に対して布の受けるひずみは小さくそれだけ布の
ひずみは緩和され易い状態にあるといえる。以上のことから、長着のひざ部で
は、図4-15のような布のバイアス方向に加わる力を主体とする多方向からの力
の作用する腎部のようには目立つほどのひずみは生じないものと考えられる。
さらに、図4-12(a)、(b) のように地直し処理によって布の曲げ剛性 Bおよび
曲げヒステリl シス2HBは減じ、布はしなやかで弾性に富むようになるので、特
に地直し処理を施された布で構成される長着では各部位とも曲げ変形に対しそ
れほど大きな残留ひずみを残さないごとになるものと考えられる。また、図4-
11 (a) および図4-14(a) のように布は地直し処理によって、せん断剛性Gおよ
びヤング率 E10) が増大するので、せん断および引張りなどの力の作用に対し
変形しにくくなっている。また、図4-12(a)、(b) および図4-13(a)、(b) から、
曲げ、圧縮変形を起とし易く、つまりしなやかになる反面、圧縮レジリエンス
RCは僅かに減少するものの曲げヒステリシス2HBは相当な減少をみているごと
から、変形から回復し易くなっているので曲げ、圧縮変形を伴っても大きな残
留ひずみを残すごとがほとんどなく、いずれの力の作用に対しても布の形態が
安定している。
また、図4-11(b) のように布のせん断ヒステリシス2HGは地直し処理により
増大し、せん断変形に対し型くずれを起こし易くなるが、ごれと長着の型くず
れとの関連については、① 長着着用に際しせん断変形が起ごるのは、主に歩
行時のすそ部あるいは手を下ろした時のそで部であり 11) 、すでにみてきたよ
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ように型くずれの多い長着の啓部および
ひざ部では、布は主として曲げおよび引
張りの力の作用を受け、布には僅かなせ
ん断力しか作用しないと考えられるごと、
② 図4-11(a) のように、地直し処理に
より布のせん断剛性Gは増大し、せん断
力による変形はそれだけ起こりにくくな
っているとと の2点を考慮する必要が
ある。概して、①のように長着の瞥部お
よびひざ部にはせん断力は僅かしか作用
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しないが、たとえとの力が作用したとしても地直し処理後の布で構成された長
着では、②により腎部の布の斜行度、弧形度は図4-9および図4-10のように、
地直し処理を施していないそれに比較して小さく、せん断変形は起 ζ りにくい。
しかし、ひとたび地直し処理後の布にせん断変形が起こってしまうと、せん断
ヒステリシス2HGの増大によってせん断ひずみがそのまま残留しょうが、これ
は①および②の要因により、地直し処理を施していない布で構成される長着の
それに生じるせん断変形ほど大きな変形は伴わないものと考えられる。
さらに、 11日間にわたる着用実験終了後のそれぞれの長着を分解し、長着の
所定の部位の圧縮特性の測定を行い、未着用の布のそれとの比較から、着用に
より生じる布の圧縮特性の変化を検討した。
図4-16(a) および (b) には、一例として着用実験に供する前の長着の腎部の
布の圧縮仕事量WCおよび圧縮レジリエンスRCに対する着用実験に供した後の長
着同部の布の同特性の増減を、地直し処理の有無別に示している。図中ムは地
直し処理を施していない布についてのものであり、 Aは地直し処理を施した布
のそれを示すが、本図から、地直し処理を施した布で構成された長着の布は地
直し処理を施していない布のそれに比して、1l日間の着用後においても布その
ものは僅かに圧縮変形を起としにくく、同変形からの回復も大きくなっている
ごとがわかる。つまりもとれ以降の着用を繰り返しても地直し処理を施した布
で構成された長着の型くずれは、地直し処理を施していない布の長着のそれよ
り大きくなるととはまずないといえる。長着の型くずれについては本項の前半
のように布のせん断、曲げ、引張りなどの諸特性を計測してから検討しなけれ
ばならないが、着用に供した後の長着の場合、布の疲労が布の場所によって相
当異なり、瞥部でも場所が僅かにずれると布の物性は大きく異なっているので、
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物性の計測に供する試料の大きさの関係から、比較的試料が小さくて計測可能
な圧縮特性のみに限定している。この際の試料のサンプリングは、長着の嘗部
の突出点を中心に直径50mmの円内の 5箇所において行った。
第2節 地直し処理による木綿ゆかた和服の着用性能の変化
4-4 緒言
地直し処理は、絹縮緬地の場合は湯のし法、木綿ゆかた地では霧吹きーアイ
ロニング法と使い分けられている。地直し処理に関するとの両法による効果に
ついては、布の外観特性および基本的力学特性という面からのものは第 2章お
よび第 3章ですでに検討している。布を構成した和服の着用実験結果からの効
果の比較については絹縮緬地に関する報告と対になる木綿ゆかた地のそれの報
告が望まれる。
そこで、本節では木綿ゆかた地の地直し処理効果を、実際の着用実験からゆ
かたの布面に生じるひずみ、つまり、ゆかたの型くずれを取り上げ、布の地直
し処理効果を検討している。また、さらにこの着用実験によって認められる地
直し処理効果を、第 3章第 1節で述べたようなこの処理による布の物性変化か
ら説明を試みた。
4-5 試料および実験方法
4-5-1 試料
試料には、 2-5-1で用いた木綿ゆかた地 (A'"'-'J)10点のうち、 A、B、C、
Dの4点を用いた。乙の 4点の木綿ゆかた地についてそれぞれ地直し処理前後
の布を準備し、計8着の女物ひとえ長着(以下、単にゆかたと呼ぶ)を構成し、
これらの着用実験から地直し処理効果を検討した。
4-5-2 実験方法
(1) 地直し処理
2-5-2. (1)と同様な霧吹き一アイロニング法による地直し処理を行った。
(2) 着用実験
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さきの 4-5-1で述べた 4点の試料を同一ロットのもの各2反ずつ準備した。
各試料の 2反のうち 1反には地直し処理を施したが、ごれと地直し処理を施し
ていないもうひとつの反物について、同一寸法のゆかたを経験約20年の同一の
専門家のよって、それぞれ同一手順による同一寸法のゆかたに縫い上げ、ごの
対のゆかたを別個に同ーの着用者に着用させた。
1) 着装
着用者および着装については、 4-2-2.(2) .1)に述べたとおりであるが、本節
では、文庫結びによるゆかたの着付け l引を行った。
2) 着用者の行動様式
すでに 4-2-2.(2).2) で採用した歩行、正座および階段昇降を組み込んだサ
イクルを 1日4回繰り返す行動様式に従ったが、ゆかたの着用継続期間は 4'"'-'
5日間とした。
3) 着用により生じるゆかた各部(瞥部、ひざ、すそ、肩およびそで)のひ
ずみの計測
4-2-2. (2).3)と同様である。
着用により生じる長着のひずみの計測については9¥着用実験後に、 [ 1 ] 
脱衣し水平な台上に並べて計測する、 [ I]長着を着用のまま立位正常姿勢で
計測する の2方法の比較から、絹縮緬地のような柔軟な布では[1 ]による
場合、脱衣および台上に並べるに際し、着用実験により生じた長着のひずみを
全く変えてしまうような変形が加わり計測上問題があるごとを認めた。その結
果、結局[I ]による方法が望ましいとしたが、本節のような木綿ゆかた地は、
着糊などのため相当かたくしっかりした布であるので、 [ 1 ]の計測でも絹縮
緬地におけるような大きな不都合はないものと考えられるが、計測ごとの脱衣
および台上に並べる仕方を同じにしにくく、ごれに起因する若干のデータの乱
れが認められたので、この場合でもやはり絹縮緬地と同様、 [ I]の方法によ
って着用により生じた布のひずみを計測した。なお、との場合下前身ごろは上
前身ごろに隠れているのでゆかたのひざ部におけるとの部分のひずみの計測は、
左前身どろおよび左前おくみにに限定して行っている。
4) 着用により生じるゆかたの布目曲がりの計測
布の斜行度および弧形度の測定方法および測定箇所は 4-2-2.(2) .4) のとお
りであるが、 2-6-2のように、① 本節で供試するような木綿ゆかた地では地
直し処理布も未処理布もともにタテ糸曲がりはもともと極めて小さいとと、ま
た、② 長着では布のタテ糸方向が長着の丈方向に合致するような構成がなさ
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着用に際しひざ部でも瞥部でも長着の丈方向に布を曲げるような変形れるが、
ごれはタテ糸方向の布目曲がりには関がみられる場合がほとんどであるので、
こζではヨコ糸曲がりのみを取り上のために、係をもたないとみられるとと
げている。
ゆかたの型くずれの写真撮影
4-2-2. (2).5)のとおりである。
物性の計測(3) 
ゆかたの所定の部位の力学的着用実験終了後のそれぞれのゆかたを分解し、
着用によりで述べた未着用の布のそれとの比較から、3-6 特性の測定を行い、
これなお、曲げおよび引張りなどの物性変化を検討した。生じる布のせん断、
3-2-2. (2)のとおりである。らの布物性の測定方法は
実験結果および考察
着用実験をとおしてみられる布の地直し処理効果4-6-1 
着用により生じるゆかた各部のひずみ(1) 
以まず着用により生じるゆかた各部のひずみの大きさを比較し、ここでは、
降の論を進める参考にすることにする。
試料 Cの地直し処理前図4-11は、
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????????
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ヨコ糸方向おみの布のタテ糸方向、
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?
着る変化を示している。本図から、
用によりゆかたに生じるひずみは布
2 の各方向とも瞥部において特に顕著
ひざ瞥部以外のすそ部、であるが、
肩部およびそで部ではいずれも部、
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。
また互いにそれほひずみは小さく、
Davs 
したど差はないものと判断される。
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(2) ゆかたの啓部の布面に生じるひずみ
図4-18には、地直し未処理!の布および同処理を施した布を用いて構成した各
ゆかたの瞥部に生じるひずみの着用日数依存性を布の方向別に示している。 ζ
の図から、① 布の各方向とも概して地直し処理を施した布のほうが、着用に
よって生じる布のひずみは小さいが、この傾向はとりわけ布のバイアス方向に
顕著である。② ゆかた地に生じるひずみは、着用の進行につれて漸次増大す
るが、その増加の割合は地直し処理を施した布のほうが未処理のものより若干
小さいものが多い といえる。ごのように、着用によってゆかたを構成する布
面に生じるひずみという面からみれば、布の地直し処理効果ははっきりと認め
ることができる。
また、図'4-17および図4-18のような着用によりゆかたの布面に生じるひずみ
の経日変化の傾向は、 A'"""Dのいずれの試料のゆかた地ともほぼ 5日間位まで
の経過をみれば十分である。
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ゆかたを構成する布に生じる布目曲がり(3) 
一例として試料 Bの地直しの未処理布を用いて構成したゆかた各図4-19は、
着用により特にゆか本図から、部の布の斜行度の着用日数による変化を示す。
ごれらの着用日数による増加の傾向たの瞥部における布の斜行度が大きいが、
は腎部を除いては認めにくい。
地直しの未処理と同処理を施した布でそれぞれ構成したゆかたの図4-20は、
本図から、瞥部における布の斜行度の着用日数による変化の比較を示している。
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いずれのゆかたにおいても斜行度は、着用日数の進行につれて漸増し、地直し
未処理布のほうが処理を施した布のそれよりその値が大きいことがわかる 。
また、ゆかた各部の布の弧形度およびゆか たを構成する布の瞥部に生じる弧
形度の着用による経日変化については、さきの図4-20に述べる斜行度のものほ
ど顕著ではないがほぼ同じ傾向を示したので、 ごご ではその変化を図4-21およ
び図4-22に示すのみにとどめる。
とのように、着用により布に生じる布目曲がりは、着用によりみられる布の
ひずみの傾向と発生する部位、部位ごとの大きさの順序および地直し処理の有
無別などとほとんど同じとみなし得る 。
ごとで、本項(1)，...___(3) で述べるような地直し処理効果を視覚的な面から捉
えた結果を示しておく 。図4-23(a)， (b) は、 一例として試料Cの地直しの未処
理布および同処理を施した布を用いてそれぞれ構成したゆかたの着用 5日終了
後における着用状態の下半身左側面からの撮影結果である。これらの図から、
明らかに地直しの未処理布で構成されたゆかたは、ごの処理を施した布で構成
されたそれに比べて、着用の進行につれて型くずれの累積量も多く、ゆかたの
腎部からひざ裏にかけて布のたるみが大きく、ひざ部が突出し、側面から見て
下半身が「く j の字に曲がるなどが認められ、本項 (1)，._(3) の考察と良く合
致する。
(a) (b) 
Before shrinking After shrinking 
F i g . 4 -23 Photographs o{ the pro{iles 00 the lower 
part o{ w四 r'sbody in bathrobe at the eod 
ofw回 n碍回t00 the 5th也y(:鴎mple:C-
bathrobe constructed with the he{ore 
shrioking cJoths sod the after shrioking 
c1oths) 
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Table十 2 The shriokiog eff民ts 00 the physical properties of the cloths 
Properties Warp dir町 tlOn Filling dlrection 
Shear 
Shear stiffne田 Decrea~ 
H ysteresis (shear) Decr回目
Bending 
~ending rigidlty Decr目~ Increa~ 
トIysteresis(bending) Decrea日 Increa田
Compression 
Compressl blllty Depend on the vanance of cloths thlck間宮
Resi1ience (compr回目on) Increa~ 
Tensile 
Young's modulus Decr回目 Incr回目
Resilience (tensi!e) Increa曽 Slight decrea曽
4-6-2 着用実験にみられた布の地直し処理効果と布の物性との関係
まず初めに、ゆかたを構成する布の着用終了後のひずみが瞥部で最も大きい
ことについて述べる。ゆかたの腎部では、着用時に、① ゆかたを構成する布
にえり下のような拘束を受けない自由端がない、 ② ひざ部のようなゆかたと
身体の聞に大きなゆとり量がないので、瞥部に加わる力に対して布の受けるひ
ずみは大きく、それだけ布のひずみは緩和されにくい。ごの①、②の理由から、
ゆかたの瞥部には着用によりひざ部とは違った相当大きなひずみが生じるもの
と考えられる。
ここで、地直し処理による布の基本的力学特性の変化について述べた第 3章
第2節の結果を、表4-2にまとめておく。本表のように、地直し処理によって
[ 1 ]せん断特性は、剛性の低下および弾性の増大がみられる。つまり、ゆか
たの着用中に加わるせん断力による変形が起こり易く、また、回復し易くなっ
ているのでいわゆるズレ変形によるゆかたの型くずれは生じにくいことになる。
[ I]曲げ剛性については、地直し処理により布のタテ糸方向では減少し、ヨ
コ糸方向では増大する。また、曲げ変形からの回復(ヒステリシス)はタテ糸
方向が若干良くなるようであるが、ヨコ糸方向ではむしろ悪くなる。つまり、
地直し処理布が曲げ変形を受けた時、布のタテ糸方向では柔軟に形を変え、回
復も良いがヨコ糸方向のそれは逆になり、ゆかたの着用による曲げ変形に対し
布のヨコ糸方向に型くずれが残ることになる。また、 [m]引張り変形に対し
ても、タテ糸方向は変形し易く、かつ回復し易くなるがヨコ糸方向に若干型く
ずれを生じ易くなる。
さきに述べた地直し処理による布の物性変化をもとに、ゆかたの鴨部の着用
により生じるひずみについて考察する。長着の瞥部に生じるひずみは、 4-3-2
のように着用中の正座時のものが最も大きいがとの部分がこの際に受ける力は、
布に対してタテ糸方向、ヨコ糸方向の曲げ、バイアス方向の引張り力などが同
時に作用する。概して、正座時に長着の腎部に生じるひずみは、布の丈方向に
6 1 
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着用時には主とし直角つまり布のタテ糸を折り曲げる方向のものが多いので、
この方向は、て布のタテ糸方向に特に大きな力が作用するものと考えられる。
伸長などがしのように地直し処理により布は曲げ、
????[ I]およびさきの
これに対して布のヨコ糸方向はそれからの回復もいずれも大きくなる。易く、
のよおよび[皿]
?
」
? ? ?「
?かつタテ糸方向ほど着用により大きな力は作用せず、
伸長などに対し変形しにくくなっているのであまうに地直し処理により曲げ、
たとえゆかたのとの部分また、り大きなひずみは生じないものと考えられる。
のように型く
????? ?に若干のせん断力が作用するようなごとがあったとしても
地直し処理により布のタテ糸方向に柔軟さ以上のように、ずれは生じにくい。
ζの処理を施した布で構成されたゆかたは着と回復の良さをあたえるために、
ま用によりとりわけ管部にひずみを生じにくくなっているものと考えられる。
ゆかたをとの地直し処理により発現される布の変形からの回復の良さが、た、
構成する布の斜行度および弧形度をも小さくしているごとの原因となっている。
地直し処理前後の布のせん断特性(せん断には、(a) "-' (d) 図4-24さらに、
(a)と (b)、(c) 本図の着用による変化を示している。同ヒステリシス)剛性、
せん断特性については地直し処理布は未処理の特性値の差の比較から、と(d)
着用に対して比較的安定した性能を示し布に比べて着用前後の変化が少なく、
布として安定する傾向はここでは図このような地直し処理後の布が、
(a) Before shrinking 
6ト。
(b) After shnriking 
。
0 
• 
。。。
• 
。。
• 
4 
2 
??
??????????
ている。
• • • • • 。
?
?? ? 。。12 
'(d) After shnnking 
。o 0 。。8 
。
• 4 
• • 
• 
• • 
?????
? ?
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• 
D C B A 
• 
B G A 
。
Sample 
Comparisons of the shear stiff.ness and hysteresis for the c10ths 
between before apd after wea，ring of bathrobes 
0: Bef ore wearing，.: After wea，ring 
2 6 
Fig.4-24 
(a) Warp direction 
{ 
次 .0.24
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Sample 
F i g.4 -2 5 ，Comparisons of the hysteresis of bending mOment and the resiliena (te出 ile)
for the cloths between before and after wearing of bathrobes 
0: Bef ore wearing，・:After wearing 
の掲示は省略するが、曲げ特性および引張り特性のそれぞれについても同様に
みられた。とのことから、地直し処理とは着用による布の物性変化をできるだ
け少なくする処理であるともいえる。
また、図4-25 (a)および (b) は、地直し処理後の布の曲げヒステリシスの着
用による布の方向別の変化を表している。 (a) と(b) の比較から、曲げヒステ
リシスは布のタテ糸方向がヨコ糸方向より大きく減少し、着用の進行によりタ
テ糸方向の弾性がヨコ糸方向より大きく増大することがわかる。さらに、本図
(C)， (d) には地直し処理を施した布の着用前後における引張りレジリエンスの
変化を示している。この両図の比較から、布のタテ糸方向およびヨコ糸方向と
も着用の進行につれてゆかたを構成する布はいずれも弾性化する。このととが、
つまり地直し処理を施した布は、同処理を施していない布のそれより図にみら
れるような着用の進行に伴う塑性の増大を抑えるなどの性能を維持し、その結
果、着用により生じるゆかたのひずみをそれほど大きくさせないことに関係す
る。
4-7 結言
第 1節では、縮緬を対象に着用実験をとおして地直し処理効果を確認し、さ
らにこの効果を布の物性変化から検討した。その結果は、つぎのようにまとめ
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られる。
① 着用により長着に生じるひずみは、着用に供した長着では布のバイアス
方向のひずみがタテ糸方向およびヨコ糸方向のそれに比して大きく、しかもこ
の量は瞥部およびひざ部において特に顕著である。
② 着用により長着を構成する布に生じるひずみは、地直し処理後の布で構
成したもののほうが、処理前の布で構成したそれよりも概して小さい。
③ ②の結果が得られたことは、つまり、地直し処理によって布はせん断お
よび引張りの力に対しては変形しにくく、かつ曲げ、圧縮に対してはしなやか
で弾性に富むようになるので、結局、各種の変形に対して形態安定性が増大す
るという効果から説明される。
第 2節では、霧吹きーアイロニング法によって概してなされる木綿ゆかた地
の地直し処理の効果について着用実験をとおして検討したが、その結果はつぎ
のようにまとめられる。
① 着用によりゆかたの布面に生じるひずみは、ゆかたの瞥部で最大となる
が、方向別ではとりわけ布のバイアス方向に大きくなる。とのようなゆかたの
瞥部で着用によるひずみが最も大きくなることは、一般に長着の構造上の特徴、
つまり、長着の他部にはみられないような腎部が拘束状態で正座時に大きな力
(布のタテ糸方向、ヨコ糸方向の曲げおよびバイアス方向の引張り力など)が、
同時に作用するごとに原因するととが考察される。
② 地直し処理を施した布で構成されたゆかたは、同処理を施されていない
ものに比して着用により布面に生じるひずみ、布の斜行度および弧形度ともに
小さい。とれは、地直し処理により布の主にタテ糸方向にせん断、曲げ、圧縮
および引張りの各特性とも柔軟さと変形からの回復の良さが布に賦与されるご
とに起因する。また、ごのような地直し処理布の未処理布に対する布面のひず
みおよび斜行度、弧形度などの特性の差は、着用の進行につれてさらに顕著に
なる。
③ 地直し処理とは、着用に対して常に安定した②で述べるような性能を布
に賦与させる処理であるともいえる。
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にあたえる布の
第1節地直し処理された縮緬の運針時の糸しごき力
5-1 緒言
運針は、和服縫製上不可欠の基本的技術である。運針には、縫糸を通された
針が被縫布に突き刺さる過程と、すでに針を通され作業者の掌にたくし込まれ
た被縫布を縫目に沿ってしごいて引きつれのない縫目を作る過程 の2段階が
あるが、前者に要する力が針の布貫通力であり、後者のものが糸しごき力であ
る。そして、との両力が小さいということが縫い易さの主要な要因になる。
そこで、こごではまず縮緬の地直し処理が運針の糸しごき力にあたえる影響
について検討する。
すでにごの運針に関する研究には、筋電図を用い筋肉の疲労から運針を検討
しようとしたものり、 2)、親指長と針長との関係から縫いの難易をみたもの3¥
運針動作をフィルムに収めモーションスタディとして分析したもの州、 6)、木
綿ゆかた地の縫製における糸しごき力をパネ秤で計測し、とれの和裁未熟練者
と同熟線者の個人差を検討しようとしたもの 6)などがみられるが、糸しごき力
そのものの分析的検討を行った報告は、ほとんど見当たらないようである。
そごで本節では、まず糸しごき力を連続記録できる装置を試作し、糸しごき
力線図を自記させ、との力線図の解析から被縫布の如何なる特性が糸しごき力
に関与するのかを明らかにした。そして、地直し処理前後の布の運針の際の糸
しごき力の相違を地直し処理による布特性の変化との関連で検討した。
5-2 試料および実験方法
5-2-1 試料
(U 試料布
和服地のうち、布の曲げかたさの異なる変り無地縮緬 5点 (G、H、 I、J
および K)を供試した。各試料布の諸元は、表5-1のとおりである。
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Table 5-1 Details of samples 
Sample 
Thickness Weight Density Bending rigidity Shur stifTnESS Young's modulus 
(mm) (gjmち (Ijcm) (g・cm2jcm) (gjcm.degree) (kgj万)恥{ark Fabric 
G Kawari-muji O. 30 
56. 7 0.031 0.392 O. 750 
23.0 0.055 O.却O 1.220 
H Kawari-muji 0.31 55.0 0.037 
0.418 0.779 
23.0 0.077 0.355 2.567 
Kawari-muji 0.33 
58.0 0.021 0.280 0.692 
24.5 0.027 0.234 0.954 
J Kawari・muji 0.30 
0.047 0.438 0.823 
F 48.6 0.031 0.320 2.458 
K Kawari-muji 0.31 
0.056 0.346 0.913 
F 50.1 0.056 0.256 2.393 
W: warp direction 
• 
F: filling direction. 
Table 5-2 Detai1s of sewing needles'" 
Kinds NO.*2 Length (mm) Dia. (mm) Use 
Cotton needle 事9 36.4 0.84 For japanese dressmaking 
Gas needle 事9 36.4 0.71 For japanese dreMmaking 
Meriken needle 事9 36.4 0.64 For dressing 
Silk needle 事9 36.4 0.56 For japanese dressmaking 
町 Usedthe needles with the same length and the different dia. *2 jIS S 3∞8 (1981). 
(2) 縫糸
絹手縫糸 9号(藤井繊維製)を供試した。なお、カード巻きのような“折れ
ぐせ"がつかないボビン巻き (600m)の縫糸を用いた。ごの縫糸の構成は、
原糸識度21中、合糸数 9x 2と表示されるが、測定によれば総デニール293で
ある。
(3) 縫針
針の太さの段階的に異なる表5-2に示すような諸元をもっ 4種の手縫針(ク
ロパー製)を用いた。
5-2-2 
(1) 
実験方法
地直し処理
2-2-2. (1)と同様、湯のし法による地直し処理を湯のし専門家に依頼して行
った。
(2) 糸しごき力の計測
1) 縫い担当者
糸しごき力の個人差については、経験10年以上の和裁専門家 4名が、本節で
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(a) Marks lor seam len巨th
Seam hne 
下61
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Seam Ime 
(ー:l ) 
( 7 ) 
( 6 )
( 5 )
( 4 ) 
( 2 ) 
・・(I ) 
ーー ーー ーー -ー-....--ーー ーー ーー ーー
70 mm一一一恥一一7Smm
.一--Dlrectmnυf官 WJng'
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the seam 
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。1cloths alonj( the世 am
Fig.5-1 Marks for sewing and steps for drawing 
a piece of clotbs along ，tbe seam 
供試する試料Gの地直し処理前の布を絹手縫糸 9号で絹針 9号を用いて縫目 3
mmで縫い上げた際の糸しごき力を後の3)に述べる方法で測定したが、データ数
n= 10におけるそれぞれの平均値は玉=274c. 8g (標準偏差 s=1.63g、変動率
V p = O. 59 % )、王=280. 5g (s= 1. 81g、Vp=0.65，%)、五=275. 4g (s= 1. 52g、
Vp =0.55%)、五=263. 2g (s= 1. 36g、Vp =0.52%)であった。この 4名の専
門家相互間では、 s=3.97g、Vp =1.45%であり、各専門家の級内、級聞ともに
大きなバラツキは認められなかったので、ここでは s=274.8gを記録した和裁
教育専門家(経験約15年)の女性 1名が担当することとした。
2) 運針の条件
試料布は、図5-1(a)に示すように、長さ(布のタテ糸方向)200mm、幅(ヨ
コ糸方向)40酬に裁断し、各試料布とも同種同寸法の布を中表にして、 2枚重
ね縫いとした。また、図5-1(b)のように、布幅の中央に加印した縫目線に沿っ
て直線状に 150mm並縫いで縫い上げることにしたが、まず前半の75mmを加印し
た縫目線に沿って縫い、針を休め、この75mmにわたり糸しごきを 1回行った。
続いて、後半の75聞を同様に並縫いし、糸しごきを縫目の通った150mmを通し
て行ったが、ごの部分については糸しごきを 4回繰り返している。この160mm
を通しての糸しごき力は、糸しごきの繰り返し数の増加につれて漸減するので
本実験では 4回にとどめ、前半の糸しごきを含めて 5回の糸しごき力を検討し
た。なお、この糸しごきの方法は一般に行われている糸しごき 7)をできるだけ
忠実にモデル化したものである。
縫目の大きさは、 1、1.5， 2，3，4および5mmの6段階とし、できるだけ布
に対して直角に針が入る 7)ことを優先し、今回は縫う時間には触れなかった。
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3) 糸しごき力の計測
Fig.5-2 Model scheme for the measurement of 
drawing force of c10ths along the seam 
図5-2には、糸しごき力測定装置の概要を示す。水平に維持された引張り
型ロードセルTLB-5LF-I型(東洋ボールドウィン製)の受感部に幅25mmの被縫
布取り付け金具(クランプ)を直結し、これを糸しごきの際の縫い作業者の左
手と仮定した。このクランプの中央に縫目線が合致するように水平に被縫布を
セッ卜するが、この縫目線に沿って被縫布の左端(装置のクランプ側)から右
端に向けて縫い担当者の右手で糸しごきがなされる。図5-1(b)のように、まず
直線状に75mm図の右から左方向に並縫いした後、被縫布を針先ごと縫い担当者
の左親指の太さに合わせ針先を把持長15mmでクランプに固定させ、縫い担当者
の右手で 1回目の糸しごきを行った。したがって、縫い方向と糸しごきの方向
は全く逆となる。つぎに、このクリンプから被縫布を取りはずし、続けてすで
に形成された縫自の延長線上を同じく右から左方向に後半の部分を並縫いし、
さきと同様に被縫布を針先ごとクランプに把持長15mmで固定させトータル150mm
にわたり糸しごきを続けて 4回繰り返した。
しかし、糸しごきという実際の人間の動作を伴った際に知覚される力を絶対
量として測定するのは難しい。実際には被縫布の左端を把持する左手に対して
右手による糸しごきの方向は、糸しごきの最中および糸しごきを行うたびごと
などで若干変動するが、本実験のようなモデル実験ではこのしごきの方向の変
動を無視せざるを得ず、この方向を固定のものとして計測している。したがっ
て、ここでいう糸しごき力は相対的糸しごき力ともいえるものである。本節で
は、とおしてこれを単に糸しごき力と呼んでいる。
(3) 布の力学的特性の計測
布のせん断、曲げ、および引張りの諸物性の計測は、 3-2-2.(2) に述べたと
おり KES-FB法(加藤鉄工製)によっている。
布の表面摩擦係数MIUの計測には、同様にKES-FB法(加藤鉄工製)を用いた
が、この際の測定条件は強制加重50g、試料張力20g/cm、有効測定距離 2cmおよ
び試料移動速度O.lcm/secとした。この実験に供する試料の大きさは、 200mm
x 200mmである。
• 
• 
6 9 量
実験結果および考察5-3 
糸しごき力に影響する要因5-3-1 
(1) 糸しごき力線図
試料Hを縫目 3mmで縫製した際の糸しごき力線図の記録例である。は、図5-3
は絹針 9号をそれぞれ用いた場合のものであ
???は木綿針 9号を、本図の (a)
以降では順次数字の若いものか糸しごきの回数を示すが、図中の数字は、る。
?
第 5ピークと呼ぶことにする。• 、• • • • 第 2ピーク、第 lピーク、ら、
• • • 第 2ピークのそれを F" (2)、第 1ピークの糸しごき力を F，(l)、して、
いずれも F" (2)が最大になるが、これらの図から、F，(5)と表現する。• 、• 
とのごとは、3回目以降では比較的に小さい力で安定していることがわかる。
3回目以降では作業者の指先で布のもF" (2)で糸しごきのほとんどが終了し、
つ縫目部分をなで整える程度に終始レているためと考えられる。
糸しごきのしにくさをも知るごとができこれらの力線図の波形から、また、
のの波形の根本的違いは、 (a)の波形は (b)図5-3(a)および (b)たとえば、る。
第 3② 第 lピークおよび第 2ピークがともに高いこと、① それに比して、
この乙とは、である。ピークが第 4および第 5ピークに比較してやや高いごと
②は 2回目の糸しご①は図5-3 (a)のほうが糸しごきがしにくいことを示すが、
その分を Fci (3)で補おうとしたために図5-きではなお不十分であったが故に、
これも糸しごきののそれより大きく記録されており、3 (a)の第 3ピークが (b)
しにくさを表していると考えられる。
針の太さおよび縫目の大きさと糸しごき力(2 ) 
糸しごき直前の縫い作業者の右の掌にたくし込まれた被槌布観察によれば、
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stitch (Sample G and H， sewing 
needle ，9 for silk Japanese cloths) 
は、縫い方向の先端部では針が貫入状態にあり [A]、それ以後では縫糸が通
った状態にある[B ]。糸しごきとは、この [A]および[B ]の状態にある
被縫布を引き伸ばすことであるが、用いる針が太くなるほど、被縫布が針を抱
き締めつける力が大きくなるので [A]の糸しごき力は増大する。しかし、太
い針によって布には大きい針穴が開けられるので、 [ B ]は減lじるごとになる。
図5-4は、一例として試料GおよびHの地直し処理を施した布を用いて 3mm 
の縫目で運針した際の針径による最大糸しごき力 Fd (2)の変化を示している。
本図から、針径が大きくなるほど Fd (2)は大きくなるが、このごとから糸しご
き力にはさきの[B ]の状態の糸しごきより [A]のそれのほうが大きく影響
をもづているものと考えられる。つまり、糸しごき力は主として一区切りの運
針で針の胴部分にたくし込まれた布を縫い作業者の右手の人差し指と親指の腹
で針上をしごいていく力であると考えられる。
以降では、縫い作業者の指に最も負担のかかる最大糸しごき力を示す Fd (2) 
で糸しごき力を代表させることにする。J
図5-5は、試料GおよびHのそれぞれ地直し処理を施した布に絹針 9号を用
いて運針した際の縫目の大きさによる糸しごき力 Fd (2)の変化を示している。
本図から、縫目の大きさが糸しごき力にあたえる影響は非常に大きいことがわ
かる。つまり、縫目が小さくピッチの詰まったものほどFパ2)は大きいが、こ
れは小さい縫目で縫われたものは、針が布の単位長さ当りに突き刺さっている
数および右手にたくし込まれた布の波数が多いので、針は布からそれだけ強い
引;き締めの力を受け、かつ波形の布を引き伸ばすのに多くの力が必要になると
とになり 、布の縫目をしごくためには相当大きなしごき力が必要になるものと
考えられる。
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5-3-2 布の物性と糸しごき力
糸しごき力に関与するのは、①
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布に貫通した針を布が締めつける力、
および② 針上の波打つ布を平らに
引き伸ばす力 である。①に関連す
る布特性としては、後掲の表5-3の
布の基本物性のうち糸密度、引張り
剛性E、せん断剛性Gおよび同ヒス
テリシス 2HGであり、②については、
Fig.5-7 Relati.ons between Young's modulus E 0f 
cloths in warp and filling directions of 
d9ths. and Fd (2) 
. p<O.OI. 0 bef.ore s:hrinking， . after shrinking. 
曲げ剛性 Bおよび同じく曲げヒステリシス 2HBなどである。
以下、 )1恒を追って上記布の諸特性と Ft1 (2)の関係について述べるが、本項の
F t1 (2)はすべて絹針 9号を用いて縫目 3mmで縫い上げた際のものである。
(1) 布が針を締めつけるという観点からの検討
図5-6(a)、(b)および(c.)は、各試料布の糸密度と Fパ2)との関係を示してい
る。図の (a) は布のタテ糸密度を、 (b) は布のヨコ糸密度を、 (c) は(布のタ
テ糸密度+布のヨコ糸密度) / ，2をそれぞれ横軸にとったものである。これら
の図から、概して布の糸密度の多いものほど Ft1 (2)は大きいことがわかる。こ
れは糸密度の多いものほど布構成糸が相互にズレにくく、針の布貫入に際しそ
れだけ太きな力で布構成糸が針を締めつけているためであると考えられる。こ
のように、布の糸密度と Ft1 (2)聞にはそれぞれγ=O. 906・*， 0.915・sおよびO.
909・・の高度に有意な相関関係が認められる(以降の相関係数は、ごの場合の
ようにすべて図中のOおよび・を押し並べて計算したもので示すごとにする。
なお、危険率 5%および 1%水準の場合は、相関係数の右肩に$および・・を
付して表現することにする)。
また、図5-7(a)および (b)は、布のタテ糸方向およびヨコ糸方向の引張り開
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性 EとFcl (2)の関係を示すが、 Fcl 
(2) と布のタテ糸方向およびヨコ糸
方向の引張り剛性とはかなり高い相
関をもっ。
以上のように、 Fcl (2)は布の糸密
度および布の引張り剛性Eとそれぞ
れ高度に有意な (ρ<0.01)相関を
示すが、いま、たとえば布の糸密度、
引張り剛性のタテ糸方向とヨコ糸方
向の平均値と Fcl (2)の値に注目すれば、
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Fig.5-10 恥ficros，copicalview$ of needles 
(a)Sewing needle for cotton Japamse KimonoZ9 
(Clover ma，rk). (b) Sewing machine needle料
(Organ mark， for home-sewing). (c) Sewing 
needle for silk Japanese Kimono #9 (Clover 
mark) . 
布の糸密度を一定にした際の Fcl (2)と
Eの偏相関係数は 0.428であるのに対し、 Eを一定とした際の Fcl (2)と布の糸
密度の同じく偏相関係数は 0.729となる。 ζれの七検定を行えば、前者の場合
七0(=1.253)<七(7、0.01) ;=3.499、後者で七。 (=2.818)>七(7、0.05) = 
2.365となり、 Fcl (2)とEとの聞には相関は認めにくいが、 Fcl (2)と布の糸密
度には危険率 5%で相関が認められる。つまり、さきの図5-7のような布のE
とFcl (2)の示したかなり高い相関は、 Eと布の糸密度が高い相関 .(γ=0.801・*)
を示すことに起因する疑似的なものと考えられる。
図5-8(a)および (b) はせん断剛性GとFcl (2)との関係を、図5-9(a)および (b)
はせん断ヒステリシス2H'GとFcl (2)との関係を示している。両図とも (a) はそ
れぞれ布のタテ糸方向の特性と Fcl (2)を、 (b) は布のヨコ糸方向の特性と F，cl ( 
2 )の関係を示すが、 G、2HGとも Fd2)とはほとんど関連をもたないようであ
る。このことは、図5-10の絹針 9号、木綿針 9号およびミシン針(オルガン製
家庭用ミシン針) 9号の写真が示すように、絹針9号がミシン針に比べてとり
わけ細く、針の布への貫入に際 Jして布構成糸の位置をずらすような変形が起こ
1 3 
-
1・
いことに起因しているためと考えられる。りにく
波打つ布を平らに引き伸ばすという観点からの検討(2) 
本布のタテ糸方向の曲げ剛性BとF<1 (2)との関係を示している。図5-11は、
(γ= O. とがわかるF <1 (2)は明らかに布の Bと深くかかわっているこ図から‘
本節では 5-2-2.(2).2)のように布のタテ糸方向このごとはおそらく、986*・)。
縫いに際し作業者の掌にたくし込まれた布はタに沿って縫目を入れたが故に、
これを伸ばすにはタテ糸方向の曲げかたさが関与するテ糸方向に波打つので、
ためではないかと推察される。
とF<1 (2)との関係を示布のタテ糸方向の曲げヒステリシス2HB図5-12には、
ヒステリシスの値の大きいものほど糸しごきには大きな本図から、している。
の高度に有意なこの両者聞にも γ=0.876・とがわかるが、力が必要であるご
が大きいことが波状に保たれ2HB これは、とがわかる。相関関係が存在するこ
た布がなかなか取れないことを意味している。
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とF<1 (2)との相関関係を示すが、
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同ヒステリシス以外は Fd (2)とそれほど高引張り剛性および1曲げ剛性、密度、
い相関をもたないことがわかる。
地直し処理による布の糸しごき力の変化(3) 
地直し処理を施していない試料布の Fd (2)に対する同処理布の Fd図5-13は、
地直し処理によって明らかに Fd (2)は本図から、の増減率を示している。(2) 
減少するととがわかる。
地直し処理を施していない布の糸は、および(d) 図5-14(a)、(b)、(c) また、
曲げ剛性および同ヒステリシスに対する地直し処理を施さ引張り剛性、密度、
でみてきおよび (2)すでに本項 (1)れた布のそれの増減を示したものである。
地直し本図の各布特性はいずれもF<1 (2)に関連をもっ量であるが、Tこように、
ごれが同処曲げ剛性および同ヒステリシスは減少するが、処理により糸密度、
引張り剛性しかし、理により F d (2)が減ずる直f妾の原因であると考えられる。
F <1 (2) F <1 (2)を大きく}するように働ごうが、Eは地直し処理により増大をみ、
糸密度および曲げ剛性のほうがおよび5-11のように、5-7 、に対しては図5-6
図5-13のような地直し処理により F<1結局、引張り剛性より寄与が大きいので、
が減少する結果となっている。(2) 
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6 warp direction，
最後に、縫針、縫糸および布の摩擦係数の糸しごき力にあたえる影響につい
て触れておく。
表5-4には、各試料の地直し処理を施していない布と同処理を施した布の摩
擦係数MIUを示しているが、各試料間では地直し処理を施したものおよび地直
し処理を施していないものの間ではMIUにそれほど大きな差はみられない。ま
た、同じ試料では地直し処理の有無による MIUの差も僅少である。いま、各試
料間でMIUの大きさの差を敢えて付ければ地直し処理の有無に関わらずH>K
>G~J>I となるが、この順序は図 5-6 にみられる F c1 (2)の大きさの順とほ
とんど一致しない。ちなみに、この Fc1 (2)と MIUの相関係数は γ=-0.009で
ある。このことから、 Fc1 (2)に対しMIUはほとんど関係をもたないものとみな
される。このことは、つまり、さきにも述べたように本実験に供した各縮緬地
のMIU聞に大きな差は認めにくいこと、およびMIUが布の表面摩擦係数であり、
針の布への貫通など針と布との関係には布の内部摩擦係数が関与するが、実測
される針の布への貫通力線図は被縫物の表面摩擦係数を用いて計算されるそれ
と良く合致する 10) ごとを考え合わせれば、布のMIUはすでにみてきた針経、
縫目の大きさ、布の糸密度および引張り剛性ほど顕著に Fc1 (2)に関与していな
いものと考えられる。また、本節で供試した針についても銅線材をメッキ仕上
げしたものである 11 )から、いずれの針も同様の表面特性をもつものと考えら
れ、上記の本節の試料布がほぼ同様なMIUをもっとするのと同じ理由で針の摩
擦係数もデータ的には Fc1 (2)に大きな影響をもつようには表れないものと考え
られる。本節では縫糸は 1種類しか用いていないので、縫糸の摩擦係数が F<1 ( 
2)にあたえる影響については論じられないが、図5-4のように針の太さの大き
いものほどFc1 (2)は大きくなることから、大きな針穴を開けられたもの、つま
り、被縫布と縫糸の摩擦抵抗が小さいにもかかわらず大きなFパ2)をもつこと
は、被縫布と縫糸の摩擦抵抗がF.c1(2)にはほとんど影響しないことを意味して
いる。
Table 5-4 The coefficient MIU of friction of cloths 
Sample 
G H J K 
W 0.184 O. 187 O. 152 0.173 O. 190 
Before shrinking F 0.229 0.239 O. 180 0.221 0.226 
s 0.206 0.213 O. 1伺 O. 197 0.208 
W O.目。 O. 183 O. 149 O. 161 O. 186 
After shrinking F 0.2ω 0.228 0.172 0.230 0.220 
z O. 184 0.2侃 0.161 0.196 0.203 
Correlation coefficients between MIU of cloths and Fd (2); W: 0.570・(ρ<0.05)，F: ー 0.311，
;t=ー O.∞9. W: warp direction， F:自llingdirection. 
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第2節 地直し処理された縮緬の運針時の針の布通し力
5-4 緒言
本節では、針の布通し力にあたえる布の地直し処理の効果について検討する
が、 5-1で述べたように針の布通し力は縫いの難易にかかわる重要な要因のひ
とつである。
針の布通し力(針の布貫通力)に関する研究については、すでにたとえば田
中 l引によって稼働中のミシンの針について試みられたが、その結果は布の
さ、重ね枚数および布の各種加工などの針通し力への影響についての実験的知
見として詳細に報告された。また、大村ら 10) は、ミシン針の布通し力を示す
一般式を誘導し、さきの田中 12 )とは別の実験方法によってポリプロピレン・
フィルムを用いて針の布通し力線図を求め、さきの誘導式との比較から針の布
通し力についての物理的通性を考察した。しかし、ごれらはいずれもミシン針
についてのものであって本節で扱う和針のものではない。
本節では、さきのミシン針の布通し力に関する知見 10 )を和針に適用し、和
針の布通し力に影響する布特性をまず検討した。そして、地直し処理による布
特性の変化から、和針の布通し力にあたえる地直し処理効果について論及した。
5-5 試料および実験方法
5-5-1 試料布および縫針
幅広い性能をもっ試料を得るために、絹和服地のうち 5-2-1.(1)で用いた変
り無地縮緬(G、H、 I、Jおよび K)の5点に、新たに変り無地縮緬(Lお
よびM) を加え、計 7点の試料布を用いた。試料布 (G、H、 I、Jおよび K)
の諸元は 5-2-1.(1)のとおりであるが、ごごで新たに追加した試料布(Lおよ
びM)のそれを表5-5に示した。
Table 5-5 Details of sampJes 
Sample Thickness Weight Density Bmding rigidity Shear sti汀ncss Young's modulw 
恥lark Fabric (mm) (g/m2) (I/cm) (g・cm
2/cm) (g/cm .degree) (kg/ %) 
0.041 0.316 0.831 L Kawari-muji O. 32 151. 3 F 49. 1 0.029 O. 270 2. 265 
63. 5 0.029 0.293 O. 748 . . O. 30 128.2 恥f Kawari-muji 26. 5 O. 034 O. 279 1. 437 
い.':warp direclion， F: filling direction. 
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(a) Cotton needle 
(b) Gas needle 
(c) Menken needle 
(d) Sdk needle 
3mm 
F i g. 5 -1 5 Mictoscopic:u views near the pointcd head of 
japanese ncedles事9
Force 
lransoucer 
U-Ga¥lge 
(1 kgf) 
Presser pla te 
Recorder 
Needle 
MOVlng cro回 head
Cloths 
F ig. 5 -16 An apparatus u5cd for mcasuring the penctra・
ting force of nf"edle into cloths 
また、縫針は針の太さの異なる 4種の手縫針(クロパー製)を用いたが、各
縫針の諸元は 5-2-1.(3) に示したとおりである。なお、本節では針の太さの針
の布通し力にあたえる効果を調べる際のみに各種針を用いているので、針の種
類聞にみられる若干の針先端の形状の相違は無視した。図5-15には、本節で供
試した各種手縫針の先端部の顕微鏡写真を示している。
5-5-2 実験方法
( 1 ) 地直し処理
2-2-2. (1)と同様、湯のし法による地直し処理を湯のし専門家に依頼して行
った。
(2) 針の布通し力の測定
図5-16は、本節で用いた針の布通し力の測定装置を示す。本装置は、水平に
保たれ40mm/minで上下動するクロスヘッド、このクロスヘッドに備えられた一
対のパネ式試料押え(25gf/cm2)、Uゲージ(lKgf)および縫針から構成されてい
る。 Uゲージ先端の受感部の中心がクロスヘッドおよび試料押え板にそれぞれ
センターが合致するように開けられた 2mmφ の穴の中央に合うように Uゲージ
を垂直に固定し、その受感部と針を図のようにセットし、針の布貫入時に針に
かかる力を Uゲージに感知させる。水平に保たれたクロスヘッドの上面の中央
に試料片を置き、試料押えで試料片を固定し、各試料布とも同じ状態で針貫入
ができるようにした。このように、クロスヘッドの上下動によって針が布を通
す際の力を Uゲージか!ら記録計に自記させ、針の布通し力戦図を得た。和裁に
よる手縫いでごのような縫針と布との位置関係を設定したのは}、被縫布と縫針
の先端が直角になるように針を布に貫入させるのが良好な針の運びとされる円 、
1 3 )からである。
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Fig.5-18 Relation between thicknessa ofsewn doths and 
pen~_tratcd length I of Ihe pointed head of 
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Sample H (Before shr.1山 ng)rーでT
Saik ne剖 le.(# 9) I I 
Needle speed : 40 mm/mm I I 
寸 Chartspeed : 3∞ mm/mm ↓ _:__ ~ ー
J 寸 II--! -
丁ートJ-
Thlckne:田 I~ 
斗ぷ I~ 'I
|a| l l?' 
3mm 
Penetratil1g length (mm) 
?
??
Needle 
?
?
? ?
?
b 
? ?
? ?
Clolhs c 
F i g. 5 -17 A recordecl chart of penctrating force of nccdle 
uscd wi.th山eapparatus in Fig. 5 -16 
以上のようにして測定記録された針の布通し力線図の一例を示す。図5-17は、
bは針先端が試料布図中の aは針の下降に伴って針先端が試料布に接した点、
b以降は針が上界を始め、を7mm貫通した際の針の布通し力をそれぞれ示すが、
aで針が布から按けて元の状態に復したcで布が針を抱く状態から解放され、
本図ここでは、得られた針の布通し力線図のうち針先が、ごとを表している。
を針の布通し力 Pと呼ぶに示すように 3mm布を貫通した際の力(図中、d'"'-'d') 
このことは、本実験で供試するような絹織物を運針する場合には、ことにする。
針を布から 3mmず、つ出して縫被縫布と縫針の先端が直角になるような状態で、
。〔縫目 3mm) い進んでいくのが一般的とされる 7)からである
布の力学的特性の計測(3) 
おKES-FB法(加藤鉄工製)と同様3-2-2. (2) 布の力学的諸物性の計測は、
によっている。よびテンシロン UTM-I型(東洋ボールドウィン製)
実験結果および考察5-6 
針の布通し力Pについて5-6-1 
針サイドのものとしては貫入する針の太針の布通し力に関する要因のうち、
形状および摩擦係数などが問題になる。さ、
になるように指先から針の長さが約 1針分(絹織物では約 3mm) 和裁では、
実際には針親指と人差し指を伸ばして針先を持つのが一般的:7)とされるので、
• 各針と先端から 3mmあたりまでが被縫布を貫通することになる。図5-15から、
も針先端から 3mm付近は針のとがりの傾斜をもっ部位にそれぞれ相当している。
ごれらの針を図5-15のような和針の形状および太さについては、したがって、
• 
ζれの半円錐頂角を知れば良いことになる。円錐状針とみなし、
以上のことを考慮した被縫布と貫入された針の関係のモデル図を図5-18は、
この際の針の布通し力Pについてはすでにミシン針先端の円錐部の針
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示すが、
Tab1e 5-6 M.easured values of a half vertical angle 。ofneedleat 1=(a+3) mm 
(a) Sample G 
80ト (Beforeshrmkmg.) 
(b) Sample H 
(Befor.e 5hnnkmg) 
.60 
， 
， 
• 
， 
( 
国 40 
且. ， ， ， ， ， ， 
， ， 
2010; ， ， 
。一一一0.01 0.02 0‘03 0.04 0.01 0.02 0.03 0.04 
Cotton needle 
Gas needle 
Meri瓜enneedle 
Silk needle 
。C)
6. 19 
5.59 
5. 18 
3. 48 
旦1Enlz/1LZLI
51.00. ~・ 1杢， ' 31' J 
F ig. 5 -19 Relations between tht" I'neasured valu円 ofpenc_ 
trating force P .of needle :and the ca1culated 
valu岱 of(tan3 8Jsin 8)aI2(I-aJl十a2J3l~ ) 
貫入の問題として大村ら 10 )が (1)式を導いた。すなわち、
? ??????
，???
??? ? ?
?
?
?
? ?? ???? 』? ?? (1) 
、，、，. ，ー
l- L V¥.、 aは被縫布の厚さ (mm)、 tは針先端が布表面に接してからの針の貫入
θは針の半円錐頂角 (0 )、 hは針が進まんとする方向に受ける力の長 (mlil)、
針径による 1次比例定数 (gノmm3) であるが、ミシン針では 5-3-2.(1)の図5-10
のように針の大部分を占める胴部は円筒体であるので、針先端の円錐部の θは
円錐部の比較的長い和針のそれに比して相当大きい。ちなみに、実測によれば
ミシン針 9号で θ十 10。であるが、和針のそれは表5-6のようである。
また、図5-18から、絹織物の場合、
1=.a+3 (2) 
となる。
図5-19はぬ図5-18の関係から、図5-15の針先端から (3+α12)mm のところ
の半円錐頂角を示す表5-6の θ、表5-1の a、および αを知って (2) 式から求
められる Lなどを用いて算出される (1) 式の右辺のうちの (tan38/sin 8)aI2(1-
ajl+ a2j3 [2)と、後掲の表5-7の実測値Pの関係を示している。図中 (a) は、
試料 G、 (b) は試料Hについてのものである。(a)、(b) の各図には、実測値の
p(図中-0ー )を挟むよう芯形でそれぞれ 2本の点線を書き入れてあるが、
ζれは(1)式の k値が針径によって異なるので、本図の針径が最大の木綿針と
量小の絹針のものの (tan38jsinθ)aI2(1-a/l+α2/3l2)およびPを読み取ってそ
れぞれ求められるんを用いて、(1)式から算出されるPの針径依存性を求めプ
ロットしたものである。図中 (a)、(b) とも Pの実測値はいずれも両点線内に収
同
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まるので、和針の場合でも適正な kを得ておけば針と被縫布の要因。、 αおよ
び lを知る ζ とにより Pは (1) 式から算出され、ミシン針に比べて θの相当小
さい和針の場合にも (1) 式は成立することがわかる。
以上のようにみてくると、本節のように布の地直し処理による Pの変化を知
るような場合、地直し処理による布物性の変化との関連で Pを検討する必要が
あるごとになるが、これには (1) 式の右辺のうち布にかかわる要因の aおよび
kとりわけ後者に注目する必要がある。
なお、針の摩擦係数も針の布への貫入に関係をもとうが、 5-3-2.(3) のよう
にいずれの針もほぼ同様の表面特性をもつものと考えられるので、針の摩擦係
数は試料聞の Pの変動にほとんど関与しないものと判断される。もちろん、針
の摩擦係数の Pにあたえる効果は(1 )式の hに包含される量である。
5-6-2 kに対応する布物性について
(1 )式の kは、さきの5-6-1でも述べたように、針の布貫入に際し針の進ま
んとする方向に針が布から受ける力であるから、これに関連する布物性として、
まず針の布構成糸間の割り込みに関して、布のせん断力 G、布の曲げ剛性B、
布の摩擦係数MIUおよび布の糸密度などが関与するものと考えられる。これら
の量が如何に組み合わされて(1 )式の止を構成するかについての解析ははなは
だ困難であるが、ここではこれらの諸量がそれぞれ個々にんに如何に関与する
かを調べてみた。
表5-7には、絹針 9号が各種被縫布を 3mm貫通した際の針の布通し力 P、お
よび(1 )式に本表の P、表5-6のθ、表5-5の a、(2 )式の tをあたえて算出
される hを併記している。
Table 5-7 The measured valu白 ofpenetrating force P and the constants k of 
clo白.5at l=(a+3) mrn ofsi1k needle事9
Properties 
Samp1e 
G 日 I I K L 
Before shrinking 
P (g)・ 11. 38 16. 13 3.42 16. 17 16.44 8. 73 
s (g) 1. 21 O. 85 O. 49 0.57 O. 71 O. 29 
Vp (%) 10.62 5.28 14.31 3.50 4. 32 3. 38 
k (g/mm3) 164.55 225.01 44. 16 233.88 229.37 117. 57 
After shrinking 
P (g)・ 10.63 12. 19 2. 46 10.94 14. 31 7.08 
s (g) 0.86 0.85 0.31 O. 48 O. 70 0.52 
Vp (%) 8. 13 6. 94 12. 57 4. 4{) 4.叩 7. 39 
k (g/mm') 氏辺3.36 184.36 32. 02 173.32 216. 51 101. 97 
• P (the mean number n = 10， s:standard deviation， V p: coe節目ntof variation). 
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• after shrinlcing. 
の kとさきに述べた kに関連すると考えられる布の Gの関
o before shrinlcing，• after shril1lcing. •• t<O.Ol. 0 before shrinking，
表5-7図5-20は、
是とそれぞれ kと布の B、および5-23は、また同様に図5-21、5-22係を示し、
んは以上の各図から、およびんと布の糸密度との関係を示している。布のMIU
とそ布の Gとりわけ BおよびMIUいカ宝、布の糸密度とは十分な相関は認めにく
つまり、れぞれ高度に有意な相関が認められる。
(3) • • • • • • • • • • • • • • • • • MIU B， { G ，一k 
となる。
布の地直し処理による Pの変化について5-6-3 
をも表5-7 針の布通し力 Pの被縫布の地直し処理による変化を、図5-24は、
。とに求められる地直し未処理布の
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Pに対する増減として示してある
いずれの試料とも地直し処理が、
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被縫布の特性が関与する因子は止と
Fig.5-26 
Pを示す(1 )式右辺から、
およびGのMIU で述べたように布の B、k ~ごは 5-6-2こ乙で、a2/31りである。
布の地直し処理によるは、および(c)図5-25(a)、(b)単独量が良く対応する。
およびGの各値の地直し処理前の特性値に対する増減を示していMIU 布の B、
には特に布厚 aの同じ意味の増減をも併記した。本図 (d)るが、
( 4)• • • • • • 
aで微分すれば、
• • • • = ([-.a)2孟O
に注目し、
?
?
??????
al2(I-a/l+a2/312) 
?
? ?
いま‘
ι 
布から、図5-25(d) これは aの増加に対し単調増加関数である。となるから、
aJ2(I-a/l+a2/312) 同処理によってαは減少するので、の地直し処理により
から求められる各種試料ごとの地直し表5-7図5-26には、また、は減少する。
んは地直し処本図から、未処理布に対する同処理布の hの増減を示している。
さきのように‘理によりほとんどの試料は大きく減少していることがわかる。
Pの地も同処理により減少することがわかっているので、
3 8 
a[2 (1-a/l + 0.2/3 12) 
Warp yam 
、、
， 
/ . 
事
Filling yam 
F i g. 5 -2 7 A positional relation between filling yarn， 
warp yam and penetrated needle (crωs 
section) 
+ー'+-bending force;い...shearing' force. 
直し処理による減少は、(1 )式の主として布サイドの要因 kおよび al2(1-a/1
+a2/3l2)の両者の同処理による減少から理解される。
ここで、 (3) 式のような kの構成因子の布の G、MTUおよび Bの地直し処理
による変化から、同処理による止の減少を考察する。さきの図5-25をみれば、
試料 I、LおよびMでは、地直し処理により布の B、MIUおよびGはともに減
少するので、との処理による kの減少は容易に理解される。つぎに、試料G、
HおよびKの場合、布の Gは地直し処理により増大するが、布の Gよりも hに
良く寄与している布の BおよびMIUがこれらの試料では逆に同処理により大き
く減じているので l、とれらの試料についても、結局 kは小さくなっている。ま
た、布の地直し処理によって試料 Jは布の Bが増大するが、ごれも布のMIUの
若干の減少と布の Gの大幅の減少が原因してんが減少するものと考えられる。
最後に、図5-27は、布に垂直な面からみた布の構成糸と布に貫入し針のモデ
ル図を示すが、針の布への割り込みにより、布のタテ糸、ヨコ糸が交錯する部
位ではこの両構成系が交錯角を変えるような変形に関する量、つまり布の Gが
まず関与する。また、それ以外の布構成糸の部位では糸の曲げ変形特性が針の
貫入に関係しょうが、布構成糸の曲げ特性は布のそれと同傾向をもっ 14 )とさ
れ与ので、結局、布の Bも(1 )式の kに関与するものと考えられる。また、同
じく本図のように針の貫入には、もとより布のMIUがPの大小を決める要因と
なる。以上のことから、布の B、MIUおよびGがんと高い相関を示したものと
考えられる。
5-6-4 布の糸しごき力 FCI (2)とPとの関係
本節で述べるように、針の布通し力 Pは布への針貫入に際し針が布構成糸を
割り込む力であり、 5-3-2で述べる糸しごき力 FCI (2)はごのようにして貫入し、
針上に保たれた波打つ布を若干の経時の後に手の指でしごいて平らに引き伸ば
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す力であるから、 (3) 式のように Pには布の G、B、MIUが関与したが、 F<1 ( 
2)には布の Gはほとんど相闘をもたない。この F<1 (2)は、布の2HGとりわけ布
のタテ糸方向のそれとは相関 (P<O.05)が認められるごとから、これには布
のヒステリシスが大きく影響するものと考えられる。つまり、 F d (2)には布の
塑性のかかわりが大きいということになる。しかし、 P もFd (2)も布の Bとの
相関は高いが、前者が針の布への割り込みに抗する力にかかわる布を構成する
糸の B、つまり布の Bであるのに対し、後者は針上の波打つ布を平らに引き伸
ばすのに要する力に関係する量としての Bの対応である。
5-7 結言
第 1節では、糸しごき力には、① 縫われた布が貫入した針を締めつける力、
および② 運針に際し右手にたくし込まれた針上の波打つ布を平らに引き伸ば
す力 が関与する。①には、針径、縫目の大きさ、布の糸密度および引張り剛
性が、②には、槌目の大きさ、布の曲げ剛性および同ヒステリシスなどがある
が、いずれも糸しごき力に対して正の高い相関をもっ。
地直し処理により、布の糸密度、曲げ剛性および同ヒステリシスは減少し、
引張り剛性は増大するが、前 3者は最後の引張り剛性より糸しごき力に寄与す
るので、結局、同一針、同一縫目で縫われた場合、地直し処理を施された布の
糸しごき力は低下するととがわかった。
第 2節では、和針の布通 lし力 Pについて考察し、これをもとに Pにあたえる
布の地直し処理効果を絹縮緬地を対象に検討した@
① 和針の布通し力 Pは、大村ら 10 )のミシン針の円錐先端が貫入するとし
て求められた本文 (1)式が良く適応する。
② 布の地直し処理により、 Pは小さくなるが、これは(1) 式右辺の hおよ
び al2(1-a/l+a2/3l2) が布の同処理により減少することによる。
③ kには、布のせん断力 G、曲げ剛性 Bおよび摩擦係数MIUの単独量が良
く対応する。そして‘上記の布の G、BおよびMIUは、地直し処理によりほと
んど減少するが、このことが同処理により kが減ずる原因である。
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6-1 緒言
づ
し
一般に布のドレープとは、自重により垂下する布の形の優雅さを表現する視
覚的評価であり、被服のシルエットに関する重要なひとつの審美的特性の表現
であるとされる。和服地とドレープ特性との関連は、① 概して和服着用時に
は、和服のすそまわり、帯上の部分に布はドレープし優雅な曲線を形成するご
と また、② 和服地、とりわけ絹縮緬地は和服地の新たな用途開拓およびフ
ァッションの多様化などの波を受け、洋装用として用いられる例も多くなり、
ごの和服地にも洋服地並みにドレープ特性が問題にされていること などによ
り、現今では無視できない重要な要因のひとつとなっている。
絹和服地のドレープについては、すでに沖野 1)の報告があるが、ごれは製作
した和服の袖部を袖たけが垂直になるように吊り下げた際に、自重により経時
変化として鉛直方向に生じる袖下のたわみ変形の量に注目したものであり、一
般にいわれるドレープ、つまり自重により垂下する円形布の張り具合いを表す
FRL ドレープとは基本的に異なる。
本章では、絹和服地のFRL ドレープを問題にするが、このドレープの特性は
一般に布の平面ドレープ係数および同じく側面ドレープ係数として評価される
2 )。しかし、たとえばこれらの係数に対応する物理量などについては各研究者
によってまちまちであり、統一的知見は得られているとはいえないようである。
そごで、本章の前半ではまず絹和服地のFRL ドレープの一般的通性を把握し、
後半では前半の結果をもとに絹和服地の地直し処理が布のドレープ特性にあた
える影響について検討した。
6-2 試料および実験方法
6-2-1 試料
試料には、絹和服地のうち銀無地(A )、変り無地(B )、総子(C) 、一
越(D )、無地意匠(E )および変り無地(F )の 6種の縮緬地について、各
種ごとにメーカーの異なる反物を 2""'-'5点ずつ、合計20点を用いた。各試料の
諸元は、表6-1のとおりである。
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Table 6-1 Details of samples 
Sample Thickness Weight Oensity 1 8ending ri'gidity巾 Mean denier Number of 
Mark Fabric (mm) (g/rI ) ( l/cm) (g.cul/cm) (0) samples 
A Ginmuji 0.338 130.4 106.1 0.039 40.6 4 44.9 0.054 132.8 
B Kawari-muji 0.334 136.2 57.7 0.036 85.1 3 23.1 0.033 231.8 
C Rinzu 0.398 131.1 102.7 0.033 39.0 3 43.1 0.080 126.6 
D Hitokoshi 0.407 142.0 68.4 0.041 80.1 3 21.6 0.055 290.8 
E Muji・isho 0.333 135.3 105.0 0.069 43.7 2 22.8 0.187 119.2 
F Kawari-mllji 0.292 134.1 52.4 0.048 115.4 5 24.5 0.039 195.7 
IW: warp direction， F: filling direction， 山 Measuredwith KES.system (Kato Tekko). 
(1) 
実験方法
地直し処理
2-2-2. (1) と同様、湯のしに法に
よる地直し処理を湯のし専門家に依
頼して行った。
(2) 力学的特性
1) 布のドレープ係数の測定
布のドレープ係数D.Cは、 ドレー
プテスター(東洋精機製)を用いて
ト- 254 . 
み-127 -.:。
Sample 
Sample stage 
A喝 j(Flam) 
A.-寸
A. 
127 n 
B. 
Il .
Fig_ 6-1 The plain and side projections of hunged 
circular cloths by their empty weight (dimen-
sion: mm) 
測定した。このテスターにより得られる円形布の自重による垂下の平面および
側面の投影図を図6-1に示すが、この時平面ドレープ係数D.Cは良く知られる
Hamburgerのドレープ係数 3)と同様に表現して、次式となる。
~-fu D. C(%)=τ一一7 ×1∞ • • • • • • • • • • • • • • ( 1) 
ここに、 A0 :円形試料片の面積、 A<1 :円形試料台の面積、 As : A。の面
積をもっ試料の平面上への投影面積
また、側面ドレープ係数D.Csは須田ら 2)の定義にならって、平面ドレープ係
数D.Cの場合と同形同大の試料を用いたとして、
'¥ /'¥ Bー-RD. C. (%)=~o nー x100 • • • • • • • • • • • • • • (2) 
ここに、 B0 :試料が完全に垂下した状態の側面積、 Bs :自然垂下した時の
8 8 
側面上への投影面積 として表し
た。
なお、本章で供試する縮緬地の
場合、試料片を試料台に載せた際
に生じるノード数はほとんど 5---
6であり、ごれを強制的に布のバ
イアス方向に谷をもたせて 4ノー
(a) (b) 
F i g.6 -2 Plain projections ofむapeof cloths 
(a) Most flexible cloths and (b) Rigidest 
cloths for bending， used in this paper (see 
Table 6 -1) 
ドにすることは実際にはむつかしく、たとえ一時的に 4ノードが維持できても
試料片の投影形状が相当いびつになるなど不自然になる。したがって、ごごで
は須田ら 2)が測定した強制的 4ノードによる布のドレープは採用していない。
参考のために、図6すには、表6-1の最も柔軟な布Bと最もかたい布 Eの平
面ドレープ像の一例を示しているが、いずれも特にノードが試料台に入り込む
ほど深い谷を形成せず、通常のドレープ形状を示しているといえる。
2) 布の曲げかたさの測定(布の曲げかたさ B)
KES-FBシステム(加藤鉄工製)による布の曲げかたさ Bの測定は、 3-2-2.(2) 
に述べるとおりである。
(布の曲げかたさ B (S) ) 
スライド型剛軟度試験機(大栄科学製)による布の曲げかたさ B(S) につい
ては、カンチレバー的布の垂下から次式に従って布の剛軟度を算出した。
G=W14 -8o (3) 
とこに、 W:試料片の単位面積当りの重さ、 L :試料片の垂下長、 O :試料片
のたわみ
本実験では、 L = 3.5cmとしたが、うえの (3) 式は微小変形の δに対して適
用されるものであるから、 Lが大きいと本実験に供試した縮緬は極めて柔軟な
布であるので大変形を起ごし、適確な剛軟度はこれでは求められないごとにな
る。予備実験によれば、縮緬では最も布が柔軟である正バイアス方向の短冊状
試料の場合、カンチレバー的な布の曲げ変形における試料のたわみ 5を計測す
る場合、 L = 3.5cmを越えるあたりから水平に支持された試料片の自由端が水
平面となす角 θが極端に大きくなる。ちなみに、 L = 3. 5c凶で θ=60。となり
相当大きな垂下を示す。また、逆に Lを小さくするともちろん 0は小さくなる
が、試料台のエッジの部分の影響が出易く試料片の垂下の状態にバラツキが出
8 9 
• 
蕗
の測定を行った。ごの限界いっぱいの L= 3. 5cmでB(S) 易い。本実験では、
Bは布の純曲を問題にするが，布の曲げかたさとして BとB(S) 本章では、
はカンチレバー的に布を垂下さB (S) げから得られる布の曲げかたさであり、
ごの両測定から得られる布の曲げかたさは大きく異なせた際のそれであるが、
この両者を取り上げた。るようであり、
布のヨコ糸方布は異方性体であるので本章では布の方向については、なお、
たとえば KESシステムによしたがって、とした。タテ糸方向を90
0、向を 0。
B。および B90のよる布のヨコ糸方向およびタテ糸方向の布の曲げかたさは、
うに表示した。
布の特性を示す各データのバラツキは、変動率で表現していずれも 10.なお、
5 ~17.2% であった。
実験結果および考察6-3 
と側面ドレープ係数D.Csとの関係平面ドレプ係数D.C6-3-1 
平面ドレープ係数D.Cおよび側面ドレープ係数布のドレープ性の評価には、
まずこの両係数聞の関係を知ることは、以降したがって、D.Csが用いられる。
の布のドレープ性についての検討を容易にする。
とD.Csの関係を示している。図中Oは地直し処理各種試料のD.C図6-3は、
(以下の図では、 Oおよ-は処理後のもの前の試料布についてのものであり、
それぞれに付したアであるが、び・をこの意味に区別して用いることにする)
で3-3 各種試料の記号を表している。縮緬地の場合、ルファベット A~F は、
本図の述べたように地直し処理により布の力学的性質は相当に変化するので、
ように地直し処理前後の布は互いに異なったドレープ特性を示すと考えられる
?
? ?
r = 0.968・
22 
18 
14 
???
?
? ? ?
52 48 44 40 
10 
36 
'. 
D.C (%) 
F i g.6 -3 Relation betw，僧nplain drape coefficient D. 
C and side drape c偲 fficientD. C. of cloths 
• 
0: 民~ore shri地ing，.: After shrinking 
。9 
Bt (g.cm'lcm) 
(4 ) (b) 
から、地直し処理の有無にかかわらずすべての点を押し並べて見ると、 D.C~ 
D.Cs聞には γ=0.968・・の相当有意な相関関係が認められる。このことから、
両者はほぼ同じ意味をもつものとみなすごとができ、布のドレープ特性の検討
にはD.CかD.Csのいずれかいっぽうの検討をしておけば十分であるといえるよ
うである(以下の相関係数は、ごの場合のようにすべて図中のOおよび・を押
し並べて計算したもので示すごとにする。なお、危険率 5%および 1%水準で
有意な場合は、相関係数の右肩に・および..を付して表現した)。
以上のことから、以下では布のドレープの検討を平面ドレープのみに注目し
て検討することにする。
6-3-2 布のトータルな曲げかたさ Bt の導入と平面ドレープ係数D.C
( B t とD.Cの関係)
布のドレープ係数には、多変量解析の結果から布の曲げ特性、せん断特性、
自重などが関与するとする報告州、 6)と単に布の剛軟度の指標であるとするも
の引、 7)があるが、いずれも布の曲げ剛性(かたさ、ごわさ)は掲げているよ
うである。
布のドレープとは元来自重による布の垂下の形状の評価であるから、さきの
報告 4)~_'7) と同様にとれに対応する布の力学量として、まず本章でも布の曲げ
かたさに注目してみるごとにする。
図6-4 (a) および (b) は、 KES システムにより計測される布のタテ糸方向の
曲げかたさ B90およびヨコ糸方向のそれ B0 とD.Cとの関係をそれぞれ示して
いる。また、図6-5(a)および (b)は、スライド型剛軟度試験機によって示され
る布の曲げかたさ B(S) 90 および B(S)。と同じく D.Cとの関係を示す。この両
(a) 
52 
I 
• O E 
E 
48 
へ C 追究
) 
C.OAOo ・O0 F F u 44 。
A・
B-n.E D 
r --0.192 
360 0.04 0.08 。
B. (g.cm'/cm) 
(b) 
52 
Fず C
? ?
? ??
????
???
?
? ??
?
?? ?
????
??? ? ?
? ? 】?
?
48 
A. 
B 
B~ ・D
??
r -0.941・ ??? ???
? ?
???
?
?? ??
?
r -0.878・
0.04 0.08 0.12 0.16 
36 
0.08 0.12 0.160.080.120.160.200.240.28 
B(5"). (g.cm'/cm) 8(S). (町.cm'lcm)
Fig. 6~4 Ralations出岡田nbo由民ndingrigidity B .
in warp direction of cloths and Bo in filling 
dir配 U∞ ofcloths me笹山吋 wi出 ，KES古y山 m
and their plain drape c伺 fficientsD. C 
0: Before sh出企血g，.: Aftぽぬ出虫hg
F i g.6 ~ 5 Relations出tw田 nbo出 bendingrigidity B(S)圃
in warp direction of cloths and B(S). in filling 
dir配 tlonof cloths and thelr plaln drape c伺 fi・
cients D.C 
0: Before白血也ing，.: Afterぬri出血g
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図から、 B、B(S) とも布のタテ糸方向の曲げかたさより布のヨコ糸方向の曲
げかたさの方がD.Cに良く寄与しており、とりわけ B0 がB(S)。より相闘が高
いごとがわかる。しかし、図6-5 (b) をみる限り、 B(S) 0"'"" D. C聞の関係にお
いて試料Eが極端に大きく、この試料が図上のすべての点の傾向を支配してい
るのではないかとの危倶がもたれるが、試算によると試料Eのデータを除いた
際の B(S) 0"'" D. C聞の γ=O. 657・および B(S)90 "'""D.C間では γ=0.077であ
り、また同じく Eのデータを除いて B0および B90とD.Cの相関は γ=0.808・
および0.480 となる。結局、ごれらの γと図6-4、図6-5に記載の γを比較す
ればさきの危倶は全くは否定できないが、ごとで主張する布のD.Cには布のヨ
コ糸方向の曲げかたさがタテ糸方向のそれより寄与が大きいごと、また、 Bo
がB(S)。より相関が高いとする判断は、 Eの存在如何にかかわらず成立する。
上記のように、 D.Cには布のタテ糸方向の曲げかたさより布のヨコ糸方向の
曲げかたさの方が良く寄与するが、これは縮緬が一般に柔らかい布であり概し
てノード数も多く、しかもとりわけ布の柔軟なバイアス方向およびタテ糸方向
にほとんど極限いっぱいの深いノードを形成するので、布の曲げかたさがたと
えば若干減少してもノードがこれ以上深まる余地もなく、 D.C値にはそれほど
影響をもたない。しかし、円形布の張りの大きい方向、つまり布のヨコ糸方向
が若干柔軟になると布の自重による垂下の平面への投影面積の減少の割り合い
もそれ相応に大きく、それだけ布のD.Cを減じることになるものと考えられる。
参考のために、表6-1に各種試料のタテ糸方向およびヨコ糸方向の曲げかたさ
を示しておくが、いずれの試料ともヨコ糸方向がタテ糸方向より曲げかたいご
とがわかる。
また、本章で用いるような縮緬は極めて柔軟な布であるので、 6-2-2.(2) .2) 
で述べたように布のカンチレバー的曲げに際し大変形を伴いこの布に対して B
(S) の測定には無理があるようである。とのようにして得られた B(S) は、布
の曲げかたさ以外の要因が加味された量を示しているものと考えられ、とれが
原因でD.Cには B(S)。の対応が十分ではないことの原因となっている。とのこ
とはつまり、逆に布のD.Cが布の純曲げかたさと良く対応しているごとを意味
している。
以上のように、布のD.Cには布のヨコ糸方向の曲げかたさがタテ糸方向のそ
れより寄与が大きいなど布の曲げかたさの方向性が要因となるが、布のD.Cは
円形試料の同心円的垂下であるから、布の曲げかたさの方向性をすべて包含す
るようなKESシステムによる布のトータルな曲げかたさ Bt を定義して、 Bt 
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一般にを求めればさらに良好な相関関係が成立することが考えられる。'"' D. C 
+B90) /28)およ( B 0すでに布のトータルなかたさを表現する場合、は、
と対応させるには ζれ布のD.C+B46+B90) /36)などがあるが、( B。び
に示すような布のヨコ糸図6-6そこで、では大まかに過ぎるように思われる。
各方向の布の間隔の方向を布に付し、までの15。からタテ糸方向90。方向 O。
を次式からひとつの試みとして布のトータルな曲げかたさ Bt を計測し、B t 
と
(4 ) 
これは γ=0.984--
• • • • • • • • 
算出してみた。
B‘=土[{Bo+Sw}+2{B15+B田+……+ゐ}J12 
との関係を示しているが、とD.C布の Bt は、図6-7
およびB90'"'"' D. Cのそれよりも高度に有意な'"' D. C のB。および図6-5図6-4
のような布のトータルとは結局Bt 布のD.Cごのように、相関を示している。
な曲げかたさと良く対応を示す量であるといえる。
本章では簡便的に (4) 式なお、
30 
15 
o'一一一.(Filllng) 
15' 
?、
?》
、???????
?
?
?ー、
，、
?
??
で布のトータルな曲げかたさ Bt 
布は完全には対称を表現したが、
30' 
15 
30 
45 I'十斗ー ヤヘ 45' 
6075J90汁5・60
さらに厳密には B。、でないため、
B 330、B• 、• • • B 30、B 16 、
図6-の平均として示される。346 
地直し処理後の試料 Bにには、8 
F i g.6 -6 Measureing direcitons of B for calculatinK the 
total bending rigidity B， ofcloths 
1 Warp 
90・75・
180' 
を求めたKES
法による布の方向別曲げかたさで
? ?
??
??
。
E 
D.C = 348.68，+29.5 
r = 0.984・
'"'"'B346 ついて B。
52 
48 
44 
(x 10-'， g・cm'/cm)
0.08 0.06 0.04 
36 
0.02 
s. (g・cm2/cml
Each directional bending rigidity 弘-B輔 of
clo出smeasured with }包S苛 stem(sample 
&af匂rshrinking) 
Fig. 6-8 
3 
Fig.6-7 Relation 民何回nD. C and B， ofcloths 
0: Before shri此ing，.: A氏ershrinking 
9 
t 壬
Fig.S-9 Inαちおingrate of D. C and S， ofcloths due to sl凶nking
(自邸立宅dusi珂 thedata in Fig， 6 -7) 
ム:D. C，企 :B‘
?????。
A A 
?
???
???
????
，? ?
? ? ?
??
?? ? ?
Sample 
あるが、本図の 00 '"'-'900 までのデータを用いて (4) 式から計算される Bt = 
0.0275 g'cm2/cmであり、 B0' '"'-' B 3 '" 6 の平均値としてのそれは 0.0271g・cm2
/cmでほとんど変らず、この各試料の Bu ，-.，.，; B 34 6 の平均値と D.Cの相関係数
は0.988・・と極めて高度に有意な相関を示したが、ごれは Bt ，-.，.，; D. Cの相関O.
'984“とほとんど変らなかった。
6-3-3 地直し処理による布のドレープ特性の変化
前項で述べたように、布のドレープ係数D.Cは布のトータルな曲げかたさ Bt 
と良く対応する。したがって、布のドレープ係数D.Cの布の地直し処理による
変化については、同処理について布のトータルな曲げかたさ Bt の変化から説
明されるものと考えられる。図6-7の同じ試料ごとの地直し処理前後のD.Cお
よび Bt の変化に着目し、地直し処理による布のD.Cおよび Bt の増減を図6-
9にまとめてみた。図中、ムは布のD.Cの布の地直し処理による変化を、 Aは
B t のそれを示している。いま、本図における各試料のムが布の地直し処理に
よって減少したと判断されるか、否かについて t検定を行ってみたが、七(10; 
0.07) = 2.062<七。 =2.135とな lり、危険率 7%の有意差が認められた。ま
た、同様にAについても七(10;0.01) = 3.169<to =3.461となり、危険率
1 %の有意差が認められた。以上のように、布の地直し処理により布のD.Cお
よびBt とも減少することがわかった。またさらに、地直し処理により布のD.C
はいずれの試料とも減少するが、本図から、この減少は布の Bt の減少とその
傾向がほとんど同じであることがわかる。ちなみに、本'図のムと Aの聞には γ
=0.973・・の高度に有意な(戸 <0.01)相関が認められる。つまり、布のD.C
の地直し処理による減少は、同処理によって布の Bt が減少したことに起因し
ているといえる。そして、この地直し処理による布の曲げかたさの減少は、す
9 4 
でに3-3-2で述べたように、地直し処理による布の脱糊と糸密度の減少に原因
するということになる。
6-4 結言
本章では、絹和服地のFRL ドレープの一般的通性をまず把握し、との結果を
もとに地直し処理が縮緬のドレープ特性にあたえる影響について検討した。そ
の結果は、!つぎのとおりである。
① 平面ドレープ係数D.C ~側面ドレープ係数D.C sの聞には、 γ =0.968・
のきわめて高度に有意な相関関係がある。
② 布の方向により曲げかたさが異なるので、布のD.Cには布の方向性の寄
与が太きい。また、 KESシステムにより計測される布の曲げかたさがスライド
型剛軟度によるそれより相闘が高い。布のD.Cは、円形試料の同心円的垂下で
あるので、布の方向性にかかわらない.KESシステムによる布のトータルな曲げ
かたさ Btを提案した。そして、 Bt ..D. C聞にはγ=0.989・・の高相関が成
立した。
③ 布のD.Cは、布の Bt と高度に有意な相関をもっ。また、地直し処理に
より布のD.CおよびBtは、いずれの試料とも地直し処理により減少するが、
ごの布のD.Cのごの減少は、結局、布の Bt の地直し処理による減少に起因す
ることが確かめられた。
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7-1 緒言
前章までに、布の地直し処理による布の外観特性、布の力学的特性などの基
本的特性および着用性能、糸しごき、針の布通し、 ドレープ特性などの実用特
性について検討してきた。本章では、本論文の最後のまとめとして、ごの処理
により布は構造上如何なる変化を受けるのかについて述べる。
絹織布では主として 1-2-2.(1)で述べたように、湯のし法による地直し処理
が行われるが、この処理には1-2-2.(1)のように、 ① 布の脱糊のための振り
洗い一乾燥・工程、② 湯のし工程、および③ ヒート・ドラムを通すごとに
よる仕上げ工程 があるが、このうち布構造に変化をあたえるのは主として②
の湯のし工程である。との②の工程では、①の工程で脱糊された布をスチーミ
ング中に専門家の手・足の操作により布のタテ糸方向、ヨコ糸方向に伸長させ
る。ことでは、湯のし専門家による地直し処理の操作のうち、敢えて湯のし工
程のスチーム・セット時の布のヨコ糸方向の伸長量のみを若干ずつ段階的に変
化させた地直し処理を専門家に依頼した。そして、とれによって得られるヨコ
糸方向の伸長量の異なる試料布の布構造の特徴的変化に着目し、湯のし専門家
の熟練された技術の意味付けについて検討した。
なお、湯のし工程のスチーム・セット時に布に加えられる伸長は、布のヨコ
糸方向では湯のし機の 2枚のピンテンタ一間距離の設定と専門家の手の操作に
よってなされ、布のタテ糸方向では専門家の足さばきにより布に対し局所的に
なされるが、この手さばき、足さばきによる布の伸長はもちろん専門家の自由
な操作によった。
また、布のヨコ糸方向の伸長の条件を多岐に設定させる必要から、絹和服地
としてのヨコシポの縮緬を供試した。
布構造としては、布の糸密度、目付、厚さ、布目曲がりおよび布の空隙変化
などを取り上げている。
7-2 試料および実験方法
7-2-1 試料
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Table 7-1 Details of samples 
Sample 
恥1ark Fabrac 
Q HIIOkoshl 
R Hlto民o，hl
s Hitokoshl 
T HilOkoshi 
Thlckness 
(mm) 
o 51 
。39
0.31 
0.40 
• W : warp directlon， F: filling dlrectlon 
Welghl 
(gjm') 
133.8 
967 
896 
I 38. I 
Denslly・
( 1 jcm) 
66.4 
230 
567 
244 
65.7 
400 
62.7 
22.0 
恥1C._lldClllcr. 
(D) 
774 
272 5 
66. 1 
197 g 
662 
78 I 
82.8 
307.8 
試料には、ヨコシボの一越縮緬 4点(Q、R、SおよびT) を用いたが、い
ずれも問屋庖頭にみられる白生地である。これらは、一越縮緬のうち、商取引
! 上絹織布の特徴を表す表現として常用される 1)密度および目付のほぼ段階的に
異なる 4種を選んだが、試料の諸元は表7-1に示すとおりである。
7-2-2 実験方法
(1) 布の地直し処理の方法、布の地直し処理における布伸長率の計測および
布のヨコ糸方向の伸長量の設定
湯のしによる地直し処理は、徳島市在住でこの道40年の湯のし専門家(男性、
年令56歳)に依頼して行った。まず、 7-1で述べた①の工程、つまり布の振り
洗い一乾燥・工程後の布は著しい収縮をみているが、この布をつぎの湯のし工
程のスチーム・セット時の布伸長に対する基準布とする。この基準布に、布の
ヨコ糸方向、タテ糸方向にそれぞれ200mm間隔に 3箇所加印し、 7-1で述べた
② 湯のし工程、および③ 仕上げ工程後における加印点間距離の再計測から、
地直し処理による布の伸長率を算出した。しかし、柳川ら z)が綿ブロードの高
温・高圧のカレンダー加工布について報告するような布のタテ糸方向、ヨコ糸
方向の伸長は、布の乾燥だけが目的の加圧ローラーのない1-2-2.(1)で述べた
ようなヒート・ドラム仕上げにおける布の地直し処理の③の工程では、実測に
よればほとんど認められないので、地直し処理による布の伸長は②の湯のし工
程のスチーム・セット時に生じることになる。
さきの基準布を②の湯のし工程でスチーム・セットする際に、布は湯のし機
のピンテンターや専門家のハンドワークによって布のヨコ糸方向に伸長される
が、この際に布にあたえられる伸長は試料布によって異なる。本章では、後掲
の表7-2のようにそれぞれ基準布に対し最大伸長率22'"'-'42%位で実験を行って
いる。この布のヨコ糸方向の伸長の際に専門家の足さばきで布のタテ糸方向に
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Table 7-2 The extention ratios (%) E (W) and E (F) in the warp direction and 
in the filling direction of cloths when st巴aming
Sample 
S(ep 1 S(ep 2 
Q 10.3 1 1.3 
6.4 79 
R 14.2 16.6 
1 1.0 202 
s 14.5 15.9 
2.9 8 1 
T 18.0 21.6 
8.2 16.8 
• : Warp direc(ion. F:白IIrngd.rection 
•• Yunoshi experts stdndard 
Ex(en>1or、r.Hlo(%t
S(ep 3・ S(ep 4 
15.5 17.6 
19.9 25.7 
19.0 19.8 
33.6 38.6 
18.7 20.0 
1 5.1 18.2 
23.3 23.8 
27.1 342 
S(CP 5 
19 3 
30.6 
234 
423 
21.8 
22.4 
250 
38 1 
局所的な伸長があたえられるが、これは布のヨコ糸方向の伸長量によって足さ
ばきの仕方も加える力も異なろうが専門家の自由な操作にまかせた。
表7すには、各試料布が本章の地直し処理の実験によって受けた伸長率を示
すが、湯のし専門家が通常の地直し処理であたえる布のヨコ糸方向の伸長率は、
本表に示す処理の 3段階目にあたる。 ζ の 3段階自の布のヨコ糸方向の伸長率
を中心に前後各 2段階、計 5段階の伸長を湯のし工程のスチーム・セット時の
布にあたえることにしたが、各試料とも処理の 1段階目はピンテンターの伸長
量調節の最小限を考慮して設定したものであり、また 5段階目は試料布の伸長
能力およびピンテンターの伸長量調節の最大限を考慮して、できるかぎり布の
ヨコ糸方向の伸長量を多くとったものである。なお、もちろんこの布伸長の操
作は専門家によって行われた。
また、②の湯のし工程で布がスチームと接する部分のスチーム温度は 100:! 
2 ocであり、③の仕上げ工程のヒート ・ドラムの表面温度は98:!:2 ocで行って
いる。
(2) 布の目付、密度および布目曲がり(布の斜行度、弧形度)
2-2-2. (2) .3) '" 5)に述べたとおりである。
(3) 布の厚さ
KES-FB法 3)、引の圧縮試験機(加藤鉄工製)を用いて、 O.5g/cm2荷重時の布
の厚さ TO(m則的 、引を計測した。
(4 ) 布の空隙率
試料布の重さ W (g) 、体積 V (cm 3) およびこの試料布を構成する繊維の比重
ρをあたえる時、ごの試料布の空隙率 p(覧)は、次式となる。
p (%) =!1~ W 
V ・ρ
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x 100 • • • • • • • • • ( 1) 
(2) 
Sおよび ρを実測すれば
• • • • • • • • • 
TO、
とすれば、
Pを(1)式から求めるためにはW、
試料布の面積 S(cm 2) 
となるので、
S • (TO) v= 
いま、
良い。
実験結果および考察7-3 
地直し処理により受ける布の伸長7-3-1 
湯のし機上で布の送り方向と平行に布の地直し処理における布の伸長量は、
専門家の手と足の操備わるピンテンターをもっ 2つの円形プレートの間隔と、
作により布に適当にあたえられるヨコ糸方向の伸長量とタテ糸方向の伸長
手によって主として湯のし機上の両プレートのピンテごの場合、より定まる。
専門家の(とのとき、ンターに掛けるように布の耳をヨコ糸方向に引き伸ばす
が施さ手の操作によって布のひずみを除去するような布に対して何らかの処
布のヨコ糸方向の伸ζの状態で布はスチーム・セットされるので、が、れる)
はとのピンテンターのプレート間距離の大きさの設定から比較的正長率 ε(F)
作業者の足の操作による布のタテ糸方向の伸長率いっぽう、確に把握される。
についてはとの操作が作業者の足の感覚に全く頼るもののため直接計測ε(W) 
あらかじめ湯これについては、は前以つては設定しにくい。ε(W) しにくく、
のし工程前の基準布に加印しておけば地直し処理後の加印点間距離の計測から
につごのような煩雑な地直し処理の際の ε(W)を知り得る程度である。ε(W) 
比較的設定し易い εの聞に何らかの関係が存在すれば、と ε(W)いても ε(F)
布の湯のから推定でき、
???
30 
r=0.979 
容易にする。
??
?
?
?
?
?
20 
専門家による地は、図7-1
10 
0 50 40 30 20 10 基準布に直し処理の場合の、
E( F) (%) 
付した加印点間距離の地直し
Relations between the extention 
ratios ε(W) in warp direction 
of cloths and the onesε(F) in 
the fi11ing direction of cioths 
when steaming in the shrinking 
processwg 
-0-sample 0，ー・-1 R.ーム-JJ S， -A -JI T 
Fig.7-1 
処理後の再計測から算出され
の関係を各
本図試料ごとに示している。
しによる地直し処理の解析を
と ε(W)る ε(F)
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との間とε(F)ε(W) から、
Sample a b (%) 
Table 7-3 The values a and b in eq. (2) calculated 
with values of (; (F) and (; (W) in Fig.7-1 
???
0.37 
0.20 
0.36 
023 
8.3 
12.0 
13.5 
1 6 1 
にははっきりした直線関係が成立していることがわかる。すなわち、布のヨコ
糸方向にあたえられる伸長が大きくなればなるほど、それに見合って足の操作
により大きな伸長力が布のタテ糸方向に加えられていることになる。ちなみに、
との ε(F) とε(W) との聞には各試料間で平均子 =0.979の高度な相関関係が
存在している。すなわち、
ε(W) = a ・ ε(F) + b ( a， b :定数) • • • (3) 
ζ ごに、 (3)式の aおよびbは各試料固有の定数であるから、あらかじめ実験的
に aおよび bを求めておけば、湯のし工程のスチーム・セ ットにより生じる ε
(F) か ε(W) かのいずれかいっぽうを知れば他方の推定も容易になる。しかし、
ε(W) を知るには地直し処理後の布から結果として計測するか、 (3)式に ε(F)
を代入して算出するかのいずれかであるが、足の操作による布のとの方向の伸
長をあらかじめ設定し布を地直し処理に移すことは困難であり、この場合でも
結局、 (3)式から ε(W) を ε(F) に置き換えて ε(F) の設定により実験を行う
ことになる。ごのように、いずれにしても ε(F) の設定による実験が必要にな
るので、本章ではすべてこの量 ε(F) で地直し処理の際の布の伸長率を代表さ
せるごとにしたが、もちろんごの場合でも、布のタテ糸方向にも図7-1に示さ
れるような伸長率でヨコ糸方向の伸長と同時の伸長を受けていることを意味す
る。
なお、参考のために表7-3には図7-1から最小自乗法により求められた各試
料の (3)式の aおよびbを示しておいた。
7-3-2 地直し処理による布の厚さ、目付および糸密度の変化
地直し処理を受けた布は、さきの7-3-1のように布のヨコ糸方向の伸長と同
時にタテ糸方向にも伸長される。したがって、 ε(F) が増大するにしたがって
布の目付および厚さは、相当大きく減少していくことが容易に考えられる。
目
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と布の厚さおよび
?? ??
地直し処理された各試料の ε
? ?
Fig.7-4 
および図7-3図7-2
さきの推論と一致する。いずれの試料とも、目付の関係を示しているが、
の増大による布のタテ糸方向
?? ??
地直し処理を受けた各試料の εは、図7-4
の増大によって
???
ε 本図から、およびヨコ糸方向別の糸密度の変化を示す。
ヨコ糸方向とも糸密度は布のタテ糸方向、
。
布の厚さおよび目付の場合と同様、
1 
スチームのように布の地直し処理では、さきの7-3-1ごのことは、減少する。
ト時における布のヨコ糸方向の伸長の増大とともに布のタテ糸方向の伸-セッ
そのまま固定されることから容易に理解される 。長も増大し 、
に対する布のタテ糸方向およびヨコ糸方向の地直し処理による ε(F) また、
，ー
'-タテ糸方向に比してヨコ糸方向のほうが緩慢である。密度の減少の傾向は、
のようにヨコ糸がタテ糸に比べて表7-1本章で供試する試料布の場合、れは、
のよおよび図7-1太い糸で構成されているので糸密度がもともと小さいごと、
に比して相当広い範囲にが ε(Wl地直し処理時の布伸長に際して ε(F1 うに、
わたる変化をもつことに起因するものと考えられる。
(布の斜行度および弧形度)布目曲がり7-3-3 
と布の斜行度および弧形度の関各試料の地直し処理による ε(F) は、図7-5
の増大に伴って布の斜行度おε( F)本図から、係を布の方向別に示している。
を境に以降一転ある ε(F) よぴ弧形度はいずれの試料とも著しく減少するが、
の減少から増大に移る境この ε(F)して布の斜行度および弧形度は増大する。
卜時に専門家が通常行う布が地直し処理における湯のし工程のスチーム・セッ
とのとき布の斜行度およびにほぼ相当するが、の3段階目)
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弧形度はいずれも 0.3%以下に収まり布目曲がりが最小の安定した布となって
いる。つまり、専門家が地直し処理における湯のし工程で通常行う布の伸長率
を中心に布の斜行度および弧形度は V字形の傾向を示すごとがわかる。このご
とについては、地直し処理における湯のし工程のスチーム・セット時の布のヨ
コ糸方向の伸長の初期段階では、布が伸長され易いので、① 布の耳をピンテ
ンターに掛けるために布をヨコ糸方向に伸長させる際に専門家の手によって布
目を正すべく操作がし易いごと、および② 専門家の足の操作による布のタテ
糸方向の伸長により布目のバランスを取り易いごと のために、徐々に布の伸
長量を増大させるにつれて布目曲がりが除去されるごとになり、ついには布目
曲がりは最小値をとることになるものと考えられる。しかし、 ε(F) のとれ以
降の布の伸長の部分で布の斜行度および弧形度が増大するのは、後述の7-3-4
のように ε(F) に対し布目曲がりが最小となる以降の布の伸長・固定を受けた
試料は、布の空隙の減少のため、布の伸長に対し布を構成する糸および繊維そ
のものが相互摩擦を受け、またごの布では伸長初期から布を構成する糸および
繊維が直接伸長を受ける段階に入るごとになるために、布の変形に相当大きな
力が必要になるので、専門家の手の操作による布の伸長および足の操作による
布の局部的伸長だけでは、布目曲がりを正すには十分対応できなくなり、かえ
って布中の糸の配列を乱すごとに起因するものと考えられる。
7-3-4 布の空隙の変化
図7-6は、布の地直し処理の際の ε(F) に対する布の空隙率 Pの変化を示す
が、概して布の伸長量の増大によって Pは減少し、布の空隙が減少するごとに
なる。このことは、 ε(F) の増大により布を構成する糸間間隙および繊維間間
隙を減少させ、糸相互および繊維相互の接触圧、同面積を増大させることを意
味する。
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Fig.7-6 Variations of porosity P of cIoths 
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以上の確認として、地直し処理前後の布構造の顕微鏡写真による観察と ε(F)
の布のヤング率Eにあたえる影響について調べた。
図7-7は、試料Tについて布のタテ糸方向に平行に裁断し、その面を布面が
平行になるように撮った顕微鏡写真(丸く見えているのがヨコ糸)である。図
の(a )は基準布の、 ( b )は ε(F) =27.1%の布伸長の 3段階目、つまり専
門家の通常の地直し処理の条件である。( b) は(a )に比して布を構成する
タテ糸、ヨコ糸間および糸構成繊維聞に空隙の少ないことがわかる。
図7-8は、布の Eの ε(F) 依存性を示している。本図の各曲線は、それぞれ
所定の ε(F) を境に著しく増大するが、ごの境界は各試料とも表 2の ε(F) の
3段階自に大略一致している。このような布の地直し処理の際の湯のし工程の
スチーム・セットにおける布の伸長によって布の Eが大きくなるのは、布の構
造変化としては、布を構成するタテ糸とヨコ糸の交錯点における糸間間隙およ
び糸を構成する繊維間間隙などの空隙を減少させた結果と考えられ、タテ糸と
ヨコ糸および糸を構成する繊維相互が接触し、布の伸長に際しとれらの相互摩
擦力が働くと同時に糸および繊維そのものが布の伸長初期から伸長を受けるこ
とに起因しているのであろうと考えられるが、地直し処理によるこのような布
構造の変化はさきの図7-7で検討したとおりである。また、図7-8の横軸、つ
まり布のスチーム・セット時の ε(F) の表ト2の 3段階目に相当する以前では、
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布の Eは布のタテ糸方向、ヨコ糸方向ともほぼ横這いの傾向をたどるが、ごれ
は ε(F) が小さく布中に大きな空隙を有する縮緬が、布の伸長の初期段階では
伸長量の増大に伴い徐々に空隙を失いながらも、布の変形に対し布の空隙が主
として対応する布構造の範囲を保っているためと考えられる。ごの表7-2の布
の伸長の 3段階目では、すでに述べたように地直し処理の際の湯のし工程のス
チーム・セット時に専門家が伝統技として納得する布伸長であるから、専門家
の選ぶ地直し処理における布伸長の条件は、布伸長の増大により布空隙が減少
をたどるなかで E (布のかたさ)の増大をみない極限の条件であるともいえる。
これを作業する手と足の感覚で制御しているものと推測される。つまり、地直
し処理前の縮緬の適度に布に付着した糊のかたさから、地直し処理後のものの
布構造の変化(布を構成するタテ糸とヨコ糸の交錯点における間隙の減少、繊
維間間隙の減少など)に起因する布のかたさへと変換させる直前の処理が布の
地直し処理であると考えられる。
最後に、 (3) 式および表7-3の定数 a、bについて述べる。 (3) 式において、
bは ε(F) ""ε(w) 直線の ε(w) 軸切片であるから、布の地直し処理時の布の
タテ糸方向の伸長量にかかわる定数であるので、 aは ε(F) の係数であるから、
同じく地直し処理時の布のヨコ糸方向の伸長量にかかわる定数であると考えら
れる。本章で述べるように、地直し処理の湯のし工程におけるスチーム・セッ
ト時の布伸長におげる表7-2の3段階自の伸長は、専門家の通常行うこの処理
の布伸長の条件であるから、布の地直し処理の布伸長 ε(w) および ε(F) の関
係を示す (3) 式には、との表7-2の3段階目の ε(w) 、 ε(F) が最も適合する
組み合わせになるものと考えられる。図7-9は、表7-2の3段階自の各試料の
ε(W) と表7-3のb、同じく ε(F) とaとの関係を示している。 ε(W) "" b、
および ε(F) .， aの聞には相当高い相関(前者は y=0.954、後者は γ=-0.938)
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であるごとがわかる。以上のように、 (3)式のbは湯のし工程で専門家の行う
布のタテ糸方向の伸長量に、 aは同じく布のヨコ糸方向の伸長量にかかわる量
であるといえる。
7-4 結言
湯のし専門家が通常伝統技としている布の地直し処理の諸条件のうち、布構
造の変化に関係するものとして地直し処理の際の湯のし工程のスチーム・セッ
ト時の布の伸長率を取り上げ、ごれを若干段階的に変化させた際に得られる試
料布の布構造の特徴的変化に着目し、湯のし専門家の熟練された技術の意味付
けを布構造の変化という観点から検討した。
① 地直し処理を施された布のタテ糸方向の伸長率 ε(W) と布のヨコ糸方向
の伸長率 ε(F) の聞には、はっきりした直線関係が成立する(子 =0.979 )。
ε(W) = a・ε(F) + b ( a， b :定数)
ごごに、 aおよび bはそれぞれ湯のし工程で専門家の行う布のヨコ糸方向の伸
長率、および同じく布のタテ糸方向の伸長量にかかわる量である。本章では、
ε(W) より容易に把握し易い ε(F) を布の伸長のバロメーターとする妥当性を
述べた。
② 布の厚さ、目付および糸密度は、 ε(F) が増大するに従って相当大きく
減少する。
③ ε(F) が漸増すると、布の斜行度および弧形度はいずれの試料とも著し
く減少 (0.3%以下まで)するが、ある ε(F) (これはちょうど湯のし専門家
が通常行う地直し処理時の ε(F) に大略一致する)を境に以降一転してこれら
は両者とも増大する。つまり、専門家が湯のし工程で行う布の伸長率を中心に
布の斜行度および弧形度は V字形の傾向を示す。
④ 布の空隙Pは、湯のし工程中における ε(F) の増大により減少する。湯
のし専門家の選ぶ ε(F) は、布伸長の増大により、上記間隙が減少するなかで
布のヤング率E (布のかたさ)の増大をみない極限の条件であるといえる。
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8-1 本研究の概要
ミA
i冊
本研究は、和服の構成に不可避の「地直し処理」の効果について、まず、布
の外観特性、布の力学的特性などの基本的特性および着用性能、糸しごき、針
の布通し、 ドレープ特性などの実用特性について総合的に検討し、さらにこの
効果の原因を究明するためごの処理による布の構造変化について考察している。
そして、布の地直し処理にかかわる被服設計・製作上不可欠の要因についての
基礎的知見を得ょうとするものである。
本論文は、つぎの 8章で構成されている。
第 1章:緒論
第2章:地直し処理が和服地の外観特性にあたえる影響
第3章:地直し処理が和服地の力学的特性にあたえる影響
第 4章:地直し処理を施された和服の着用性能
第 5章:運針時の糸しごき力および針の布通し力にあたえる布の地直し処理効
果
第 6章:地直し処理による和服地のドレープ特性の変化
第7章:地直し処理による和服地の構造変化
第8章:結論(本章)
第 1章は、緒論であり、本研究の位置付けをまず述べ、従来の研究成果を紹
介し、本研究の目的および概要を明らかにした。
第 2章では、地直し処理された布は、その処理中に張力などの力学的作用を
受け固定されるから、まず、外観的変化つまり布の収縮ないしは伸長、布の光
沢、布の厚さ、布を構成する繊維の表面およびそれの変形などについて布構造
の変化との関連で検討した。
第 3章では、第 2章で述べる地直し処理による布構造の変化により、布の力
学的特性が如何に変化するか。構成された和服の性能は‘それをつくる布その
ものの性能が表われる場合が多いので、布の基本的力学特性(引張り、圧縮、
せん断、曲げの各特性)の地直し処理による変化について検討した。
第4章では、前2章で地直し処理が布の外観特性および基本的力学特性にあ
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たえる影響について述べたが、地直し処理効果は、地直しの処理布および未処
理布で和服がそれぞれ構成されて実際に着用された際にみられるとの両和服の
着用性能の比較から、具体的に確認されなければならない。本章では、着用性
能として着用によって和服に生じる残留ひずみ、つまり長着の型くずれを取り
上げ、布の地直し処理効果を着用実験をとおして検討している。そして、この
実験によって認められる地直し処理効果を第 2章および第 3章の知見から説明
を試みている。
第5章では、和服裁縫の場合、運針には、① 縫糸を通された針が被縫布に
突き刺さるごと、② すでに針を通され、作業者の掌にたくし込まれた被縫布
を縫目に沿ってしごいて引きつれのない縫目をつくること の2段階がある。
①に要する力が針の布貫通力であり、②のものが運針の糸しごき力であるが、
いずれもその値が大きすぎると縫製不能となるので、ごれらは可縫性を示す指
標になり得ると考えた。ごとでは、ごれらの針の布貫通力および運針の糸しご
き力を計測する装置を提案し、との指標をもとに地直しの処理効果を論じてい
る。
第 6章では、和服着用の場合、すそまわり、帯上の部分で布はドレープし、
和服の優美な曲線を形成すること、また和服地の用途の開拓およびファッショ
シの多様化などの波を受け和服用織布が洋服用に供されるなど、和服地でもド
レープ特性は重視されるに至っている。ととでは、縮緬布のドレープ特性に対
応する布の物理的特性をまず明らかにし、との布の地直し処理効果について述
ベた。
第 7章では、湯のし専門家の行う布の地直し処理の各種条件を解明するため
に、この処理による布の構造変化に着目した。ご ζでは、湯のし専門家が通常
行う湯のし処理を中心にその前後の条件で地直し処理を敢えて専門家に依頼し、
それの特徴的構造変化の把握により、専門家の行う地直し処理の技について検
討した。
第8章は、本研究の成果を略記した。
本研究の第 2、第 3および第 4の各章では、概して絹和服地に施される湯の
し法による地直し処理と、木親和服地に主に行われる霧吹きーアイロニング法
による同処理の布にあたえる基本的相違を布の外観特性、力学的特性および着
用性能の面から比較考察している。また、その後の第 5および第 6の各章では
湯のし法による地直し処理に的を絞り、主として糸しごき力、針の布通し力な
どの可縫性および布のドレープ特性という実用特性について言及した。そして、
109 
国民
，~ 
最後の第 7章では今までの各章のまとめとして地直し処理によ って惹起される
布構造の変化を論じ、本論文の最終のまとめとした。
以上、 8章にわたって和服地の地直し処理の効果を布の構造との関連におい
て考察し、従来注目されるところのなかった本論文の第 2""'第 7の各章のよう
な観点から問題点を解明した。
8-2 本研究における成果
第2章;第 1節では、絹和服地のうちの縮緬地を対象に布の外観特性にあた
える地直し処理の効果という観点から検討し、つぎの成果を得た。
一連の地直し処理過程は大別して、① 糊の付着によって、比較的かたく厚
みを感じさせる一次風合いをもっ布から、振り洗いによって糊を落とし布が収
縮する過程と、とれに続いて、② 蒸気で蒸しながら布をタテ糸方向に伸長さ
せ、潜在していた布のひずみ、ならびに布構成糸の斜行および弧形を正す(い
ずれも 0.3%以下)過程 の2つに分けられる。
とれに伴い、上の処理工程の②により布の厚さ、日付および密度はそれぞれ
小さくなり、また、同じく①により布を構成する繊維表面の平滑化および布の
光沢の増大が進む。また、地直し処理にぷる布の脱糊および布を構成する繊維
表面の平滑化によって、布の表面摩擦係数MIUおよび表面摩擦係数の平均偏差
MMDは、ともに若干減少する。しかし、との処理による布の表面粗さ SMDの変
化については明確な傾向を示さない。
以上のことは、すべて専門家の熟練された技術に負うごとになるが、これら
を満足させ得ることが湯のしによる地直し処理といえる。
第 2節では、絹織布の地直し処理の場合に施される湯のし法とは異なる木綿
ゆかた地に施される霧吹き一アイロニング法による地直し処理が、木綿布の外
観特性にあたえる影響について検討し、つぎの成果を得た。
地直し処理による布の収縮によって、布の厚さ、目付および密度はともに増
大する。
布のヨコ糸の斜行度、弧形度は相当大きく減じ、最終的にはいずれも0.25%
以下に収まるようであるが、若干布のタテ糸の斜行度、弧形度は大きくなる。
地直し処理時の布からの糊の局部的な剥落および糸密度の増大などが原因で、
表面粗さは概して若干増加する 6 また、この布からの脱糊もそれほど大きいも
のでないため、地直し処理前後で布の表面は糊で同じく覆われているので、表
面摩擦係数の変化はほとんど認められない。また、布表面の摩擦係数のパラツ
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キは大きくなる。つまり、地直し処理により布表面は比較的むら状に荒れてい
るものと考えられる。
第 3章;第 1節では、縮緬を対象に湯のし法による地直し処理の布の力学的
特性にあたえる影響を検討した。その成果は、つぎのようにまとめられる。
① 布の引張り特性では、ヤング率 Eが相当大となり、引張りかたさがそれ
だけ増大する。また、引張り仕事量AL は、その量を増すが引張りレジリエン
スRE はほとんど変化しない。
② せん断特性では、せん断剛性G、ヒステリシス2HGおよび2HG5ともに大
となり、せん断変形およびそれからの回復のしにくさを表している。
③ 曲げ変形特性では、曲げ剛性Bおよびヒステリシス2HBともに減少する。
つまり、曲げ易くなるとともにそれからの回復量も大きくなる。
④ 圧縮特性では、圧縮率EMC、圧縮仕事量WCおよび圧縮レジリエンスRCと
もに小となる。つまり、圧縮しにくく、また若干それからの回復も悪くなるこ
を表している。
上記の①および②から、地直し処理後の布は布の引張りおよびせん断変形を
起ごしにくいが、ごれは着用時に受ける各種の作用力に対して変形しにくく、
布の寸法はそれだけ安定しているごとを意味している。また、③から布が曲げ
易く、かつ曲げからの回復が優れているごとになるが、ごれは布に「しなやか
さ」をあたえているごとを表している。以上のごとから、地直し処理は布に着
用時における寸法安定性と「しなやかさ j を賦与し、ひいては型くずれ、しわ
の発生を少なくしているものと考えられる。
第 2節では、木綿ゆかた地に霧吹きーアイロニング法による地直し処理を施
した際に、地直し処理が布の基本的力学特性にあたえる効果を検討した。その
成果はつぎのようである。
① せん断特性では、開j性およびヒステリシスはタテ糸方向、ヨコ糸方向と
もに減少する。
② 曲げ剛性では、剛性およびヒステリシスはタテ糸方向は減少するが、ヨ
コ糸方向は増大する。
③ 布の圧縮性の変化はみられない。ごれらは布の厚さの変化に依存してい
るようである。しかし、布のレジリエンスは増大する。
④ 引張り特性では、ヤング率はタテ糸方向では減少するが、ヨコ糸方向で
は増大する。レジリエンスはヤング率の変化とは逆になる。
以上、①、②、③および④を地直し処理による布構造の変化との関連で説明
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するごとができた。
第4章;第 1節では、縮緬長着を対象に着用実験をとおして湯のし法による
地直し処理効果を確認し、さらにとの効果を布の物性変化から検討した。その
成果は、つぎのようにまとめられる。
① 着用により長着に生じるひずみは、着用に供した長着では布のバイアス
方向のひずみがタテ糸方向およびヨコ糸方向のそれに比して大きく、しかもと
の量は瞥部およびひざ部において特に顕著である。
② 着用により長着を構成する布に生じるひずみは、地直し処理後の布で構
成したもののほうが、処理前の布で構成したそれよりも概して小さい。
③ ②の結果が得られたととは、つまり、地直し処理によ って布はせん断お
よび引張りの力に対しては変形しにくく、かっ曲げ、圧縮に対してはしなやか
で弾性に富むようになるので、結局、各種の変形に対して形態安定性が増大す
るという効果から説明される。
第 2節では、霧吹きーアイロニング法によって概してなされる木綿ゆかた地
の地直し処理の効果について、ごれからつくられるゆかたの着用実験をとおし
て検討したが、その成果はつぎのようである。
① 着用によりゆかたの布面に生じるひずみは、ゆかたの瞥部で最大となる
が、方向別ではとりわけ布のバイアス方向に大きくなる。このようなゆかたの
腎部で着用によるひずみがもっとも大きくなるごとは、一般に長着の構造上の
特徴、つまり、長着の他部にはみられないような瞥部が拘束状態で正座時に大
きな力(布のタテ糸方向、ヨコ糸方向の曲げおよびバイアス方向の引張り力な
ど)が、同時に作用するごとに原因するととが考察される。
② 地直し処理を施した布で構成されたゆかたは、同処理を施されていない
ものに比して着用により布面に生じるひずみ、布の斜行度および弧形度ともに
小さい。これは、地直し処理により布の主にタテ糸方向にせん断、曲げ、圧縮
および引張りの各特性とも柔軟さと変形からの回復の良さが布に賦与されるご
とに起因する。また、とのような地直し処理布の未処理布に対する布面のひず
みおよび斜行度、弧形度などの特性の差は、着用の進行につれてさらに顕著に
なる。
③ 地直し処理とは、着用に対して常に安定した②で述べるような性能を布
に賦与させる処理であるともいえる。
第 5章;第 1節では、運針の際の糸しごき力にあたえる布の地直し処理効果
を縮緬を対象に検討した。糸しごき力には、① 縫われた布が貫入した針を締
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めつける力、および② 運針に際し右手にたくし込まれた針上の波打つ布を平
らに引き伸ばす力 が関与する。①には、針径、縫目の大きさ、布の糸密度お
よび引張り剛性が、②には、縫目の大きさ、布の曲げ剛性および同ヒステリシ
スなどがあるが、いずれも糸しごき力に対して正の高い相関をもっ。
地直し処理により、布の糸密度、曲げ剛性および同ヒステリシスは減少し、
引張り剛性は増大するが、前 3者は最後の引張り剛性より糸しごき力に寄与す
るので、結局、同一針、同一縫目で縫われた場合、地直し処理を施された布の
糸しごき力は低下するととがわかった。
第 2節では、和針の布通し力Pについて考察し、これをもとにPにあたえる
布の地直し処理効果を縮緬を対象に検討した。
① 和針の布通し力Pは、大村らのミシン針の円錐先端が貫入するとして求
められた本文 5-6-1の(1 )式の Pに関する式が良く適応する。
② 布の地直し処理により、 Pは小さくなるが、ごれは(1 )式右辺の hおよ
び al2(1-a/l+a2/3[2) が布の同処理により減少することによる (a :被縫布厚、
l :針の貫入長)。
③ kには、布のせん断力 G、曲げ剛性 Bおよび摩擦係数MIUの単独量が良
く対応する。そして、上記の布の G、BおよびMIUは、地直し処理によりほと
んど減少するが、とのことが同処理により kが減ずる原因である。
第 6章;本章では、絹和服地のFRL ドレープの一般的通性をまず把握し、ご
の結果をもとに地直し処理が縮緬のドレープ特性にあたえる影響について検討
した。その成果は、つぎのとおりである。
① 平面ドレープ係数D.C ~側面ドレープ係数D.C sの聞には、 γ =0.968・
のきわめて高度に有意な相関関係がある。
② 布の方向により曲げかたさが異なるので、布のD.Cには布の方向性の寄
与が大きい。また、 KESシステムにより計測される布の純曲げかたさがカンチ
レバ一方式で求められるスライド型剛軟度によるそれより相闘が高い。布のD.C
は、円形試料の同心円的垂下であるので、布の方向性にかかわらないKESシス
テムによる布のトータルな曲げかたさ Bt を提案した。そしで、 Bt ~D. C聞
には γ=0.989・・の高相闘が成立した。
③ 布のD.Cは、布の Bt と高度に有意な相l闘をもっ。したがって、地直し
処理により布のD.Cは減少するが、これは同処理により Bt が減少したことに
起因している。
第 7章:湯のし専門家が通常伝統技としている布の地直し処理の諸条件のう
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ち、布構造の変化に関係するものとして地直し処理の際の湯のし工程のスチー
ム・セット時の布の伸長率を取り上げ、ごれを若干段階的に変化させた際に得
られる試料布の布構造の特徴的変化に着目し、湯のし専門家の熟練された技術
の意味付げを布構造の変化という観点から試みた。
① 地直し処理を施された布のタテ糸方向の伸長率 ε(W) と布のヨコ糸方向
の伸長率 ε(F) の聞には、はっきりした直線関係が成立する(子 =0.979)。
ε(W) = a ・ε(F) + b ( a， b :定数)
ζ こに、 aおよび bは、それぞれ湯のし工程で専門家の行う布のヨコ糸方向の
伸長率および同じく布のタテ糸方向の伸長量にかかわる量である。ごとでは、
ε(W) より容易に把握し易い ε(F) を布の伸長のバロメーターとする妥当性を
述べた。
② 布の厚さ、目付および糸密度は、 ε(F) が増大するに従って相当大きく
減少する。
③ ε(F) が漸増すると、布の斜行度および弧形度はいずれの試料とも著し
く減少 (0.3%以下まで)するが、ある ε(F) (これはちょうど湯のし専門家
が通常行う地直し処理時の ε(F) に大略一致する)を境に以降一転してごれら
は両者とも増大する。つまり、専門家が湯のし工程で行う布の伸長率を中心に
布の斜行度および弧形度はV字形の傾向を示す。
④ 布の空隙Pは、湯のし工程中における ε(F) の増大により減少する。湯
のし専門家の選ぶ ε(F) は、布伸長の増大により、上記間隙が減少するなかで
布のヤング率 E (布のかたさ)の増大をみない極限の条件であるといえる。
8-3 今後の方向と課題
布の地直し処理は、古くから布の地合いを整えるために、伝統技として職人
から職人へと伝承されてきた。確かに、との処理がとりわけ和服地に施され脈
々と現在にも使われてきたととは、その効果が顕著であるがためであろうと考
えられる。
本論文では、一貫してこの処理の効果を明らかにし、それに起因する要因を
布構造までさかのぼって論及した。したがって、職人の伝統技に科学の光りを
当てその因果を明らかにするべく迫られたものと考えている。
今後は、① とのように筆者なりに解き明かした技法を、さらに発展向上さ
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せるには従来の地直し処理法を如何に改善すべきか、また、② ごの処理方法
を従来のように職人の手に委ねることから一歩進めて、工業レベルで行うには
如何に本論文で述べるととを生かすか の問題が残る。しかし、②は、全く以
後の作業は工学に委ねられるべきであろうし、①は、家政学、生活科学および
工学の学際として取り組むごとにより成果が期待されるものと考えられる。
布地の地合いを整えるためのごの手法は、もちろん洋服地にも適用されるで
あろうから、その応用は広くにわたるものと考えられ、うえの①および②への
取り組みが今後の課題といえよう。
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